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　血も涙もないと故郷で噂うわさの毒どく龍りゆう公こうに、偽にせ嫁よめだとバレていた、らしい。

（衝しよう撃げきの事実！　ってのは置いといて。どーっしても確認しなきゃいけないことが一点）

　身代わり花嫁ことフェルディア──フェルは、悩んだのち件くだんの夫に切り出した。

「あの、旦だん那なさま。いつからでしょう？」

「何が？」

　烏からすのような黒い髪。研とぎ澄すまされた刃やいばを想そう起きする鋭するどい群ぐん青じようの瞳ひとみ。形のいい眉まゆを訝いぶかしげにひそめ、黒こく龍りゆう公こうクロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント──クロウは問い返してくる。

「えーっと。ですから。わたくしが……だと気づいたのは、いつから？」

　言葉を濁にごしても、クロウは「ああ」と察さつしてくれたようだ──と思いきや。

「五年前」

「は？」

　──気のせいだったようだ。毒龍公と正しく意思の疎そ通つうがはかれる日は、遠い。










[image: ]







　──古い本の、革表紙の手て触ざわりが好きだ。

　時にも人にも忘れ去られた薄暗い図書室で、年月と、頁ページをめくる指になめされた牛革を撫なでる。あたりには誰もいない。しんと静まり返り、針を落とす音さえ大きく響きそうだ。それもまた、好ましい。

　黄ばんだ古い紙。綴つづられた文字の筆ひつ致ち。鼻び腔くうを満たす、インクの匂におい。

　いつか誰かが抜き忘れた銀細工の栞しおり。紙し魚み避よけのラベンダーの香り、細かい埃ほこりがきらきらとわずかに射し込む陽光の上に道筋を作るさま。

『彼』にとって、物言わぬ書籍たちとの語らいは、心躍おどるものだった。

（人と話すことは苦痛でしかない。……誰もがぼくを蔑さげすみ、侮あなどり、おぞましいものを見る目を向ける。手を差し伸べる者は、ぼくを利用することしか考えていない……）

　ただ、例外はあった。

　こんこん、と図書室の扉を叩たたかれ、『彼』は顔を上げる。

「おい、ヨミ！　まぁたこんなところに一人でいる。たまには外出て日光浴あびろよ。カビ生はえんぞ」

「良かった、元気そうだ。司し書しよ官かんが『二日も出てきてない』って言うからさ、ぶっ倒れてたらどうしようかと」

「ユアン兄上。パール兄上」

　その例外たちの声に、『彼』はほっと息をついた。

　栗色の髪の少年と、同じ年頃の、亜あ麻ま色いろの髪の少年。『彼』にとっては、すぐ上の、二人の兄──ユアン＝エルラント。そして、パーシヴァル＝エルラント。

「……なにしに来ましたか？」

　軽く首を傾かしげる『彼』に、「食事持ってきたよ。おれたちも食べてくけどいいよね？」とパールが答える。

「ここで、ですか。なんでまた」

「あのね。末おと弟うとが食事も取らず図書室に引きこもってたら、普通は心配になるものなの。兄としちゃあね」

「……心配、するんですか」

　思わず繰くり返かえす。「当たり前だろ！」と、ユアンが隣となりで眉まゆを吊つり上げる。

「実際それで一回倒れたしな、お前」

「そうですか。余計なお節せつ介かい、お疲れさまです」

　口から出る言葉と裏うら腹はらに、内心は明るく浮き立つ。本当は嬉うれしいのだが、残念ながら表情にもさっぱり出やしない。もっと素直に笑う練習もすればよかった。

　とはいえ、そんな落らく差さには二人とも慣れたもので、「お、喜んでる」と上じよう機き嫌げんになった。彼らには、どんなに素そっ気けなくしても、なぜか感情の機き微びを読まれてしまう。

「ヨミ、机使うぞ。本汚したら困るだろ。ちょっと避よけとけ」

「図書室で昼ごはんって行ぎよう儀ぎ悪いけど、なんかこう、謎なぞの背はい徳とく感かんあって楽しいよね」

　ユアンが白い布を広げると、机は即そく席せきの食卓に変わった。さらにはパールが、腕に抱かかえた大きなバスケットに手を突っ込み、肉にく詰づめのパイや、ソーセージと野菜を挟はさんだ白パン、白身魚の揚あげものなどを次々と取り出す。気軽に持ち運べる庶しよ民みん的てきな料理ばかりなのは教会育ちのユアンの好みだろう。

　三人分だけあって、まるでちょっとした遠とお駆がけにでも来たようだった。

「何読んでたの？　あっ、それひょっとしなくても、東とう方ほう帝てい国こくの『景けい王おう朝ちよう南西部見けん聞ぶん録ろく』だ。しかも原書じゃないか。あっちの文字読めるんだ？　おれはさすがに無理だけど、こないだ訳本を輸ゆ入にゆうしたんだよ」

「はあ。なんでまた。物好きですね、こんな地味な古典を。あ、そうか……パール兄上、クルヴァッハ南東部総そう督とくでした」

「そうそう。あのへんの伝でん承しようが詳しく載のってるって聞いてね」

「へえ……パールはホント少数民族の話が好きだよな。ところで東方ってさ、『虎とら』っての？　縞しま模も様ようの獅し子しが出るんだろ」

『彼』しかいなかった図書室は、急にかしましい空間となる。

　静せい謐ひつは好きだが──この時だけは、うるさいのも、嫌いやではない。

（二人とも、ぼくを蔑まない）

　妃きさきの位を賜たまわれない愛あい妾しようから生まれた『彼』を、素直に受け入れてくれる。

　本に向けてのみ開かれた『彼』の世界は、人にはどこまでも閉じていた。パールとユアンだけが、『彼』が人の世界と通じるための窓。人であるための砦とりでだった。

　幸せな心地ここちで、もそもそと冷れい製せいの鴨かも肉にくを頰ほお張ばっていた『彼』は、ふと気になって尋ねてみた。

「ユアン兄上は、教会に戻らず、しばらく皇こう宮ぐうにいますか？」

「うん。夏の里帰りは長いだろ、いつも」

　彼はほっとした。ユアンとはまだしばらく一緒にいられる。

「パール兄上は？　いつクルヴァッハに戻りますか？」

「うーんと。クロウ兄上は、三日後くらいって言ってたよ。もともと父上に領地経営の現状報告するだけの予定だったしね。あんまり皇宮にいたくないみたい」

「……そうですか」

　出しゆつ立たつは、三日後か。今度は、『彼』は少々凹へこんだ。もう、すぐじゃないか。

「パール兄上は、クロウ兄上の拝領から、ずっとあちらに行きっぱなしですね」

　ふと、『彼』は呟つぶやいていた。

「クロウ兄上はずるいです」

「ずるい？」

「いつもぼくからパール兄上をとっていく」

　子供っぽい口調になっていることは承しよう知ちしていたが、ほかに言いようがない。パールはしばらく目をしばたたいていたが、やがて破は顔がんすると、『彼』の伸び放題に伸びた黒髪をわしわし撫でた。

「また来るよ。次は、南東部の民話を書き留とめたおれ自身の手しゆ記きを持ってくる。今、こっそり編へん纂さんしてるんだ」

「！　読みたいです」

　即座に食いつくと、パールはくすくす笑った。「お楽しみに」と。

「それにね、ヨミ。……クロウ兄上が奪っていくものなんて無いよ」

「はい？　奪っていくものなど無いとは、これいかに」

　首を傾げる『彼』の髪を最後にもう一度梳すき、パールは笑った。

「兄上は与える人だ。あの人に奪われるものなんてないはずだ。そうだね。……何ひとつ、ね」

（笑って……いや、泣いている？）

　複雑な、笑みだった。

　それは、泣き顔にも、満面の笑顔にも。哀あい切せつにも、絶望にも見える表情で。見るだけで、不思議と胸がざわついた。

「意味は……そうだね。……ヨミ。ユアンにも。いつか話すよ。いつか、ね」

「？　おう」

　不思議そうな顔の、もう一人の兄とともに、『彼』は訝いぶかしみつつ、それ以上踏み込むことができなかった。




　当時の『彼』にとって、なんでもない日常のひとこまだったはずの、あの記き憶おく。

　もう二度と取り戻せないその時間。今でも思い出す時は、必ず後こう悔かいがつきまとう。




　──異い母ぼ兄けいの笑顔の意味を、どうしてもっと深く考えなかったのだろう、と。
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　労働ひと筋ド庶しよ民みん人生、歩むこと十七年目にして、身に沁しみて感じたことがひとつ。

『やんごとないご身分のおかたの考えというのは分からない』

　つまり──皇おう子じ殿でん下かの思考は複ふく雑ざつ怪かい奇きなり、と。




　エルラント帝国第三皇子、クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラントが、風の冷たい葦あしの月の立冬サウインに迎えた花嫁。

　波打つ緋ひ銀ぎんの髪に、雪白の肌。紅あかから藍あいへと色を変える、夕暮れを映した世に無い瞳ひとみ。妖よう精せいのように美しい、ユナイア王国第一王女『シレイネ＝アリステル＝ユナイア』。

　彼女には、誰にも言えない秘密がある。本物のお姫様ではないどころか、顔立ちがそっくりなだけの、ド貧乏孤こ児じ院いん出身・ドケチ・ド庶民フェルディアであることだ。

（三点揃そろったドの中身のどれも当然明かせないけど、いちばん重大な──自分が偽にせ物ものの身代わりであることは、旦だん那なさまにバレちゃってたわけで……）

　すったもんだを経へて、その事実をお互いに面と向かって確認し合ったのは、つい一昨日おとといのことだ。

（だからもう、わたしは正確には『花嫁』じゃないわけで。当然ベタベタする必要もない……っていうのに!!）

「だ、旦那さま、近い近い、近いですわよ!?」

「ああ。近いな。それで？」

（それで？　じゃないわ!!）

　すぐ目の前には、凍こごった海の色の双そう眸ぼうがある。ふわりと漂ただよう、柑かん橘きつ系けいの爽さわやかなオードコローニュ。いずれも、いわずと知れた旦那さま、クロウのものだ。

　フェルの現況はといえば、顔の両りよう脇わきに腕を突かれ、馬車の座席の角に背中を押しつけて絶体絶命状態なのである。

（意味が分からん……！）

　フェルは片腕でぐいぐいと夫の肩を押し返しながら、空あいた手でびしっと向かいの席を指さした。

「この箱馬車、広いですから！　お向かい席がガラ空きですわ。あっちに座ってくださいませ！」

　するとクロウは、さも不思議そうに眉まゆをひそめてみせた。

「なぜだ」

（なぜだ、でもないわ！　この人、わたしの言葉にいちいち疑問で返さないと死んでしまう病気か何かか!?）

　照れなのか怒りなのかよく分からないもので真っ赤になりながら、フェルは片かた頰ほおを引きつらせた。

「なぜ、はこちらの台詞せりふ！　どうしてわざわざ、わたくしの隣に座るんですの!?　おまけにこちらに寄ってくる訳は？　狭せまいし体たい勢せいきついし息苦しいでしょう！　第一、あなたがわたくしにベタベタくっつく必要だって……！」

（そうよ。理由、もう、ないし！　正式な嫁でもない女に構っても意味ないでしょ！　偽物だと認識したからには、もっとこう、『あ、そう。本物じゃないのか。じゃあいいや』とかパサパサ乾いた感じになるもんじゃないの普通!?）

「だって、俺とお前は共犯者だろう？」

「……はい？」

　そう。

　──〝これからよろしく、共犯者どの？〟

　それはほかでもなく、クロウがフェルに告つげた言葉だ。

　嫁、改め、共犯者。

　つまり、一緒に罪つみを背せ負おう仲間。重さこそあれ、甘さもへったくれもない立場である。

「その共犯者とこのような距離になる理由を、手て短みじかに述のべてくださいませ」

「運命共同体だから」

「……はい？　いえ、ごめんなさいませ、わたくしが納得できる程度には詳くわしく」

　手短という条件そのままで返すクロウに、フェルは盛せい大だいに顔をしかめた。

　そんなフェルから、クロウはやっと少し身体からだを離してくれた。それから、諭さとすように肩に手を置き、補ほ足そくする。

「考えてもみろ。ただの共犯者じゃない。皇こう帝てい陛へい下かを、ひいてはこの国を謀たばかっているんだ。明らかになれば、ユナイアとエルラントの……国際問題に発展しかねない重大な罪を、俺とお前の二人で共有しているんだろう？」

（もちろん、分かってるんだけど）

　自分の立場を思い出し、フェルはごくりと唾つばを吞のむ。

（なんでそんな怖い罪を共有する必要がって……大事な目的があるから、なのよ）

　目的とは、ほかでもない。エルラントとユナイアという、戦争続きの互いの母国の安定した和平だ。

　そのために──結んでは破られを繰くり返かえしていた、書面ばかりの薄うすっぺらな講こう和わや協定ではなく、『エルラントからユナイアをぶち抜き東とう方ほう帝てい国こくに抜ける大商路を建設する』という一大国家事業を推すい進しんする。

　同時に、エルラント国内の平へい穏おんを乱す『呪じゆ毒どく』事件の連れん鎖さも断ち切らねばならない──。

　以上、期限はあと三カ月を切っている。

　偽にせ嫁よめフェルが『シレイネ姫』として過すごせるのは、貴族特有の習慣『白い結婚』が終わる、ワルプルギスの夜まで。そこまでに、成なし遂とげるのだ。

（といっても、そんな話をできるのは、旦那さまだけなんだし）

　それは、明るみに出れば破は滅めつと隣り合わせのいばら道。

　人ひと質じちを兼かねた花嫁が偽物だったなんて、クロウが容よう認にんしても、まず父親のウーベル帝が許さないだろう。

（そうだよ。重大な秘密を、何食わぬ顔で抱かかえたまま、エルラントの皇帝陛下に会いにいこうとしているんだ。これから）

　万一バレたら、ユナイアは、敗戦国のくせに平然と身代わりを立てる不届き者の誹そしりを受けることになる。自己判断で偽嫁を手元にとどめたクロウも、もちろん無事では済すむまい。

「そうですわ。前ぜん途とは多た難なん、お互い気を抜けません。だ、だからこそ、適度な距離と節度と緊きん張ちよう感かんを保たもった、清きお付き合いが必要に……」

（って、正しいよね？　わたしの言ってること）

　フェルはだんだん不安になってきた。クロウにまったく動じる様子が無いからだ。

「そうだな。緊張感は要いるかもしれない。が、──もっと必要なのは呼吸を合わせることだと俺は思うが」

　こちらの主しゆ張ちようをきっちりと聞いた上で答えるクロウの面おも持もちは真剣だ。とてもフェルを欺あざむこうとしているようには見えない。思わず、フェルも姿勢を正す。

「ええと、呼吸を合わすとは？」

「同じ罪に手を染めるということは、背を預け合うも同然。油ゆ断だんした隙すきに、相手を売り飛ばしたり、刺したりするんじゃやってられないだろう。違うか？」

「？　はい、もちろんそうですわね」

　当然だ。

　納得しつつも、経験上、だんだん雲行きが怪あやしくなってきたような……。

「そういう意味では、夫婦も共犯者も、同じように運命共同体なことには違いない。分かち合うのは恐ろしい罪だけに、ある意味、夫婦以上の絆きずなが必要だと言える」

「え、ええ」

「では、相手を誰より知り、そのすべてを理解すべき……つまり、共犯者だからこそ距離を縮めるべきだ。納得したな？　以上、説明終わり」

「異議ありぃっ!!」

　今、ものすごく軽かろやかな放ほう物ぶつ線せんを描いて、結論があらぬ方向に飛ばなかったか。

　さりげなく有ゆう言げん実じつ行こうで再度距離を縮めてくる旦那さまに、びしっと手を挙あげ、フェルは即座に反撃した。

「だ、騙だまされませんわよ。それで物理的に迫せまってくるのはおかしいです！　世の中、共犯関係は数多けれど……たとえば、ソレ的なアレでもない、無ぶ精しようヒゲで脛すね毛げで胸毛で、数日は風ふ呂ろに入っていない筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうなオッサ……おじさま二人が組んで泥どろ棒ぼうを働くと仮定して。盗とう品ひん運搬用の馬車で、こんな風にしっぽり仲よくしていたらおかしいでしょう!?」

　この言げんに対し、ふっと片頰を上げ、クロウは不敵に笑った。




「むろん、──無精ヒゲで脛毛で胸毛で筋骨隆々な汗臭い中年男性二人組でも、こうして親しん睦ぼくを深め合っているはずだ」

「自分で言ってて気分悪くならないですか、それ」




　真顔で突っ込むフェルに、「冗じよう談だんだ」とクロウは手を振った。

「実際言ってみて分かったが、意外と本気で吐はきそうだな、この譬たとえ」

「でしょう。世の中の一般的な共犯者各位に全力で謝ってくださいませ。いえ、ほんとは犯罪そのものが一いつ掃そうされるべきですけどね！」

　吐きそうと口にするほどこたえてもいなさそうなクロウに、フェルは頭を抱えた。

　意外だ。彼がこういう類たぐいの冗談を言うようになるとは。いったい誰の影響だろうか。

「くだらない前ぜん段だんはさておき。とりあえず共犯者でいるためには、これまでどおり夫婦の体てい裁さいを取らないといけないだろう」

　つまり、今まで以上に気をつけて、周囲に悟さとられないように、それらしく振る舞わないといけないわけだ、と。

　そこは反論のしようがない。フェルは言葉に詰まる。

「う、あ、それは」

「なにせ、病弱の仮面すら剝はがれてボロが出まくるお前のことだ。いきなり外そと面づらだけ取とり繕つくろえと言われてすぐに実行できるほど器用なら、今でも俺のことを騙しきっているはずだろう。違うか？」

「ううっ……」

　今度こそまっとうなクロウの指摘に、結局フェルはぐうの音ねも出ない。

「さて。ようやくご理解いただけたところで、ついでに覚悟も決めておけ」

　クロウはフェルの顎あごを、指先でくいっと引き上げた。吐と息いきが触ふれる。

（ひゃ。待って）

　同じ場面を知っている。このあとの展開も。
















　忘れもしない。教会で、お互い、てらいない心を打ち明け合って──仮かり初そめの妻を共犯者と呼んだその唇くちびるで、彼はフェルの吐息を奪うばった。

　彼が与えた記き憶おくは、甘くて、深くて、思い出すだけで身体からだの中心に炎ほのおがともって、そこからぐずぐずに溶とけてしまいそうな──。

（わ、……無理っ）

　フェルはとっさに手をかざし、迫るクロウの顔に伸ばす。

　姫君らしく、可か愛わいらしく恥じらって、その唇を両手の平で塞ふさげればよかったのだが──

　むんずっ。

　実際に取った行動といえば、片手で鍋の蓋ふたでも摑むように、クロウの顔面を鷲わし摑づかむことだった。

「…………」

　双そう方ほう無言のまま、時間が止まる。

（失敗、した！）

　フェルは蒼あおざめて謝あやまった。

「すみません、驚いたのでつい！　とっさに片手しか上げられなかったあたりに敗はい因いんがあるんだと思っておりますが、とりあえずごめんなさい!!」

「……いや、いい。お前の素すっ頓とん狂きような行動にはいい加か減げん慣れた。それより、言い訳しながらさりげなく手に代えてクッションを挟んでくるほうが問題だ」

　頰に押しつけられたクッションを事務的にどけると、クロウはこめかみを押さえている。

　わあ、いやな慣れですねと言いかけたフェルだが、「お前が言うな」という突っ込み必ひつ至しなのでかろうじて吞み込んだ。

　不意に、指先で、ふに、と唇を押さえられる。

「これ、嫌いやか？」

　くちづけのことを言われているのだと、すぐに分かる。

「い、いやです」

「嫌きらいか？」

　とっさに返せず、さんざんためらった挙あげ句く、フェルは頰を染めてこくんと頷うなずく。

「そうか。……だろうな」

　クロウは納得したような、不満げでもあるような、複雑そうな声を落とした。

「いや、あの、そうではなく」

（嫌いなのは、あなたが、じゃなくて）

　が、否定したはいいもののなんと言っていいやらで、フェルは上うわ目め遣づかいにおずおず切り出す。羞しゆう恥ちで耳まで真っ赤になった。

「……は、恥ずかしい、ので。嫌いです」

「…………」

　クロウが黙り込んでしまったので、フェルは「あの？」と声をかけてみた。返事はない。

（えーと。反応に困ったのかな。話題を変えてみようか）

「ところで、こうしてほかのかたがいない時にも『旦那さま』っていうのはおかしいですわよね。二人きりのときは、やっぱり節せつ度どを保ってクロヴィス殿下とお呼びしたほうが──わあ!?」

　わっしゃわしゃと容よう赦しやなく髪を搔き混ぜられ、フェルは悲鳴を上げた。綺き麗れいに編み込まれていた緋銀が、ぐっしゃぐしゃになる。

「ちょっと！　もう、頑がん張ばって梳とかしましたのに！　何しますの!?」

「別に」

　旦那さまは無表情だった。

　なんとなく不ふ貞て腐くされて見えるのは、彼の少ない表情を読み取るのに慣れてしまったせいだろうか。

「全部顔に出るたちのお前では、演技とそうでない時の切り替えは難しいという話をしたところだろうが。……呼び方はそのままでいい。今までどおり夫として接しろ」

「は、はい」

「……第一、名前で呼ぶにしたって、そんな理由で呼ばれたいわけじゃない」

「？」

　クロウの最後の呟つぶやきは、轍わだちの響きに紛まぎれてフェルには聴きこえなかった。ただ、何か口を動かしたのは分かったので、フェルは不安になる。

「あの、やっぱり怒っておいでだったり……」

「そう思うなら、多少は誠せい意いを示す気はないか」

「はい？」

　藪やぶをつついてなんとやらだ。

　青くなるフェルの唇を、一転して愉ゆ快かいそうになぞり。クロウは「たとえば」と続ける。

「今度はお前のほうから、──とか？」

「共犯者だから!?」

「共犯者だから」

（なんか言いくるめられてないかコレ！）

　共犯者の定てい義ぎが根本から揺らぎそうだ。気が遠くなりかけたところで、不意に馬車が止まり、扉がガチャリと開いた。

「どうもどうもお邪じや魔ま虫むしですごめんなさいねぇ」

「けっ、ケイさま」

　顔を覗のぞかせたのは、黒こく龍りゆう城じよう家か令れいのケイ＝サリタだ。遠えん慮りよなく乗り込んできた相手に、フェルは焦あせった。自分の状況はといえば、クロウの腕に閉じ込められたままだ。

「これは違うんです。このあいだ、ケイさまがおっしゃっていた、寒い時に暖だんを取るための東方の遊びオシクラマンジュウなるものをやろうという話に」

「あ、大丈夫です大丈夫です。ちなみにオシクラマンジュウを密みつ室しつで男女二人きりって、普通に甘あま酸ずっぱい野いちご時間過ごしてましたって言われるよりいやらしいですからね」

「そうなんですの!?」

「はいたぶん。で、ちょっとは気が済みました？　なんちゃってデバガメは最初は愉たのしいんですけど、だんだん居たたまれなくなってくるもので、できればイチャツキも休み休みやっていただけるとですね、自分めとしてはありがたいですね」

（気が済むって！　わたしは何も!!）

　ケイを乗せると、馬車は再び動きだす。どこから抗こう議ぎしたものかフェルがまごまごしているうちに、クロウがさっさと返事をしてしまった。

「いや、全然済んでいない。普段は隙すき間ま活動とかなんとか取り繕って盗ぬすみ聞きに励はげんでいるくせに。ケイお前、意外に心が狭いな」

「旦那さま、あなたはちょっと黙っておいでませ！」

　けろっと答えたクロウを、フェルは即そく座ざに睨にらんだ。

「のろけ一いつ丁ちようごちそうさまでーす。満まん腹ぷくなんでお代わりは結けつ構こうでーす。……って、おふざけは置いといて。しかしまあ、難なん儀ぎでしたよねえ」

　不意にケイが声の調子を落としたので、フェルは思わず眉根を寄せた。

（そうなんだよね……結局帰れなかったし。それどころか）

　目と鼻の先まで迫せまった黒龍城に戻る暇ひまもなく、フェルはクロウとともに、別の場所に向かっている最中だ。

　今さらだが、過去を振り返ると運命の数すう奇きさに呆ぼう然ぜんとする。

　始まりはただの、身代わり花嫁業。病弱な本物のシレイネ姫の代理で、敵対国エルラント帝国に嫁とつぎ、ほとぼりが冷めたらさっさと離り婚こんしてくる。それだけの仕事だったはず。

　立冬サウインには、予想だにしなかった。

　ただの身代わりから、紆う余よ曲きよく折せつを経て向かっているのは、エルラント帝国の牙が城じよう。

（まさか──皇こう宮ぐうに行くことになる、なんてね）

　表向きは、盛せい大だいに執とり行われるという、春の祭りのため。

　ななかまどの月も終わりにさしかかり、正教を奉ほうじる国々は、もうすぐ長い断食フアスナハトに入る。行為を慎つつしみ、家に籠こもって肉や魚、飲酒を断ち、大おお麦むぎ粥がゆなどの粗そ食しよくだけで身を浄きよめるのだ。冬のあいだにたまった穢けがれに寄ってきた、妖精などの魔まがものを祓はらうために。

　春分オースターラ前には、冬の名残なごりに魅ひかれて、死し霊りようが蘇よみがえるといわれている。冬を司つかさどる悪あしき神霊ペルヒトを、夏の善なる神霊ペルヒトが追い払う。善悪二神の争いと夏の勝利が、この祭りの肝きもだ。

　断食明けには、本格的な春の訪れと、来きたるべき夏を寿ことほぐため、盛大な宴うたげを催もよおすしきたりである。色づけした卵をいたるところに飾りつけ、華やかな山だ車しがたくさん出て、酒もごちそうも解かい禁きんとなり、どの街も大騒ぎになる。

（その大騒ぎを、国を挙げて行うため……っていう名めい目もくで、皇帝陛下じきじきにお呼ばれされたわけだけど）

　思えば──突然の展開だった。

　そもそもフェルはクロウとともに、エルラント中央教会にいたのだ。エルラント国内で最近相あい次つぐ、『呪毒』にまつわる事件の手がかりを探すために。

　もろもろの収しゆう穫かくを得て、クルヴァッハの黒龍城にもう少しで着こうかというあたりになって、ケイが急な報しらせを持って駆かけつけてきた。

　──〝春分節の祭典を、皇宮で盛大に執り行う。皇子たちは、その妻ともども、欠けることなく集つどうこと〟

　書面に捺おされた王冠を守る翼よく龍りゆうは、現皇帝にしてクロウの父、ウーベル＝ペンドラゴン＝エルラントのもの。

　そのため、フェルとクロウは旅先でばたばたと方向転てん換かんし、こうして皇宮に向かっている次第だ。

（まあ、お城を出るのは初めてじゃないけど。今回、何が違うかっていえば……）

　黒龍軍をわずかばかり儀ぎ仗じよう兵へいに連れてきているのも、先日の新婚旅行と同じだが。フェルは、ちらりと隣を盗み見る。

　淡あわい色味の金きん髪ぱつの下、藤色の切れ長の目と、視線がかち合った。持ち主ぬしの男には、ひらひらと褐かつ色しよくの手を振られる。

（報せ持って駆けつけたケイさまが、そのまま同行してること、なんだよね……）

　フェルは不安になった。

「大丈夫なんですの？　ケイさま。旦那さまがお留る守すの間、あなたまでお城を空けてしまって」

「ええまあ、まったくもってそのとおりなんですけどねえ……自分めだけ、陛下のご指名食らって出席させられるんですよねぇ」

　理由は、『名のある東方商会を営いとなんでいる』ということ。エルネットさりたを祝祭の準備に使うつもりなのだそうだ。

「……？」

　フェルは首を傾げた。能のう天てん気きに明るいはずのケイの声こわ音ねが、なんとなく上うわ滑すべりに聞こえたのだ。

　第一、商売熱心なケイのことである。皇帝からじきじきに商会を使いたいと言われたのだから、「やれ光栄の極み！　大金の香り！」と浮かれてもよさそうなものなのに。

（って、変だと思ったら。旦那さまもだ）

　ふと目をやったクロウは険けわしい顔で窓の外に視線をやり、何事か考え込んでいた。

「旦那さま？　どうされまして」

「いや、なんでもない」

（本当に？　なんか変なの、二人とも）

　変といえば、クロウの気をわずらわせていることのひとつは、フェルも察しがつく。

「ひょっとして旦那さまが気にされてるのって、あのことですか？」

「あのこと？」

　クロウに問い返され、フェルはちょっと言葉に詰まる。気軽に口に出すのは憚はばかられた。

　召しよう集しゆうを告げる皇帝の手紙には、奇き妙みような一文があったのだ。

『六人が皆集つどうことはないので喜ばしい』

　──六人。

　おぞましい横おう死しを遂とげ、歴史からその存在を消された、クロウの弟パーシヴァル＝エルラント。彼が入っていないと、兄弟はその人数にはならない。

　そこまで考えて、はた、とフェルは気づいた。

　エルラント皇帝ウーベルの息子むすこは全部で六人。そのうち、存ぞん命めい中ちゆうの皇子は五人だけ。

　第一皇子、皇太子でもある白はく龍りゆう公こうジルフォード。

　第二皇子、『ゼルクの狐きつね』の異い名みようを取る翠すい龍りゆう公こうイグレック。

　第三皇子、言わずと知れた『毒どく龍りゆう公こう』、黒龍公クロヴィス。

　第四皇子、拝はい領りよう前に命を落とした、生きていれば『藍らん龍りゆう公こう』、パーシヴァル。

　第五皇子、『ヴァゼタの若獅子』紫し龍りゆう公こうユアン。パーシヴァル──パールの欠番により、今は第四皇子。

　だから第六皇子、がいるはずなのだ。現在は──第五皇子か。

（あれ？　でも、よく考えれば、嫁入り前に読んだエルラント皇室の資料に全然なかったなあ、第六皇子殿下の情報……名前もなかった）

　今回の皇宮行きでは、その末まつ弟ていとも初顔合わせになるのだろうか。

　だがそれ以上に、初対面といえば、誰をおいても最大級に不安のある人物がいる。

（……この手紙にも、やっぱり……リグレインさまが関わっているのかな）

　リグレイン＝フレアメル。クロウの実母にして、ウーベル帝の寵ちよう愛あいをほしいままにする第三妃。そして、ほかでもないパールを──つまり自分のお腹なかを痛めた子供を、クロウを苦しめるためだけに毒どく殺さつした張ちよう本ほん人にん。

　皇宮に行くということは、因いん縁ねんの彼女と直接向き合うことを示している。

（……平気なのかな、旦那さま）

　だいたいは、先ほどの共犯者ネタのように、フェルを愉ゆ快かいそうにからかってくるクロウだが、ふっと表情を消して黙り込む時間がある。

　ほんの一瞬だけ見せるそのまなざしが、ひどく沈ちん鬱うつで。フェルはそのたび心配になるのだ。

「……後ご手てに回ったな」

　不意に、クロウがぼそりと呟いた。フェルは首を傾げる。

「？　後手に回った、って。どういう意味ですの、旦那さま？」

「いや。険けん吞のんな春の祭りになりそうだ、という話だ」

　ますます分からない。さらに踏み込んで尋たずねようとしたフェルだが、何か思い出したらしいケイが「あ、そうそう、そうですよ」と手を打ったので、結局うやむやになってしまった。

「皇宮に乗り込むにあたり、奥方さまの身の回りのお世話にちょっと不安が残るということで。助すけっ人と、呼んでおきました。次の宿で待たい機きさせていまして。……おや、そろそろ着きそうですね？」

　ケイが窓の外に目を向けると同時に、馬車が停とまった。

　外は薄暗い。

　開かれた扉から外に出たフェルの目に飛び込んできたのは──

「奥方さま！」

「……ラナ!?」

　きっちりと黒髪を白いキャップに詰め、侍じ女じよのお仕し着きせに身を包つつんだ少女は、フェルの親友だ。思わずフェルは、ぱあっと顔を輝かがやかせた。

　馬車から飛び降りるように、ラナに駆け寄る。

　抱きつきたいのをすんでのところで堪こらえた。ほんの数日だけなのに、もうずいぶん会っていないような心地がする。

「どうぞお部屋にご案内します。お世話は、まずはあたしと、ほかにも何人か追いかけてまいりますのでご安心ください」

　黄色の勝った琥こ珀はくの瞳に勝気な笑みを浮かべ、てきぱきと一礼したラナは、最後にフェルにしか聞こえないような小声でこそっと付け足した。

「……お城はケイさまがいなくて大変なことになってるけど。あんたたちのほうは、無事に解決したの？　殿下に本当のこと、ちゃんと言えた？」

　そういえば、旦那さまと決定的に仲たがいしてしまったのだと、ラナには告げっぱなしで出てきたのだ。ずっと心配してくれていたのだろうか。

「あとで詳しく！　ラナに、いろいろ報告したいことがあるの」

　同じく小声で返し、安心させるようにフェルは何度も頷く。

「シレイネ。先に部屋に入っておくといい。ラナ、介かい添ぞえを」

　ちょうど折よく旦那さまがそう言ってくれ、フェルはラナとこっそり顔を見合わせて微笑ほほえみ合った。

　この親友は、侍女として有ゆう能のうなだけではない。フェルの正体はもちろん、出しゆつ自じも身分も知った上で、ずっと味方でいてくれる貴重な存在だ。

　──皇宮に行くのなら、こんなに心強い加か勢せいはない。
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　フェルが、皇宮に向かう宿しゆく場ば町まちで急きゆう遽きよ押さえた宿に落ち着いて、ラナとひとしきり再会を喜んでいる頃。

　別室で、クロウはケイと話し込んでいた。

「あ、そうだ。キリヤ殿どのから伝言ですね。『行くのをやめる無理ですか』って」

「？」

「やけに心配してましたよ、あなた様のこと。『黒龍公は、ひどく傷つくことになるかもしれませんです』とかね。どうしてもって言われたので、『エルネットさりた』の割わり符ふを渡しておきました。あとは、連絡用の鳩はとを何羽か」

「割り符？　何か送るんじゃなければ……移動手段に使うつもりか？　あいつが？」

　腑ふに落ちないながら、クロウは頷いた。まさか、皇宮に駆けつけるつもりなのだろうか。病弱な彼に、無理はさせたくないのが本音なのだが。

　ちらりとイル族の若き首しゆ長ちようの身を案じるクロウの前で、ケイは、中央教会で手に入った情報を反はん芻すうしているようだ。

「にしてもねえ、……なぁるほど。『正教』って、エルラントとユナイアって大国二つで信しん仰こうされている割に、よそではまったく浸しん透とうしないなあと思っていたら、そういう事情でしたか。エルラントとユナイアの周囲にしか妖精が湧わかないなら、必要ないですもんね」

　中央教会のカイズ＝ベディヴィア第一聖席の話はいろいろと衝しよう撃げき的てきだった。まず、自分たちが信仰していた『正教』は、経きよう典てんである『聖せい詩し篇へん』ありきのいつわりの宗しゆう教きようであったこと。

　また、『聖詩篇』は、もとは経典などではなく、あわいの綻ほころびを通って、あちら側からやってくる妖精たちに対抗する武器だったこと。

「それから、妖精王を封じ込めるのに役立つという『楔くさび石いし』を、カイズ猊げい下かに預けていただいた」

　手の平上でぼんやりと淡あわい燐りん光こうを放つ、親指の先程度のころりとした青い夕ゆう輝き晶しよう。ケイは『楔石』を窓から射し込む残ざん照しように透すかし、ためつすがめつしている。

「で、その切り札になりそうな『楔石』、ただの高級な石っころに見えますが。どう使うんです？」

「分からない」

「は」

「『楔石』の使い方に関する詩篇は、樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイドの知識でも、十一聖席が担になっているそうだ」

「十一聖席……ああ。教会に呪毒を仕込んだ犯人の、オーゼン＝ライオネル師が持ち逃げしたってことですか」

　正教の最高位である十ド二ル賢イ人ドの知識は、得たはしからカイズが流してくれる予定だが、よりによっていちばん重要な情報を握にぎっていたのが彼だとは。

「今分かっているのは、『楔石』が初代皇帝に下か賜しされてから中央教会に代々伝わる破は邪じやの宝らしいということ。あと、猊下はこれを『鍵かぎ』だと」

「鍵、ねえ……おや。にかわの跡あとがあります。どうもくっつけて使うみたいですよ」

「では、もとは何かの装そう飾しよく品ひんだったということか」

　クロウは、自身の手元に視線を落とす。

　そこにあるのは、普通の聖詩篇にも見える、一冊の古びた日記帳だ。

　三年前、命を落とした同母弟パール。

　彼に関するものはすべて皇帝の指示で焼き捨てられたはずだったが、死しに際ぎわまでつけていた、妖精にまつわる南東部の民話や、呪毒の伝承を書き留とめた手しゆ記きが、カイズの手で保管されていたのだ。教会の一件で思いがけず手に入れた収しゆう穫かくだった。

「汚れを落として解読を進めていたんだ。『楔石』のほかに、もうひとつ。〝扉〟という言葉が出てくる。両者は合わせてひとつだと」

「じゃあ……おそらく、そのもともとくっついていたものが扉に当たるんでしょうねぇ、つじつまとしては。具体的にはなんなんでしょうね」

　キリヤなら当たりがつくかもしれないが、呪毒で口を封じられた彼を連れてきたところで、どこまで正確な情報が得られることやら。

「まあ、初代皇帝由ゆ来らいの品なら、意外と皇宮で手がかりが見つかるかもしれませんよね」

「初代皇帝……モルドレッド陛下か。……引っかかるな」

　顎に手を当て、ぼそりと呟くクロウに、ケイが片眉を跳はね上あげる。

「引っかかる？　なんでですか」

　クロウは答えなかった。

　──紅あかの覇は王おう、モルドレッド＝エルラント。もとは地方の一いち豪ごう族ぞくにすぎなかった男だ。弱じやつ冠かん二は十た歳ちで旗はた揚あげするなり、周辺国を見る間に征せい服ふくして一大帝国を築き上げた、伝説の英雄。

　クロウは、机の上に置いた革表紙の本に目をやった。

　亡ぼう弟ていが死の直前に記した日記の一文が、ずっと引っかかっている。

『この国はもう駄目だ』

　そして、中央教会を裏切り出しゆつ奔ぽんした、オーゼン師の言葉。

　──〝この国は、護まもる価値がねェほど根っから腐くさってやがったのさァ……〟

（仮説は、おぼろげながら立ててはいる。だがそれは、俺では……エルラント皇族に名を連ねる者では、どうしても踏み込めない領りよう域いきだ）

　ましてや、ケイに話すなんてもってのほかだ。

（協力者が要いるな。エルラントの国内だけでは裏付けが取れない情報に関しては、連絡手段さえ確保できれば協力を頼める伝つ手てはある。あとは、草そう創そう期きからのエルラント国史に詳しい者が欲しい）

　下へ手たな学者などよりよほど国史に詳しい人間について、クロウには心当たりがある。

（皇宮の書庫に保管されている書物のことなら、あいつの右に出る者はいない。ユアンに頼んで渡りをつけてみるか……）

　黙もつ考こうしばし。クロウは「最終的には」と結論づけた。

「どのみち、石の使い方については、オーゼンから訊き出すしかなさそうだ。……どうにか捕つかまえられないものかな、あの男」

「今のところ、足取り摑めませんもんねえ。そこも手がかりがあるとすれば」

「あいつと繫つながっていた母上、か」

　そもそも、手紙の文面だけではなく、おかしいこと尽づくしの皇宮行きなのだ。

　暗あん躍やくしているだろう人間の名前なんて、言うまでもない。

（──どのみち直接対決することにはなる）

　呪のろわれた子、おまえが弟を殺したのだと。

　弟を亡くして茫ぼう然ぜんとする自分を指さし嗤わらう、リグレインの紅い唇が、記憶に禍まが々まがしく甦よみがえった。
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　他方、一室では。

「あら。じゃあ、偽物だってのはやっぱりバレてたのね。でもそれをちゃんと言えて、共きよう闘とう関係になれた……と。良かったじゃないの！　安心したわ」

「うん」

　すっきりした形の、優しい卵色の毛け織おり物もののドレスに、素そ朴ぼくなレース編みの裾すそ飾かざり。旅りよ装そうを解とき、くつろいだ衣装に着替えたフェルは、暖だん炉ろのそばに座り込んで友人と語らっていた。

「……っても、本名とか、身分とかは秘密のままなんだけどね。たぶん、遠とお縁えんの親しん戚せきのお姫さまあたりだと思われてるんじゃないかな。とにかく、そういうことなんで！　心配かけてごめん」

「まったくだわ。こんなにあたしに気苦労かけるの、あんたくらいよ」

　一連の話を聞いたラナは、まるで我わが事ことのように喜んでくれた。

（ラナが来てくれてよかった）

　なんだかようやく人心地ついた気がして、フェルはそばにあったクッションを抱きしめた。手て遊すさびに縁ふちについたタッセルをいじりながら、ほっこりする。

「そうそう、あとねフェル。あんたに、ほらお土産みやげ」

「なに？」

　やおら、ごそごそとラナが差し出したものを見て、フェルは「あ」と目を瞠みはる。

「カツラとメガネと、あと召めし使つかいのお仕着せ!?　すごい！　よく隠し場所が分かったね」

「すごいって、気が利きくって意味じゃなくてそっちなの!?　でもまあ、苦労したわ。あんた、寝しん台だいの下が混こん沌とんすぎるわよ」

　軽く小こ突づかれながら、フェルはあさっての方向を向いた。

（おし。これで皇宮でも変へん装そうが可能になったわけ）

　頷きながら、フェルはちらりと不安になった。

　仲間がいる。武器は得た。何より、旦那さまが味方だ。でも。

　フェルは、表情を引き締めた。なにせ──

「……リグレイン妃殿下に初めてお会いするんだよ。どんな人なんだろ……」

　姑様と初のご対面である。それも、いろんな意味で怖いのが分かり切っている姑様だ。

「旦那さまのお母さまだから、たぶん四十代前半くらいだよね？　絶対、眼がん光こうが旦那さま似で気が強くて、掃そう除じした床に足あし跡あとつけて『アーラ、汚れてるじゃない』とか言われたり、『あなたのために作ったのよ』とかって泥どろ水みずシチュー食べさせられたり、縫ぬったばかりの雑ぞう巾きん使って目の前で鼻かまれたりするんだよ」

「あんたはあんたで、床はしれっと高速で掃除し直すし、『泥水シチューお代わり。ジャリジャリ感がたまりません』とか返すでしょ。第一、雑巾で鼻かむって、やるほうも捨て身の攻こう撃げきすぎるわよ」

　そりゃそうだ、という返しがきた。ラナは呆れ顔で「だいたいね」と腕を腰に当てる。

「あんただって、その程度で尻尾しつぽを巻くような並なみ大たい抵ていの図太さじゃないんだから、ドンと構えてなさい」

「ラナ、褒ほめてないね？」

「褒めてるわよ思いっきり」

　フェルは、ラナと顔を見合わせて同時に噴ふき出した。ひとしきり声を上げて笑ったのち、「元気出たよ」と拳こぶしを握る。

「ちょっと不安だったんだ、やっぱり。リグレインさまに会うのもだけど、旦那さまが、皇宮で、辛つらい思いをするようなら、イヤだなって」

　クッションをぎゅっと抱きしめるフェルを、ラナはしばらく見つめていたが。

「ねえ、フェル。……殿下、あんたが偽物って分かってても、接し方は変わらないの？」

「うん。さすが毒どく龍りゆう公こう、肝きもが太いよね」

　嫁が身代わりだったくらいでは動じないとは。感心しきりだ。ありがたいかどうかはさておいて。

「肝が太いっていうか、それってあんたのことを……」

「？」

「……なんでもない。あたしから言うのはちょっと殿下に申し訳ないから」

　よく分からないことを呟いて一瞬あさっての方を見てしまったラナは、そこから気を取り直したように、「じゃ、じゃあ提てい案あん！」と身を乗り出してきた。

「偽物って分かっても殿下の態度そのままってことはよ？　あんた、せっかくなんだから、このまま黒龍公夫人におさまっちゃえばいいんじゃ──」

「ううん。離婚するよ」

　きっぱりと、フェルは首を振った。

　それから、含めるようにゆっくり繰り返す。

「絶対、離婚はするの。そこは同じ」

「な……なんで!?　いてもいいじゃない！　クルヴァッハに」

　本気で残念そうなラナに苦笑しつつ、「だって、名前を返さないといけないのは同じだもの」とフェルはかぶりを振る。

「それにね。ちゃんと別れるのは、これまではシレイネさまやセタンタ陛下のためだったけど。今は同じくらい、旦那さま──ううん、クロヴィス殿下のためにそうしたいの」

「どういうことよ？」

「えっと。それは──」

　フェルは逡しゆん巡じゆんしつつ、唇を開く。しかし、ラナのほうから「やっぱいい」と止められてしまった。

「だって、その理由にあたしが納得できてもできなくても、あんたの決意はひっくり返らないんでしょ？」

「……ごめん」

　フェルは謝った。結果的に、何よりの肯こう定ていとなってしまった。

「ごめん、ラナ」

　繰り返すフェルに、眉を曇くもらせたラナだが、やがて「そっか。じゃ……訊かないでおくわ」とため息をついたのだった。
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　──お客様の中に、お金持ちはいらっしゃいませんか。

　フェルは脳のう内ないで呼びかけた。平静を保つための助じよ言げんが欲しかっただけなのだが、総じて貧乏な脳内住民たちから当然返事があるはずもない。

（黒こく龍りゆう城じようもすごく広かったし、豪ごう勢せいだったから、まあ平気かと思ってたけど甘あまかった！　この考えの甘さを脳みそから絞しぼり取って厨ちゆう房ぼうに提供して、砂さ糖とうの節約に役立てていただけるくらい甘かった!!）

　雪花石膏アラバスターの飾り柱、金きん細ざい工くの蔦つたが這はう階段の手て摺すり、床一面の最高級の緋毛氈フエルト。壁を彩いろどる、気の遠くなるような細かな紋も様ようを織り出したタペストリ、名めい工こうの手による彫ちよう刻こくの数々。円まる天てん井じようは鮮あざやかな絵画で埋め尽くされ、驚くほど高い壁は鏡張りという贅ぜい沢たくさ。

　そもそも外門の柵さくが金きん箔ぱく張ばりの時点で慄おののき、そびえ立つ主しゆ棟とうの巨大さですでに圧あつ倒とうされきっていたのに、中に入れば極きわめつきがこれだ。

　聞けば、主棟の後ろにはさらに広大な敷地が広がり、三つの聖せい堂どう、十を超える庭園、お狩り場の森、さらには三人の皇こう妃ひたちの離り宮きゆうが各おの々おのあるという。

（やばい。気分悪くなってきた。たしかにおカネは好きだけど！　稼かせげる範囲の小金をちゃりちゃり愛めでるのが好きなだけであって、大金をつぎ込んだ贅沢は守備範囲外でして！）

　いつもなら、「あれは芋いもが何箱」だとか、「あれは自分の月給何カ月分」と置き換え計算に走るのだが。

　あまりに相手が巨きよ額がくすぎて拒きよ絶ぜつ反応が出た時、それは起きる。

　すなわち。




（ゼニ酔よいした……!!）

　またの名を『高こう価か恐きよう怖ふ症しよう』という。




　ちなみにこの症しよう状じよう、ラナに訴うつたえた時は「酒とか人とか乗り物の悪わる酔よいは聞くけど、ゼニはないわ」と一いつ蹴しゆうされてしまったものである。

　お金ってありすぎても怖い。悩みは尽つきねんだなぁ。人間だもの。以下略。

　どこかで聞いたような言葉が浮かんだ。

（だってあの階段！　雪花石膏アラバスターに砕くだいた瑠る璃りと瑪め瑙のうで模様とか、爪つま先さきで引っかいてうっかり絵が消えでもしたら夢に見る！　この最高級金きん糸し縁ふち取どり絨じゆう毯たん、体重で足形が残ったりしたら自分の重さで死ねる！　やだもうなんで床とか不ふ可か避ひなとこにおカネ使うの？　金持ち勘かん弁べんしてください……！）

　この発ほつ作さが起きた時、フェルは普ふ段だんの守しゆ銭せん奴ど方向と逆の衝しよう動どうに駆かられる。極きよく限げんまで、お金の香りのしないものを探し始めるのである。

（お金こわいお金むりお金だめ絶対……！　あああ、修理するあてもなく崩れかけた壁が見たい！　ほつれて破れて雑ぞう巾きんに仕立てる直前の安物ボロ服が着たい！　三度スープ取ってカラカラに出がらしてもはや捨てられるのを待つばかりの牛の骨に触さわりたい！）

「おい。具合でも悪いのか」

　くらりと立ちくらみを起こしかけたフェルを、驚いたようにクロウが支えてくれる。フェルは真まっ青さおな顔で口くち許もとを押さえつつ、引きつった笑みを浮かべた。

「いえ、まったくもって元気ですわ」

「まったくもってそう見えないから訊きいているんだ。緊きん張ちようしているのか？」

　このあと、フェルとクロウは、同じく召しよう集しゆうされたほかの兄きよう弟だいたちとともに、皇こう帝ていとの謁えつ見けんに臨のぞむ予定なのだ。

　黒龍公夫ふ人じんとしての正式な登と城じようとあって、今日のフェルは、上品な黒の正せい装そうに身を包つつんでいる。真しん紅くの絹きぬのドレスに重ねた漆しつ黒こくのローブには、クロウのフロックにも使われている銀細工の飾りボタンをあしらい、図案化された黒龍公の紋もんが細さい緻ちな刺し繡しゆうで施ほどこされている。ひと房編み込んだ髪に、ユナイアの出しゆつ自じを表す紅あかい薔ば薇らを挿さし、真しん珠じゆのピンで結い上げた。

　引きしまった印象を与える衣装とは裏うら腹はらに、珍しく及および腰ごしで泡でも吹きそうなフェルの様子に、さすがの鬼き畜ちくも心配になったらしい。

「旅の疲れが出たのかもしれない。……無理そうならお前だけ外はずすことも」

　気き遣づかってくれるクロウに、フェルはぱたぱた手を振った。

（そんな馬ば鹿かな。旦那さまを独ひとりになんて絶対できない）

　皇こう宮ぐうに着いてから、クロウの様子は、一見どこも変わらない。

　だが、なにせこの男ときたら、瘦やせ我が慢まんが天才的にうまいのだ。実際、弟を亡なくした辺へん境きようの地ティカルでも、夜ごと悪あく夢むに魘うなされていると思えないほど、日中は飄ひよう々ひようと過ごしていた。

（このまま何事もなければいい──と思うけど、そうはいかないだろうしなあ）

「いえ。別に高級感漂うところに放り込まれて腰が引けているわけではありませんの、断じて。なんなら、時じ価かほにゃららの緋毛氈を踏みしだきつつ踊り狂くるい、税金の結けつ晶しようたるあれやこれに『わたくし参さん上じよう』などと落書きして回ってみせましてよ」

「どこから何を思いついたか知らんが、とりあえずやめろ」

「そうですわね。足形……落書き……想像しただけで……おえぅ……」

「自じ家か中ちゆう毒どくか」

　この苦しさ、おカネ様に耐たい性せいのある皇子さまにはご理解いただけまい。

　唯ゆい一いつ同意を求められそうな、推すい定てい・平民出身仲間のケイは、大商会を営いとなんでいるだけあって恐ろしい額のあれやそれには慣れているだろうし、第一さっきから姿が見えない。どうやら、貢こう納のう品ひんの手配に出ているんだとか。

（たすけて誰か庶民っぽい人……！）

　──と、そこへ。

「クロウ兄あに貴き、シレイネ！　久しぶり」

　不意に、その『庶民っぽい』で心当たりのある声に呼ばれ、フェルは振り向いた。

「ユアンさま！」

　途と端たん、フェルはぱっと顔を明るくする。一瞬表情を険けわしくしたクロウも、ふっと目元を和なごませた。

「……ああ、お前か」

　少し癖くせのある栗毛の髪に、厳しい陽ひ射ざしを和やわらげる雲に似た青せい灰かいの瞳。何より特とく徴ちよう的てきなのは、彼の足にまとわりつくように、忠ちゆう犬けんよろしく一緒にとてとてと歩いてくる二頭の雄お獅じ子し──モリガンとマハ。

　足早に駆け寄ってきた第四皇子ユアン＝ヴァゼタ＝エルラントは、はあっと大おお仰ぎようにため息をついてみせた。

「なんだよ、到着予定くらい言っとけよ。まあ、特段待ってたわけじゃないんだけどさ。ホント、待ってないんだけどな！」

「なるほど。予定が分からなかったから、わざわざ玄げん関かんに詰めて待ってくれていたわけか」

「ありがとうございますユアンさま」

「違う！」

　顔を真っ赤にして怒るユアンに、フェルは和んだ。彼は、相変わらず噓うそが下へ手ただ。日々是これ腹芸の皇子兄弟の中で、唯一の良心といっていい。

「って、そうだ。シレイネ、あんた道中大丈夫だったか？　すっげえ身体からだ弱いって話じゃん。きつかったんじゃないの」

「おかげさまでご覧のとおり、ぴんぴんしてますわ。って、きゃ」

　旧きゆう知ちの仲のようにわいわい話し込んでいると、急に腕を後ろに引っ張られ、フェルは悲鳴を上げる。

　──とっさに「きゃ」が出て良かった。「ぐへ」はすんでのところで吞み込めた。

　予告もなく腕を引っ張ったのはクロウだ。ぼすっと、頰ほおが彼の黒衣の胸元にぶつかる。そのまま、無む造ぞう作さに腰を引き寄せられ、フェルは頰を染めた。

「……いきなりなんですの」

　訝いぶかしげなフェルのまなざしを受け流し、クロウはユアンに尋ねる。不ふ機き嫌げんな声だった。

「いつからだ？　ユアン」

「は？　何がだよ」

「いつから名前で呼んでいるんだ」

　それが、先程からユアンが自分を『シレイネ』と呼び捨てていたことだと、フェルは気づくまでに数十秒かかった。しかし、なぜそこで不機嫌になる。

「えーと……前に黒龍城にいらした時ですわ。『あんた』じゃあんまりだから名前でお呼びになって、とわたくしから申し上げたのです」

「第一ほかにどう呼ぶんだよ。あのな、嫉しつ妬と深い男ってダセえぜ、クロウ兄貴。ってかさ、別に兄貴の女なんて狙わねえよオレも。ったく……せっかく見せたいものあったのにやる気なくすだろ」

「どうだかな。それはそうと……見せたいもの、とは？　ユアン」

「ああ、前は連れていく余裕なかったけど、だいぶ馴なれてきたからさ──」

　悪いた戯ずらっぽく口こう角かくを上げたユアンは、厚手の革手袋をはめた左手を得意げにかざした。

　ぴいっと鋭するどい指ゆび笛ぶえとともに、どこからか羽音が聞こえた気がして、フェルは顔を上げる。

「え」

　ユアンの腕めがけて、小さな塊かたまりが飛び込んでくる。──あまりに速すぎて、それが一羽の鳥であると気づくまでに数秒かかった。

　暗あん褐かつ色しよくの翼つばさに、黒い斑はん紋もんの入った白い羽毛のお腹。鋭い鉤かぎ爪づめと曲がったくちばし。

（ハヤブサだ！）

　ユアンの腕の上で与えられた羊よう肉にくのかけらをついばんでいるのは、一羽の隼はやぶさだった。まだ若いのか、成鳥というには少し小さい。

「こないだ巣立ちしたんだ。新生ネヴァンだよ」

　ユアンの獅子はもともと三頭おり、それぞれ聖せい詩し篇へんの『減げん少しよう』の一節にある『三バ人イのヴ戦・魔カ女ハ』の伝説にちなむ名前を与えられていた。ただし、末っ子の『ネヴァン』だけは、まだ小さい頃に死んでしまったのだという。

「やっぱ三魔女揃わないとな」と胸を張るユアンに、フェルは「でもやっぱり大鴉ネヴアンじゃないんだ……」と微び妙みような気持ちになったが。

　改めて、ユアンの腕の上のハヤブサを見る。

　顔立ち自体はきりっと凜り々りしいのに、くりくりとしたつぶらな黒い虹こう彩さいと視線が合った。猛もう禽きんといえば恐ろしい印象があるけれど、意外に愛あい嬌きようがあるな、と思って眺ながめていると、ユアンが「どうしたんだ？」と首を傾かしげる。

　すると、あるじの動きを見て、ハヤブサ──ネヴァンもくいっと首を傾げた。続けて、てってっ、と手袋の上で足踏みをする。

「かっ、かわいい……かっこいいのに！」

　小型の羽毛玉の愛らしい仕し草ぐさに、フェルはたちまちめろめろになった。

「だろ！　かっこかわいいだろ！」

　ユアンは、一度鳥を肩に移し、フェルに手袋を渡してくれた。肉で釣つって腕に乗せてみると、心地ここちよかったのか、ぼわわっと羽毛を膨ふくらませてくつろがれる。

（と、鳥たまらん！）

　肉を食べ終えたくちばしを、容よう赦しやなくガシガシ革手袋でぬぐわれても可か愛わいい。頰を紅こう潮ちようさせて若鳥に見入るフェルに、ユアンも気をよくしたようだ。

「まだ若いけど、ネヴァンの羽は大陸一速いんだぜ。しかも、こんなちっちゃい頭で、むちゃくちゃ賢かしこいし。エルラント東部の山さん岳がく地方で、特に優ゆう秀しゆうな血けつ統とうのやつを、現地の鷹たか匠じように直接交こう渉しようして譲ゆずってもらったんだ」

「まあ、そんなに？」

「おう。たとえば、ユナイア王宮にいるあんたの兄貴に手紙なり届けるとするだろ。一両日もあれば往おう復ふくしてくるぜ」

「ええっ、そんなに!?」

　馬なら、片道七日は堅かたい距離だ。それを一両日。ハヤブサは疾風はやてのように飛ぶ鳥だと聞いてはいたが、思わず繰り返してしまったフェルに、「そう、そんなに」とユアンは頷く。

「ふーん……」

　一方のクロウは、ユアンの言げんに何事か考えている。

「あの、旦だん那なさま。悪いことはお考えにならないで？　ユアンさまの大事な鳥なのですし」

「悪いことは何も？」

　一応フェルは釘くぎを刺したが、クロウは片かた頰ほおを上げただけだった。しかしそこでふと眉まゆ根ねを寄せる。

「時にユアン。兄弟で一いつ斉せいに父上に謁えつ見けんするということは……来るな、アレが」

　すると、ユアンも嫌そうに顔をしかめた。

「あー、うん。そろそろだよな、アレは。どうするよ？」

「全力で他人のふりかな……」

　囁ささやき合う兄弟に、なんのことか分からないフェルは、一人首を傾げていたが。

（他人のふり？　アレって？　……ああ）

　分かった、とフェルも静かに頷いた直後。




「にゅるっほう！　愚ぐ弟ていその二その三そしてその二嫁！　呼んだかね？　お待ちかね!?　お兄様だよ──!!」




　響ひびいたのは予想的中の人物の声だったが、登場の仕方が振るっていた。

「わはは、受け止めるがいい！」

　灰色のハヤブサに引き続き、白いものが視界に──と思った瞬しゆん間かん、勢いよく突とつ撃げきしてきた何かにクロウとユアンが薙なぎ倒される。

　突然すぎて避よける暇ひまもなく、二人は景気よく仰あお向むけに転がった。

（やっぱりジルフォードさまか……！）

　さらりとした灰かい青せいの髪に、明るい空色の瞳ひとみ。絵に描いたような貴き公こう子し然ぜんとした美び貌ぼうに、愛嬌のある右目の下の泣き黒子ぼくろ。

「いって、頭打った……！　呼んでねえよ変へん態たいジル兄貴！　っつーか、普通の登場の仕方はできねえのか!?」

　抗こう議ぎするユアンを押しつぶしながら、「ワハハ！　普通の登場だと!?　これでも手て加か減げんしたほうだ」と快かい活かつに答えるのは、フェルにはもうお馴な染じみの人物だ。

　エルラント非常識兄弟の親玉的存在、長ちよう兄けいにして皇こう太たい子し──白はく龍りゆう公こうジルフォード＝グリフレイ＝エルラント。

　ちなみに、ユアンと同時に飛びかかられ、転てん倒とうして押しつぶされている旦那さまは、ぴくりとも動かない。大丈夫だろうか。いい加減、フェルが青くなって助けに入る直前、電でん光こう石せつ火かの速度で跳はね起おきたクロウが、長兄の灰青色の頭に肘ひじをめり込ませた。

「あいたっ。痛いじゃないか愚弟その二。ぶうぶう」

「兄上、おかしいのは頭だけにしておいてください！」

「頭がおかしいならまっとうな登場の仕方じゃないかね。それに、お前たち照れ屋さんだから、声をかけたら逃げるだろう。キャー憧あこがれのお兄様だわ恥ずかしいっ、なぁんて」

「憧れの兄上はどうやらお疲れのようだ。土の下で安あん眠みんできる薬と、空の上で安眠できる薬、どちらを処しよ方ほうしてほしい？」

「清すが々すがしいほど直ちよく截せつ的てきに暗殺予告されたものだ！　いや、直截にすぎるから暗殺じゃなくて明めい殺さつかな！　どっちにしてもお断りだな！」

　何がおかしいのか、ダハダハ笑って弟たちの背中をバンバン叩たたく長兄に、フェルは「あの、本当に殺されますわよ……」と青くなった。

（でも、ジルフォードさまが飛んできたってことは、投げたのは）

「約半月ぶりです、シレイネさま」

「ミゼ！」
















　ひょい、と現れた長身の女性に、フェルは顔を輝かせた。

　黒に近い濃のう灰かいの髪をひとつに束たばね、白はく龍りゆう師し団だんの制服に身を包むのは、ミゼルカ＝ティアシェだ。平へい淡たんな口調と無表情が特とく徴ちようで、並の男性をはるかにしのぐ身しん体たい能力の高さから、ジルフォード直ちよく属ぞくの護ご衛えいに抜ばつ擢てきされ、もう十年も彼を守っているらしい。

「ミゼ、腕の怪け我がはもういいんですの？」

「はい。その節はご迷惑をおかけしました。今はご覧のとおりです」

　フェルの問いに、ミゼルカはほのかに口の端はを上げた。『ご覧』の内うち訳わけは、先ほどの主しゆ君くん投とう擲てきだろう。

（なんだか、あんまり時間経たってないのに妙みように懐なつかしいかも。旦那さまのご兄弟大集合だ。イグレックさまはいないけど……）

　イグレックはユナイア嫌いが高じた暴ぼう走そうを咎とがめられて幽ゆう閉へいされている。おまけに、今は呪毒に狂くるい、まともに話せる状態ではないという。

「ご兄弟の末の君も来られるのですわね？　わたくし、お会いするのは初めてです。まだお見えではないようだけれど」

「ああ、そっか。シレイネはヨミと面識なかったっけ」

　ぽん、と手を打ったユアンが、「じゃあ、あとで紹介するよ」と軽く請うけ合あってくれる。

「ヨミさまとおっしゃるの？」

「ヨミ＝アグラヴェイン＝エルラント。『黄おう龍りゆう公こう』だな。今年で十六で、去年拝領したばっかなんだ。ちょっと変わったヤツだから最初はびっくりするかもしれないけど……」

「──書庫番の皇子」

　ふとジルフォードが口をはさんだので、フェルはきょとんとした。

「書庫番？」

「愚弟その四のあだ名だよ。ずっと書庫に籠こもりきりでね。……拝領間もないが、父上の任にん命めいした優秀な家令にほとんど執しつ務むを任せ、皇宮の書庫か、領の図書室に引きこもっている変わり者だ」

　ジルフォードは珍しく、ちょっと苦笑いした。訝いぶかしむフェルに、ジルフォードは「あの子がどうという話ではなく……本もとを正せば、うちの家系の抱える病的な部分でね」と補ほ足そくをくれる。

　ヨミ皇子の母親は東方出身の下級貴き族ぞくで、その家いえ筋すじから、『妃』ではなく『愛あい妾しよう』扱あつかい。ゆえにヨミも皇子としての格は低く、周囲から好こう奇きの視線に曝さらされてきた。

「おかげでとんだ人間嫌いに育ってしまってなあ。私と愚弟その二のことは『しゃべって動く生ごみだと思っています』と公こう言げんされたな！」

「まだマシだろう。イグレック兄上に至いたっては『そんな人いましたか？』じゃなかったか？」

「あんま変な先せん入にゆう観かん植えつけんなよ。あんたらの非常識さが鬱うつ陶とうしいだけで、いい奴だぞ、ヨミは。……第一、オレとは仲いいし」

　ジルフォードとクロウの弟評に、ユアンだけが反論している。

（えーっと。……とびきり変わった人が来るもんだと思っとけばいいかな……？）

　まだ見ぬ六人目の皇子の、前情報だけで思わずたじろぐフェルをよそに、ジルフォードがクロウに「それはそうと愚弟その二」と明るく提案する。

「愚弟その二と嫁は、皇宮滞たい在ざい中ちゆう、うちの離宮を使うといいよ。まあ断られないと思って、勝手に準備も進めてしまった。城下に宿を取るのも馬ば鹿かみたいだろう」

「お気き遣づかいありがたく頂ちよう戴だいします」

「？　どういうことでしょう」

　目をしばたたくフェルに、ユアンが「皇子は皇都入りしたら、母親の離宮に逗とう留りゆうするのが倣ならいだからな」と解説をくれた。

「母親の宮……？　あっ」

　クロウの場合は、それならリグレインの離宮に滞在する習わしなのだろう。本来は。

　声を上げるフェルに、ジルフォードは苦笑した。

「そもそもリグレイン妃は、男性を嫌って女性しか離宮に近づけないのだよ。愚弟その二が拝領して皇宮を出て行った後は、実子といえど弾はじかれるありさまでだな。離宮に自由に出入りできるのは、せいぜい父上ぐらいのものだ」

　あとは、取り次ぎに取り次ぎを重ねてやっと入れてもらうような状況で、クロウも面めん倒どうがって城下に宿を取ったり、本ほん棟とうの客間を使っていたのだという。

「ああ、そうだ。お前たち、たしか中央教会に行ってきたという話だっただろう。愚弟その三のお師し匠しように、案内を頼んだとかどうとかこうとか」

「ホントだよ！　それ訊きたかったんだ。なあ、オーゼン師はどうしてる？　つっても、オレも少し前にお目にかかったばっかだけどさ」

（うわ、やっぱり。ユアンさまと会ったら避さけられない話題だとは思ってたけど）

　フェルは唇を嚙かんだ。

　教会は秘密主しゆ義ぎで、基本的に内部の情報を漏もらさない。ユアンは、オーゼンの出しゆつ奔ぽんをまだ知らされていないのだ。下手をすると、ジルフォードさえも摑つかめていない事実だろう。

（この二人には、話しておいたほうがいいよね）

　フェルはクロウと顔を見合わせ、「実は……」と口を開いた。




「教会を裏切って、行方ゆくえ不明!?　オーゼン師が!?」

「ほう。……知らなかったな。中央教会が、いつの間にそんな面白いことに」

「いまだに足取りは摑めないままですの」

　分かっていたことだが、恩おん師しの突然の不ふ祥しよう事じに、ユアンは大いに動どう揺ようした。

「しかも、暴あばいたのはカイズ猊げい下か、って。……なんでだよ。よりによって……だって、オーゼン師といちばん親しかったのは、猊下なのに……」

　肩を落とすユアンに、「オーゼン師には、裏切るようなそぶりはなかったのか？」とクロウが問いかける。

「当たり前だろ！　あのかたに限って信じられねえよ！　どんな相手にも気さくで大らかで、誰よりも信心深くて」

　とっさに気け色しきばんだユアンだが、そこでふっと眉を曇くもらせ、口許に手を当てる。

「あ……ええと、いや。そぶりはないんだけどさ。動どう機き、ならある……かも」

「え？」

「十年くらい前だって言ってたかな。エルラントとユナイアの小競り合いで、妻さい子しを亡くされてるんだ。オーゼン師は」

　フェルは息を吞のんだ。

　中央教会に仕つかえる者は単たん身しん者しやが多い。教会には妻子を連れて入れないからだ。しかし、オーゼンは故郷に残してきた妻と頻ひん繁ぱんにやりとりし、休暇には必ず帰き省せいしていた。その睦むつまじさは、中央教会でも評判だったのだという。

「もともと、クルヴァッハ……その中でも北東の辺へん境きようの出なんだよ、オーゼン師って。村が焼かれて奥方やお子さんが亡くなったことは誰にも、それこそカイズ猊下にも話してないって言ってた。けど、何げない瞬間にオレを見て、ぽろっと『娘も生きてればお前さんくらいかなァ』って」

（まさかエルラント帝国そのものを恨んでいるってこと？　オーゼン師が？　でも、それなら村を焼いた敵国のユナイアじゃなくて、なんで自国を？）

　略奪されたリグレイン妃がエルラントを恨む理由は分かる。でもオーゼン師は？

　情報が少ない、とフェルは思った。何かが思い浮かびそうで、──思い出せそうで。ぎりぎりのところでつっかえて出てこない。

（わたしが知らなくて、旦那さまが知っている情報もある。旦那さまは、わたしに何か隠し事があるって言ってたし。下手に知れば危険が増すからって。それは、納得して聞かずにいるつもりなんだけど……）

　──〝可か愛わいいフェル。何もかも忘れてお眠りなさい〟

　ふと耳の奥に、恩おんある姫、シレイネの声が甦った。

〝夕暮れのあわいを身に宿す子。あなたは何も知らなくていい。知れば、知られてしまうから〟

（そんなわけない。思い出さなきゃ）

　──だって、あのひとが、迎えに。

「シレイネ？」

「は、はいっ起きてます！」

　ぼうっとしていたフェルは、クロウの怪け訝げんそうな声で我に返った。

（い、いかんいかん。なんだか最近、こんな風にぼうっとすること増えたなあ……たるんでるのかな。ゼニ酔よいしてる場合じゃないよ。敵地なのに！）

　旦那さまを支える以前に、自分がそんな体ていたらくではいけない。しっかりしろ！　と頰を叩いて気合を入れ直すフェルに、クロウは首を傾げていたが。

「ああ、皆さまお揃いですか。我が君、貢納品、運び込みましたよ」

　背後から声をかけられ、フェルは振り向いた。いつの間にか、ケイが立っている。

（……足音しないんだよなあ、この人）

　フェルは少し首をひねった。

　東方の布ぬの靴ぐつが音を立てにくい素材だということもあるかもしれないし、あくまで直感にすぎないのだが。そもそも彼は静かに歩きすぎるところがある。足音を立てるときは、努つとめてそうしているように見えるのだ。

　一方、ミゼから何か聞いていたジルフォードが、「ちょっといいかね」と声を上げた。

「そろそろ控ひかえの間に詰めねばいけないようだ」

　フェルはドレスの飾り袖そでの下で、ぐっと汗の滲にじむ掌てのひらを握り込んだ。

　もう、か。

　認識したとたん、ゼニ酔いや兄弟たちとの会話で遠ざかりかけていた現実が、今さら押し寄せてきた。

（落ち着くおまじない、手に『ぜに』って書いて吞んだら緊張ほぐれるかな、よし。あ、でも今ゼニ酔い中だった悪化した……）

　何度も深呼吸するフェルを、ジルフォードが気遣ってくれる。

「おおう。嫁は緊張しているな。どんなもんだね、心しん境きようは」

「吐はきそうですわ」

　てらいがなさすぎる答えに、隣で聞いていたユアンがドン引いた。今吐くとしたら、せいぜいさっき吞んだゼニの字くらいなのでさほど惨さん状じようを呈ていさずに済むはずなのだが、そんなこと言えるわけもないので黙っておく。

　一方のジルフォードには、大いに受けたようだ。

「わはは、その素直さやたいへん結構！　毒どくでも朝食でも内臓でも好きなものを存分にバカスカ吐き散らしたまえ！　まあ、緊張するのは分かるがね。なにせ父上の威い信しんは、善よい悪いの是ぜ非ひは別にして、ユナイアでも健けん在ざいだろうからな」

　勇ゆう猛もうなる時の皇帝、ウーベル＝ペンドラゴン＝エルラント。

　貴色が赤であるという共通点からも、モルドレッド帝の再来と謳うたわれる。対外的に穏おん健けん派はの皇帝が続いていたエルラント帝国は、彼の代になってから武力によってさらに領土を拡大した。リグレイン妃の祖そ国こく、フレアメル王国も侵しん略りやくされて滅んだ。

　気性は理知的にして苛か烈れつ。その権勢は衰おとろえを知らない。

（そして、旦那さまのお姉さまにあたる赤ちゃんを、顔色ひとつ変えず斬きり殺した人……この呼び出しについては、お祭りの裏にどんな意図があるかも分からないんだしなあ。……ど、どうしよう本当に緊張する）

　皇帝に会ったら、様子を探ったり、真意を見極めたり──そういうことを考えていたのに。

　早く落ち着かなければ。焦るほど手に嫌な汗が滲む。からからの喉のどを、乾いた空気が行き来する。ほら、早く。

「大丈夫だ」

　ふっと。耳元に囁ささやいた声に、フェルははっと息を吞んだ。続いて大きな手の平で励ますように軽く叩かれる。

（旦那さま）

　そうだ。自分は一人で立っているわけじゃない。

　クロウはもちろん、ジルフォードやユアンも一緒の拝はい謁えつだ。胸につかえていた重たい鉛なまりが、溶けて消えていく。フェルは大きく息を吸った。

「にしても、ヨミの姿が見えねえな。まさかフケたりとか……」

「そんなことはないだろう。あの子がいくら人と足並みを揃えるのが苦手だといっても、さすがに父上の呼び出しには応じねばなるまいよ。彼だけ別なのではないかね」

　冷静になると後ろで交わされる、ユアンとジルフォードの会話が気になった。たしかに、この部屋には、皇子三人とフェルのほかは侍じ従じゆうしかいない。

（それに……兵士の皆さんの空気が、なんとなくピリピリしてるような？　気のせいかな）

　フェルが眉をひそめて何か言おうとした瞬間、ちりん、と手て鐘がねの音を鳴らし、案内が控えの間に入ってくる。

「どうぞ、謁見の間へ」

　いよいよなのだ。平へい淡たんな言葉に、フェルはごくりと唾を吞んだ。




　お客様の中に、神経の図太いかたはいらっしゃいませんか。

　いや、フェルの脳内農民たちは総じて神経が大おお蕪かぶ並みにド太いはずなのだが、せっかくの蕪も緊張にやられて煮に崩くずれしている。

　煮崩れで総崩れだ。大して面白くない冗談で気を紛らわせようとしたが、無駄に終わる。

（い、威い厳げんたっぷり……！）

　子供千人が走り回っても余裕がありそうなだだっ広い部屋の壁には、胸の前に槍やりを捧ささげ持つ精せい鋭えいの衛兵たちがずらりと並び、まるで人形のように口を引き結んでいる。

　フェルたちが入室してしばらくののち、〝彼〟は現れた。今は最奥の、しかも一段高いところで玉ぎよく座ざに着くその人物は、やっと顔が分かる程度。フェルたちが立っている場所からは、かなりの距離があるはずなのに。

（これが、エルラント皇帝ウーベル陛下）

　なるほど。おもざし、特に瞳は──まだ会っていないヨミを考えなければ、最もクロウが似ている。

　ゆったりと椅子の肘掛けに頰杖をつき、視線をぞんざいに投げてくる、氷ひよう海かいに似た群ぐん青じようの双そう眸ぼう。亜あ麻ま色いろの髪。白しろ貂てんの毛を縁にあしらった暗あん紅こう色しよくのローブに、宝ほう冠かんを守る翼龍と月げつ桂けい樹じゆの紋。

　牙きばを研といで静かに獲え物ものを狙う、獅子のようなまなざし。

　なんという存在感だろう。フェルは息を詰めた。まさに支配者の風ふう格かくだ。

　これはだめだ。

　皇帝の謁見、みんなで渡れば怖くない。そう思っていた時代がわたしにもありました、とフェルは白目を剝むきたくなる。返す返す、えらいところに嫁とついでしまった。

（この戦いが終わったら、わたし、離婚するんだ……）

　うっすら不吉な掛け声を心の頼みに、フェルは表情筋を総動員して平静を装った。

　背後ではかなり離れたところで、ケイが、右拳を左の手の平で押し包む東方の礼を取っている。

「陛下、御み代よの安あん寧ねいとさらなる繁はん栄えいを祝いに参りました。……そしてこれは息子として。我ら、変わらぬご健けん勝しようをお慶よろこび申し上げます。父上」

　代表して祝しゆく辞じを述のべるジルフォードさえ、さすがにいつもと別人のように粛しゆく然ぜんとしていた。

　皇帝の御ご前ぜんでは、たとえ息子といえども帯たい剣けんはいっさい許されない。鞘さやごと胸の前に剣を掲かかげる最さい敬けい礼れいの代わりに、彼らは手を胸に当てて腰を折った。

　フェルも同じように膝ひざを折り、ドレスの端をつまんでこうべを垂たれる。

「みな面おもてを上げよ」

　やがて、張りのある低音が鼓こ膜まくを震わせ、フェルは顔を上げた。

「ジルフォード。次代の風格が伴ともなってきた。ユアン。少し見ぬ間に精せい悍かんな顔になったな」

　年齢を感じさせない声で、ウーベルは息子たちに声をかけていく。

「そして、クロヴィス。兄弟で最も聡そう明めいな我が息子。そちらが、妖よう精せいも歯は嚙がみするほど美しいと噂うわさのお前の妻か」

　ひた、と。ウーベルの目が、フェルに据すえられた。それだけでもう、全国各地の鷹たかに狙いをつけられた雀すずめの皆さんと友達になれそうな気分になる。

　そばで見るとその顔は、よりいっそうクロウに似ている。だが、眉間や目の下に刻まれた皺しわ、そして静せい謐ひつなまなざしが、彼の経た年月と経験の深さを物語っていた。

　クロウが頷き、フェルのほうを振り向く。

「はい。ご紹介が遅れて申し訳ございません。……シレイネ、挨拶を」

「拝はい顔がんの栄を賜たまわりましたことを謹つつしんで御おん礼れい申し上げます。先王コノールの一女、シレイネ＝アリステル＝ユナイアでございます」

　フェルは息を詰めて、まっすぐにウーベルを見た。
















（う、怖い。けど）

　自分は、シレイネ姫の身代わりだ。こんな時、いつでも毅き然ぜんと微笑む『本物の彼女』なら、みっともなく怯ひるみはしないだろう。

　ウーベルは、巌いわおのような無表情でフェルを見下ろしたきりだった。それから、淡たん々たんと皇子たちに告げる。

「こたびの祝祭、そなたらで存分に盛り上げてほしい。……なれば、善悪二神の剣舞を披ひ露ろうせよ」

（善悪二神の剣舞といえば、ユナイアでもやってたな。王族じゃなくて、劇団だったけど）

　冬を司つかさどる悪しき花霊ペルヒトを、夏の善なる花霊ペルヒトが追い払う、祭りのはじまりを告げる儀ぎ礼れいだ。

　エルラント皇宮では、もっぱら成人前の若い皇子が仮面を着け、善神が悪神──すなわち妖精を屠ほふり、国の発展を祈るそうだ。

　花霊の剣舞は、基本的に即そつ興きよう劇げきの色が濃く、堅かた苦くるしい稽けい古こも要いらない。「拝領前は、毎年、六人兄弟の誰か二人が選ばれ、善悪にそれぞれ振り分けられて剣舞を行っていた」と、旅のあいだにクロウから聞いていた。

「というのは──ただの名目だ」

「……え？」

　続く言葉に、フェルは目をしばたたいた。

　名目とはどういう意味だろう。皇帝の言葉を聞いた途端、近衛兵たちが計ったように槍やりを持つ手に力を込めた。

　──嫌な予感がする。

「この冬、第二皇子イグレックが、己おのが使命と国とを裏切り破は滅めつしたのは、記き憶おくに新しい」

（？　な、なんだろ。いきなり）

　打って変わって剣けん吞のんな話を始めるウーベルに、フェルは内心たじろいだ。

「嘆なげかわしいことに、イグレックに続き、まだこの中に背はい信しん者しやが紛まぎれ込んでいるようだ」

（背信者……って？　ま、まさか……！）

　理解すると、どっと汗が噴き出す。

　フェルとクロウは共犯者。国を謀たばかっているのだと、ここに来る道中話したばかりだ。

「皮ひ肉にくを込め、あえて悪を退しりぞける善の役に、疑わしき息子を指名しよう」

　フェルの焦あせりを読んだように、ウーベルの指がすうっと動いて、ぴたりと一点で止まる。




「黒龍公クロヴィス。善霊ペルヒトはお前だ」




　それを合図にするように。

　──周囲の兵が、流れるように一いつ斉せいに動いた。

　長ちよう槍そうを下ろし構えると、クロウを取り囲む。たちまちに、ぐるりと大きな円を描き、彼の周りに刃やいばの花が咲いた。まるで、危険な逆ぎやく徒とに対するように。

「どうしてですの……!?」

　フェルは思わず叫んだ。

（噓うそっ、なんで!?　って、原因ひょっとしなくてもわたしだよね!?　どこでバレたんだろう。だって、陛下とは初対面なのに!?）

　もしかしなくても、あふれ出る庶民臭しゆうのせいか。ゼニ酔いなんか起こしてるからバレたんだろうか。

（ピカピカの大だい理り石せきに、記念代わりに指し紋もんつけたいと思ったのがいけなかった!?　でもちゃんと拭ふいて帰るつもりだったんです！　歴代皇帝の肖しよう像ぞう画がを見て、『あ、右から三番目の人、絶対ヅラだわ、ブフゥ』って忍しのび笑ったせい!?　でも声には出してない！）

「お待ちくださいませ、陛下。旦那さま、いえ夫は……！」

　とにかくフェルはクロウのそばに駆け寄ろうとするが、がしゃん、と目の前で槍を交差されて阻はばまれてしまう。

（そんな！）

「シレイネ、構わない」

　なんとか前へ進もうとしたが、当のクロウにたしなめられる。彼は、四方から串くし刺ざしにされるかもしれない危機の中にあって、ただ落ち着いた表情を浮かべていた。

「妻が失礼をいたしました。ですが、父上……いいえ、陛下。お疑いの理由をお聞かせ願いたい」

　クロウはウーベルに問うが、皇帝は自ら語る気はないようだった。ただ、玉座の高みから、じっと息子を見下ろすのみ。

　代わりに答えたのは、そばに控ひかえる政せい務む官かんだ。

「黒龍公クロヴィス殿下──あなたには謀む反ほんの疑いがかかっております。理由は、ご自身のほうがお詳しいはずだ。どうぞ神しん妙みように。お身柄を預からせていただく」

「俺は、陛下に事情をお尋ねしたはずだが」

　毒龍公の凍こおれる群ぐん青じようの双そう眸ぼうに捉えられ、皇帝の威いを借りていた官かん僚りようは「うっ」と息を吞む。しかし、胸を反らすと負けじと言い立てた。

「この期ごに及んで見苦しい。そこに控える貴き公こうの家令は、東方帝国の密みつ偵ていでございましょう！」

（え……）

　思わずフェルは、背後を振り返ってしまった。視線の先には、同じく槍を突きつけられたケイの姿がある。

（ケイさまが、東方帝国の密偵!?　……えええ!?　初耳なんですが！）

「さあ。なんの話でしょうか。自分めは、しがない商人のケイ＝サリタと申しますれば。とんと心当たりはございませんねえ」

　啞あ然ぜんとするフェルの視線をよそに、ケイはにこにこして侍従の台詞せりふを受け流しているが、目がまったく笑っていない。さらに動揺するフェルをよそに、クロウはため息をついた。

「なるほど。……そういうことでしたか」

「だ、旦那さま!?　陛下の意図、ご存じだったんですの!?」

「こちらも公爵位を得て独立している身だ。通常は留守を預る家令まで呼び立てて領を空からにさせるとなると。その意味は、一時的でもクルヴァッハ統とう治ち権けんを取り上げる……ということだろう」

　かつ、その家令をわざわざ名指しでとあれば、理由はおのずと知れる。

（知らなかった……ケイさまに、そんな大きな秘密があったなんて）

　この反応を見るに、皇帝の疑惑は噓うそではないのだろう。言い逃れができない──と、フェルは固かた唾ずを吞んだ。

　しかし。

「ですが。……その程度で？」

　クロウの反応は実に淡々としていた。

「証しよう拠こは？　何より、もしこの者の正体がお疑いのとおりだったとして、具体的に父上にどのような不都合が？　実害がないからこそ、今まで私を見逃してこられたのでは」

　しゃあしゃあとしたクロウの態度に、フェルはぎょっとする。では、皇帝は、ケイの事情も知っていて黙もく認にんしていたということか。

「それだけではございませんぞ、殿下。商路の建設、対立するユナイア王族との婚こん姻いんと、最近貴公には分ぶを超える行為が……」

「だから？」

　不快を示すように、クロウは玉座の傍かたわらから罪状を読み上げる政務官を睨にらみ据すえた。

「越えつ権けんと判断するのは貴様ではない。いずれも父上もご存じのこと、許可されたこと、黙認されたことばかり……言葉と態度を簡単に翻ひるがえすほど我が父は安くはないはず。陛下、なにゆえに我が忠ちゆう誠せいをお疑いか。どうぞ明確にお答えいただきたい！」

　ウーベルは頰杖をつき、自らを鋭く睨み上げるクロウの言葉を、表情を変えるでもなく聞いている。

　動揺したのは政務官だけで、彼はクロウの言葉に怯ひるみつつ、負けじと吼ほえ返した。

「し、白しらを切るのもいい加減になさるがいい。貴公は、初代皇帝モルドレッドの剣を盗み出し、陛下の権けん威い失しつ墜ついを画かく策さくしている。相そう違いござらぬでしょう！」

（初代皇帝の剣？　なにそれ）

　新たに聞いたことのないネタが出てきて、フェルは首を傾げた。呆然とやりとりを聞いていたユアンが、はっと気づいて簡単に解説をくれる。

「普通、皇帝の権けん威いの象しよう徴ちようといえば宝冠が多いと思うけど。エルラントは剣なんだ。初代皇帝の、建国当時から愛用してたっていう……」

　ゆえにエルラントでは、皇帝は戴たい冠かん式しきではなく授じゆ剣けん式しきによって即位する。皇帝の剣を受け継いで持っていることが、エルラントの皇こう統とうの証明になるのだと。

　ジルフォードも寝耳に水の事件だったらしく、「まさか。剣は、宝ほう物もつ庫こで厳げん重じゆうに保管してあるはずでは？」と目を丸くしている。

　クロウ以外から声をかけられて少しはほっとしたのか、なんとか気を取り直した政務官が首を振る。

「いや、何者かに盗み出されたのです。つい先日ですが」

　実行犯は紅こう龍りゆう師し団だんの兵で、なんとか確かく保ほすることはできたそうなのだが──

「その下げ手しゆ人にんが吐いたのです」

　政務官は忌いま々いましげにクロウを見る。




　──〝自分に剣を盗めと命じたのは黒龍公。公はユナイアや東方帝国と通じ、ウーベル陛下の権威を失墜させ、エルラント帝国に混乱を招くつもりだ〟




　エルラント中に呪毒をばら撒いて民みん衆しゆうの動揺をあおったのち、世の乱れは現皇帝に皇位継承の証が無いせいだと糾きゆう弾だんし、国を乗っ取る気なのだと。

（そんな馬鹿な……！）

　ウーベルの言いたいことは、そういうことだ。クロウは眉をひそめ、政務官に詰めよる。

「馬鹿な。その男はどこに拘こう留りゆうされているんだ。じかに問とい質ただす」

「もうおりませぬ。自白したのち、舌を嚙かんで果てました」

（なにそれ。そんな告白ってなんで!?　あ……ひょっとして、『眠らずの蝶』!?）

　フェルが気づくのと同時に、政務官が畳たたみかけてくる。

「おおかた狡猾なセタンタ王に唆そそのかされたのでしょうが……黒龍公ともあろう方が、なんと愚おろかな。国境にいるがゆえに、欲に囚とらわれてユナイアに取り込まれるとは！」

　クルヴァッハの領主であること。他国の密偵を身近に置くこと。ユナイアとの和わ睦ぼくに動いていること。ひとつひとつは、皇帝の許きよ諾だくを得た〝些さ細さいなこと〟でも、それを結びつける『剣の盗難』のせいで、最悪な事態に向かっている。

（もしかしなくても。これ、リグレイン妃の罠……？）

　フェルは唇を嚙む。まさかここまでのことをするなんて。皇都にいないこちらの立場を逆さか手てに取られ、先手を打たれてしまった。

「笑しよう止しな。まったく身に覚えのないことだ」

　クロウは顔をしかめ、玉座の父に訴えた。

「父上。どうか話を」

　声を張り上げるクロウに、それまで政務官に任せてただ見下ろすのみだったウーベルが、とどめのひと言を告げる。

「クロヴィス」

「……」

「お前を東西の要よう衝しよう、クルヴァッハに置いたのは、余の誤りだったようだ」

　問答無用。

　それが、結論だ。同時にクロウの末まつ路ろをも示している──と。

　居合わせた誰にでも分かった。

「連れて行け」

　兵たちの何名かが、命令と同時にクロウの肩を摑み、腕を後ろ手にねじり上げる。整った顔がわずかに苦く痛つうにゆがんだ。

　どうしよう。彼は無実なのに。思い出すのは、ティカルでジルフォードに告げられた言葉だ。

　──父上は、刃向う者に容よう赦しやがない。斬ざん首しゆか磔たつ刑けいか。疑わしければそれだけで、きっとクロウは助からないだろうね。

（だめっ……！）

　このまま連れていかれたらおしまいだ。クロウを救いたい一心で、フェルは、たまらずウーベルに訴えようとした。

（旦那さまが犯人だなんて、とんだ濡ぬれ衣ぎぬです！）

　皇帝の目が自分に据えられたことで、焦りが先立つ。怯えを振り払うように、努つとめて毅き然ぜんと胸を反そらし、高らかにフェルは叫んだ。




「旦那さまが、とんだ!!」

　かんだ。




　──場が凍こおった。

　皇帝も黙っている。旦那さま以下、兄弟やケイも固まっている。

「……余の目には、立っているように見えるが？」

「申し訳ございません嚙みました……」

　やがて最初に復ふつ帰きした皇帝陛下のごもっともなひと言に、フェルは蚊かの鳴くような声で頭を下げた。昔、肉屋のおっちゃんに言い間ま違ちがえて「院長先生」と呼びかけた経験を思い出す。

　毒どつ気けを抜かれたらしい兵士や官僚たちも、ぽかんとフェルを見つめている。穴があったら入りたい。

　しかし、おかげでクロウが、常の調子を取り戻したようだ。囚とらわれの身となっていた彼は、そこでふっと肩の力を抜いた。それから、淡く笑みを浮かべる。

「陛下。妻の無ぶ調ちよう法ほうをお許しください。彼女一流の冗じよう談だんなのです。滑すべりましたが」

　最後のひと言、なぜつけた。

　真っ赤な顔で睨にらむフェルの視線を受け流し、「しかし、戯たわむれには戯れを、と返そうとしたのでしょう」と彼は続ける。

　今にも引っ立てられようとしているにもかかわらず、まさかの事態すべてを冗談扱いだ。いちかばちかでも、大だい胆たんすぎる旦那さまの博ばく打ちに、フェルも啞然とする。

　だが、皇帝は興味を持ったようだ。

「……ほう、戯れだと？」

「違うのですか？　でなくば、今まで誠意をもって仕えてきた臣しんとしても、父を尊敬する息子としても、誇りを穢けがされた心地がするというものです」

　これに対し、やはりというか、嚙みついたのは政務官だ。

「黒龍公、貴公こそ、いくら御ご子し息そくとはいえ無礼が過ぎますぞ！　陛下のお心を侮ぶ辱じよくするとは、それだけで重大な……」

「陛下を侮辱してなどいない。冗談であれば、祝祭前の粋いきな趣向だと言いたいだけだ」

　本気ならば馬鹿にするが、と言げん外がいに付け足したも同然のクロウに、政務官は「なんと不ふ遜そんな！」とますます激げつ昂こうする。

　対して玉座のウーベルは、いきり立つ政務官を手で制し、「釈しやく明めいか。申してみよ」と促うながした。

「先ほど、紅龍兵が自害した話がございました。盛った相手に、無理やり命令を聞かせる呪毒があることは、当然陛下もご存じのはず。実行犯の死も、私の名を言う前にならともかく、白状してから自害など不自然では？」

「ゆえに戯ざれ言ごと、と？」

「はい。……それ以前に陛下は、たった今、私をこのたびの春分節オースターラで善の花霊にご指名くださったはず。ご自身の言葉を違たがえられるおつもりか」

　自らを呼びつけるためにウーベルが使った口こう実じつもしゃあしゃあと逆手に取って反論するクロウに、ウーベルは咽の喉どの奥を鳴らして笑う。その眼がん光こうは鋭い光を湛たたえたままだ。値ね踏ぶみするように、息子を眺める。

　重い沈黙が、広間を満たした。

　思わず、フェルはぎゅっと両手を組み合わせる。

（お、お願いします。どうか旦那さまにご加か護ごを。神さま、樫樹の賢人ドルイドさま！）

　──どれだけ経っただろう。

　張り詰めた緊張ごと沈黙を破るように、やがて、皇帝がゆっくりと口を開いた。

「よかろう。では……お前自身の手で、戯言にしてみせよ」

　ふと真顔に戻り、淡々と言い放ち。

「善霊の役目を終える春分の祭りまでに、潔けつ白ぱくをあかしてみせよ。我が前に、真しん犯はん人にんとともに『モルドレッドの剣』を差し出せ」

　聞いた瞬間、フェルは顔をしかめた。

　妥だ当とうな流れだ。だが──不ふ利りだ、と。いやでも分かる。

（これで、旦那さまが疑いを晴らすためには、ちゃんとリグレイン妃が黒なんだって証明する必要がある……以前、パーシヴァルさまの時は事件をもみ消した、このかたを相手に）

　おまけにクロウには、「下手人の自白」という、決定的な証拠がある。

　皇帝が手を振ると、クロウやケイを囲んでいた兵たちが、ざあっと引いていく。彼らは再び壁に控え、場は、たちまちに何事もなかったかのような静けさを取り戻した。

「謁見は終わりだ。祭りまでの七日間、おのおの有意義に過ごすといい」

　そのひと言で、場はお開きとなった。




　謁見の間から出て、フェルはしばらく混乱していた。ケイの正体。それから、何よりもクロウにかけられた疑惑のこと。

　春分節まで五日間。

（モルドレッドの剣を見つけて献けん上じようしないと、旦那さまは、反逆者として処刑されちゃうかもしれない）

　ずいぶん物ぶつ騒そうな祭りになった。

（春分のお祭りどころか、──上げるか上げられるか、情け無用の骨こつ肉にく血ち祭まつりになってるわけで!!）

　せっかく春の祭りなのだから、点数を稼かせぐと食器がもらえる程度の明るさが欲しい。

（……こうなったからには、ジルフォードさまやユアンさまは……）

　謁見に同席し、一部始し終じゆうを聞いていた二人のことが、フェルは急に気になりだした。

　ユアンはフェルと同じく、事態についていけず目を白黒させているようだ。一方でジルフォードは平静そのものに見える。彼は、様子を窺うかがうフェルの視線に気づくと、にっこり笑ってみせた。

「愚ぐ弟ていと嫁は災さい難なんだったものだ！」

「え？」

「……ま、立ち話もなんだし、まずは静かに話せる場所に行こうじゃないか」

　この提案で、移った先はジルフォードの離宮だ。ケイは、クロウに何か言いつけられて途中で抜けてしまったようで、兄弟三人とフェルだけになる。

「なんなんだよさっきの!?　父上はどうかしてるぜ。おかしいだろ、いきなり！」

　人払いした応接室に落ち着いた瞬間、怒りを抑えきれないように口くち火びを切ったのはユアンだ。

「まったくだな。父上も愉ゆ快かいな誤解をするものだ！　後ろ向きで箱庭っ子で壮そう大だいな引きこもりの愚弟その二が、よりによって国宝を盗んで皇帝に取って代わろうなどと、そんなわけがないのにな。領地が増えても友達の少なさが際きわ立だつだけだ」

「……ユアンさま。ジルフォードさま」

　クロウのために怒ってくれるユアンにも、ひどい弟おとうと評ひようをかましつつ「クロウが犯人なわけはない」と考えを明らかにしてくれるジルフォードにも、フェルはほっとした。

「というわけで、名めい誉よ挽ばん回かいには、この兄が手を貸そうじゃないか愚弟！　泣き伏して感謝するがいいぞ。お兄様の半分は優しさでできているからな。ちなみに残り半分は裸ラだ」

「裸なのかよ!?　優しさも異い論ろんあるけどさ。それより、オレだって力になるからな！　クロウ兄貴が犯人なわけねえのは知ってるし、……あれだ、でっかい借りがあるから」

「ぶはは当たり前だろう愚弟その三。借りもへったくれも、古今東西おしなべて弟というものはお兄様の子分で手下で奴ど隷れいと相場が決まっているのだ！」

「ジルフォード兄貴のためじゃねえし！」

　いつもと変わりない彼らのおかげで少し和やわらいだ空気に、フェルは少し、息をつく。一方で、かしましい兄弟たちをよそに、クロウがずっと黙ったままなのが気になった。

　──と。

「冗談はともかく。……愚弟その二。実はな、正直この展開、私にとっては若じやつ干かん都合がよくもあったのだ」

　急にジルフォードが落とした問題発言に、フェルはぎょっとした。

　ずっと沈黙を保ったままやりとりに耳を傾けるばかりだったクロウも、やはり聞き咎めたらしい。声音を低めて、異母兄に問う。

「……ジルフォード兄上。都合がいい、とは？」

「ああ、誤解するのではないぞ。別にお兄様は、可愛い弟があらぬ疑いをかけられて苦く悩のうし悶もだえるさまをキヒヒと笑って眺める趣味だという意味ではない」

「言われるまで思いつきもしませんでしたが、そう思っておいでとはよく分かりました」

「なるほど想像力が乏とぼしいな！　それはさておき。いい加減、お前とは、どばっとぶっちゃけた話がしたかったのだよ。お前の実じつ母ぼ──リグレイン妃について」

（っ！）

　へらへら笑いを引っ込め、顔をしかめたジルフォードに、隣で聞いていたフェルも威い儀ぎを正す。

「その件なら、先日ユアンが来る前に、さわりを話したかと……」

「さわりだけだろう。お兄様の情報網もうを甘く見るな。そもそも愚弟その二はいろいろと秘密にしすぎなのだ、このボンクラ箱庭ちゃんめ。愚弟その三にも、先日『隠れずの月』を盛った犯人が推すい定ていリグレイン妃だ……ということすらどうせ話してないんだろう」

「へ!?　オレ!?　ってか、いまいち状況が分からねぇんだけど!?」

　急に話を振られたユアンが驚いている。図星をさされたクロウが、あからさまに眉を顰ひそめた。

「そらみろ言わんこっちゃない、まったく。籠かごの隅っこに向かってポリポリ豆をかじっているハツカネズミかねお前は！　取り返しがつかなくなる前に人に頼りたまえ、ちゃんと」

　語調を強めて諭さとすジルフォードは、皇太子でも領主でもなく、『兄』の顔だ。

　この際だから言っておくが、と。ジルフォードはクロウの肩に手を置く。

「血の絆きずななんて、お前にとっていちばん信用ならないものだとは十分承知している。私とて、打算ずくでお前に接する時はあるとも。だからって差し伸べられる手を片っぱしから叩き落とすのは違うだろう。お前が身を危うくすることは、嫁にだって影響を及ぼすのだぞ」

　その言葉に、クロウがぴくりと肩を揺らす。

　たしかに──こんなところでクロウに何かあれば、妻の身分を失ったフェルは、本当の意味で『人ひと質じち』でしかなくなる。それ以前に、一緒に断だん罪ざいされない保証もない。

　もしもがあれば傷つくのは自分だけで済まないという言葉は、さすがのクロウにも響いたようだった。

「嫁からも言ってやれ！　この箱庭男、ちょっとは人を信じろと」

「あ、それ、二カ月ほど前に言いましたわね」

「そうなのか！　驚くべき学習能力の低さだな！　お兄様しょんぼりだ」

「まったく、……余計な世話を……いや」

　口々にさえずられ、人差し指で眉間を押さえていたクロウだが──やがて、はあっとため息をつきつつ、「善ぜん処しよします」と頷いた。

「……ご明めい察さつのとおり。今回の『モルドレッドの剣』の盗とう難なん、それどころかエルラント全土の呪毒事件も、俺はリグレイン妃の関かん与よを疑っています」

　下手人を自死させることは、呪毒を用いれば容易たやすい。犯人に仕立て上げられたのが自分だったことからも、まず間違いないだろう、と。

「剣の隠し場所についても。今、ケイに裏を取らせているが……盗み出すまでは可能だとしても、皇宮の外へ持ち出すのは難しい。とすれば──剣があるなら、彼女の離宮のどこかだと踏んでいます」

（たしかに、皇宮の奥に来るまでに、何度も門を通つう過かしたもんなあ）

　宝剣を持ったまま、検けん問もんをすべて無事に通過するのは至し難なんの業わざだろう。

　だとすれば、とフェルは手を挙げる。

「あの、儀ぎ杖じよう用ように連れてきた兵士たちを使って、離宮をごっそり捜そう索さくするのはいかがでしょうか？」

「いちばん手っ取り早いが……難しいだろうな」

　クロウはこめかみを押さえる。

「俺たちが、リグレイン妃が怪あやしい、と当たりをつけられるのは、あくまで今までもろもろの事件に関わってきたからこそだ。客きやつ観かん的てきに見れば、彼女にはなんの瑕か疵しもない」

　ただ、「なんとなく怪しい」で無理やり踏み込んだとして、万一何も出てこなければ、立場はますます悪くなる。

（リグレイン妃は、自分から招かない限り、離宮に男性を寄せつけない……うーん。踏み込んでガサ入れは難しいよね）

「クロウ兄貴、里帰りの体ていで上がり込むのはできないのかよ」

「今の状況で、できるはずがあると思うか？」

「ふははは！　我ら三兄弟が、華か麗れいなる女じよ装そう三姉妹に変身しても無理だろうな！　たぶんガウェイン＝ヘラルド殿のオネエ言葉といい勝負だな困ったな！」

「あの……女性だったら、比較的簡単に入れるのですわよね？」

　フェルの質問に、三人がぴたりと黙る。

「えーとだな……嫁。もしミゼを使うつもりなんだとしたらだな、彼女は身分的に、リグレイン妃に訪問を申し込める立場では……」

「あ、そうじゃなくて、わたくし──」

「お前が一人で乗り込むという話なら、俺は縛しばりつけてでも止めるが」

（ですよね！）

　クロウの拒きよ絶ぜつに、フェルは続く言葉を吞み込んだ。

「第一、昔暮らしていたからよく知っているが、あの離宮は本当に広い。やみくもに一人や二人乗り込んだところで、まるで干し草の中で縫ぬい針ばりを探すようなものだ」

　まずは、情報収集。態勢を整えてから対策を立てるべき、とクロウは断じる。

　そういえば、とフェルは視線を巡らせる。

　まだ、大事なことを聞いていないような。

「そもそもどんなものなんですの？　モルドレッドの剣って」

　剣というからには、まあそういう形状なのだろうが。短剣か長剣か、はたまた異国の怪しげな形状のものか。

（刃物ってひと口に言ってもいろいろあるしなぁ。鋤すきとか鍬くわとか鎌かまとか包ほう丁ちようとか……？　剣じゃないか……全部）

　この質問には、ジルフォードがすぱっと答えてくれた。

「残念ながらそれは答えられないな！　なぜって、我々の誰も、見たことが無いからだ!!」

「はい!?」

　目をしばたたくフェルに、「即位した者でないと、見ることも触ふれることもできないものなんだ、普通は」とクロウが教えてくれる。

「特に父上の授剣式は厳格で、先帝と、当時の十ド二ル賢イ人ド第一聖席だけで行われたし。出席者は父上以外もう、天国アヴアロンの岸辺に召めされている」

「え!?　宝物庫に目もく録ろくはございませんの!?」

「むろんあるし、書庫に写しもあるんだが──絵え解ときはおろか概がい要ようしか載のっていないのだよ。なにせ宝物庫にあるそれらしい剣なんて星の数だ。形状やら装そう飾しよくの有無やらを詳しく知りたければ、図ず録ろくと国史とその他もろもろ、皇宮書庫の本すべてに精せい通つうする勢いの知識がいるな」

「なるほど……」

　フェルは唸うなった。

（せめて特徴くらい知っときたいよね。小さいのか大きいのか、長いのか短いのか、それだけでも）

「あのさ。剣の手がかりについては、オレからひとつ提案があるんだけど」

　そこで、ぱっと手を挙げたのはユアンだ。

「要は、目録も史し書しよもあるだけ全部を読み込んで、暗記してたらいいんだろ？」

「？　はい」

「心当たりがあるんだ。……頭の中に、書庫をそっくり持ってる奴に」
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「兄弟揃そろっての謁見までフケて、あいつが籠こもってるとすれば、ここしかないと思う」

　取り次ぎを頼まれてくれたユアンに続き、フェルは皇宮の渡り回廊を歩く。クロウも同行していたが、ジルフォードの姿は無い。ユアンが、「頼むから来るな。あんたみたいなうるさいの連れて行ったら、さすがに逃げられる」と全力で拒否したせいだった。

　やがて着いた大きな扉の向こうに広がる光景に、フェルは声を上げかけた。

（ここが、皇宮の図書室？　うっわ、広い……！）

　巨大な書庫なら中央教会でも入ったが、あちらはどちらかといえば、小さな部屋がたくさん密みつ集しゆうしている印象だった。

　規模なら、皇宮の書庫はやはり圧あつ倒とう的てきだ。本の海、といえるかもしれない。

　天井まで隙すき間まなく壁を覆おおう書棚に、隙間なく詰め込まれた革表紙の本。国史や伝記、東方由ゆ来らいの竹でできた書籍や、砂漠から持ってきた石せき板ばんや粘ねん土ど版ばんも保管されているという。古い貴重書を守るため、あまり陽光を採とり入れない造りにしてあった。

　その奥、背の低い書棚が集まった続き部屋に、目的の人物はいた。

「ヨミ、邪じや魔まするぜ」

　最初、フェルは部屋に誰もいないのかと思った。備え付けの椅子には、誰も腰掛けていなかったからだ。代わりに、壁と床に囲まれた隅っこに何か黒い塊かたまりがある。

　ユアンの呼びかけに応おうじ、ぴくりと動いたことで、それが人間だったと分かる。

（あ、顔上げた）

　クロウに近い真っ黒い髪は、肩に届くほどの長さまで伸びている。しかし、何か目的があって伸ばしているわけではなく、単に無ぶ精しようしているだけなのだろう、とは、前髪も同じくばさっと長いので窺うかがい知れる。

（って、か、壁と同化してませんか……!!）

　初めて見る『書庫番の皇子』──第六皇子ヨミ＝アグラヴェイン＝エルラントは、床で膝を抱えるように座り込んでいた。顔立ちは端たん整せいだが、めったに日の光を浴びないのだろう、病的に青白い。

　本物のシレイネ姫も抜けるような白さだが、真しん正せいの病やまいがちだ。どっちにせよ不健康の極みである。まるで人形のように無表情なのも、どこか近寄りがたい。

「おい、あんま暗いところで本読むなって。眼め、悪くするし」

　フェルとクロウを緩かん慢まんな仕草で眺めたあと、何事もなかったかのように視線を本に戻すヨミに、フェルは思わずたじろぐ。脇わきをすり抜けるように、ユアンがつかつかと歩いていくと、その手から本を奪い取った。

「……返してください。読みかけです」
















　中性的な声で、ぼそ、とヨミは呟いた。書庫は静かなので、はっきりとフェルも聞き取れる。

「お前、謁見フケただろ？　親父を無む駄だに怒らせることすんなって」

「行きましたよ。ユアン兄上とは別行動だっただけです」

　首を傾げるヨミに、ユアンは「……まあ、いいけど」と眉間を押さえる。

「だいたい、なんでお前床に座り込んでたんだ。いつもちゃんと椅子使ってるのに」

「隠れていたのです。ユアン兄上が、お一人だったらいいのに、なんだかんだとめんどくさいものを連れてくる予感がしたので」

「めんどくさいものってお前な」

「予感、しっかり当たっちゃってます。……何しに来ましたか？　クロウ兄上。それから、花嫁どの」

　言葉尻じりだけ丁てい寧ねいだが、ひどくぞんざいな口調だった。ヨミはクロウを見て、それからフェルを見た。

　生せい来らい持っているのはウーベル譲ゆずりの鋭い目つきだろうが、あふれ出るやる気のなさがとろんと眠たげに瞼まぶたを押し下げて、台無しにしている。虹こう彩さいは群青でも、青せい灰かいでも空色でもない。深く濃こく、むしろほとんど黒に近い青。顔を上げた瞬間、わずかな陽光を吸って、赤や黄に不思議な遊ゆう色しよくを浮かばせるさまが、まるでオパールのようだ。

「ヨミ。お前に訊ききたいことがある」

　言葉に詰まるフェルの代わりに、クロウが一歩前に出る。

「ぼくはありません。帰ってください。目ざわり耳ざわり歯ざわりです」

「適当に話すな。歯ざわりは関係ないだろう。……『モルドレッドの剣』の関連書籍を読んだことはあるか？」

「なんのことやら」

　ヨミはぱたん、と本を閉じると、はあっとため息をついた。

　彼はそのまま、いかにもけだるげに立ち上がる。フェルより少し高い程度の背せ丈たけだが、ひょろっとしていて、ケイが食べさせてくれた「豆苗モヤシ」なる東方の野菜を思い出した。おまけに自力で立っているのも面倒らしく、壁にぺたっと肩からもたれかかっている。

（しなびたモヤシ……）

　あんまりな感想が浮かんだので、慌あわてて振り払う。

「ぼくがあなたに話してあげる義ぎ理りがどこに？」

「義理はないが理由ならあるな。なにせこちらも死し活かつ問題だ。たとえば、素直に話さないなら、これから毎日この書庫にジルフォード兄上をけしかける」

「やめてください。想像しただけで脳みそが腐くさります。クロウ兄上もたいがい鬱うつ陶とうしいですがジル兄上ほどじゃないし」

　脅おどし文もん句くそれかよ、と思ったフェルだが、効こう果かはてきめんだったようだ。

「質問の答えかはさておき。……あなたがたの知りたそうなことなら知っています」

「知りたそうなこと？」

「たとえば、正史によれば。第二代皇帝の時は二人。一人は首を晒さらされ、もう一人は服ふく毒どくを命じられました。毒の種類は砒ひ素そを葡ぶ萄どう酒しゆに溶かしたもの。第三代の時にも一人。抵抗を続けたけれど、最後はやっぱり三日三晩の晒し首。第四代の時は」

「待て、ヨミ。なんの話だ？」

「なに、って」

　戸と惑まどいがちに遮さえぎったクロウを、ヨミは感情の籠らないまなざしで見上げた。

「エルラント史上で、父帝に反はん逆ぎやくした皇子の数と末路」

　──死んだ魚のような目だった。

「あのなあ、なんてこと言うんだよ、ヨミ！」

　当のクロウはわずかに眉をひそめただけだったが、むしろユアンのほうが慌てたらしい。肩を揺さぶる彼に、ヨミは「……思いつきです。深い意味、ないです」と呟いた。

「では、こんなのはいかがでしょうか。──〝真実を求めるなら、血よりも紅あかく、草よりも緑濃こく、雪よりも白い場所に〟」

　聴いた瞬間、聖職者の養やしない親を持つフェルは「あ」と思う。

（有名な聖詩篇だ）

　三大詩トリスケリオンの中では『知識』に分類される、世の真実を示す詩篇の二十三詩節。

　知っていることが出てきて少し心が浮き立つフェルに対し、逆にクロウは嫌な顔をする。

（……旦那さま？）

「モルドレッドの剣のことで、ぼくが教えてあげるのはここまでです。意味については、ご自由に妄もう想そうしてください」

　ヨミはそれだけ言うと、再び床に座り込んで、うつらうつらと舟を漕こぎ始めた。あとは、ユアンがどれだけ揺さぶっても、彼はいっかな起きる気配を見せなかった。三秒で眠りにつく特技でもあるのかもしれない。




「なんか、あんま情報得られなくてごめん……あいつ、どうしたんだろ。教えてくれないなんて初めてだ。いつもだったら、古今東西どの書物の知識だろうと、出し惜おしみなんてしないのに」

「いいえ。助かりましたわ」

　取り次いでくれたユアンに礼を言って別れたのち、フェルは隣を歩くクロウをおそるおそる見上げた。

　難しい顔で、彼はまた何やら考え込んでいる。

（これは……放っておくと、わたしは『危ないから』ってそっちのけにされる感じだな）

　彼の思い詰め型の思考回路は、教会の一件で身に沁しみている。

　ぴんときたフェルは、先手を打つことにした。

「旦那さま。何か心当たりがあるんでしょう？　ヨミさまのさっきの台詞に」

「……お前に思考を読まれるとは、俺も落ちたものだな」

　意を決して尋ねると、ぴん、とおでこを弾はじかれる。

「わっ」

　思わずフェルは、後ろに踏みこたえる。痛くはないがびっくりした。

「落ちたものって！　あなたは、わたくしがどれだけ頭が悪いと思っておいでなの？」

「頭が悪いなんてまったく考えていない。直情型の単純思考だと捉えているだけだ」

「それ！　ただの！　言い換えですし!!」

　いつもどおりの彼だ。何も変わったように見えない。

（あれ？　やっぱり隠し事なんてないのかな？）

　フェルが首を傾げた時、クロウはぽつりと呟いた。

「……どれだけ奪えば気が済むんだろうな」

「あの。旦那、さま……？」

　覗き込んだ彼の瞳は、どこかここではない遠くを見ているようで。そこに滲むのは、空くう虚きよで、薄暗く、冷たい光。

（本当は、何を……抱かかえているんだろう。このかたは）

　今までフェルは、平気で赤子の首を落とし、ためらいなく我が子すら切り捨てられるウーベルの冷れい徹てつさが不ぶ気き味みだった。復ふく讐しゆうのためなら腹を痛めた我が子に毒どくを盛り、呪い殺しても構わないという、ウーベルに対するリグレインの憎しみも怖かった。クロウが父母に対して理性的だったからこそ、彼らの異常さが際きわ立だっていたのだ。

　でも、たとえばリグレインが息子に怨えん嗟さをぶつければぶつけるほど。

　鏡のように、彼も同じまなざしで母親を見てきたのでは。

（だって──大事なものを理不尽に奪われたのは、彼女だけじゃない。同じだけ、ううん、ひょっとすると、もっと。旦那さまも……リグレイン妃に深い憎ぞう悪おを抱いだいているかもしれないんだ）

　ここは皇宮だ。クロウに、否いや応おうなしに過去を見せつける場所。

　教会でクロウが一度固めたという、『独ひとりで地じ獄ごくに落ちる覚かく悟ご』。明めい言げんはされなかったけれど、フェルは、すべての黒幕であろう実母を殺すつもりだったのではないか──と薄うす々うす感じていた。

（旦那さまは、強い人だ。あの時には思いとどまってくれたし、きっとこれからも、理性でそれを抑え込める。でも……）

　煮えたぎる感情は、無理やり鎮しずめようとするたび、確実に彼の内側に傷をつける。

　気がかりは、どうしても消えてはくれなかった。
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　どこだろう、ここは。

（……なんでこんなところにいるんだっけ）

　フェルは周囲を見回した。薄暗い部屋だ。照明のせいもあるだろうが──陰いん気きな、鬱うつ鬱うつとした気配が垂たれ込めている。

　室内には、二人の男性がいた。双そう方ほうとも、すっぽりと頭布フードをかぶっているため、顔はよく分からない。

『……ろくな死にざまは晒さらせないというのだろう。承しよう知ちの上だ』

　一人が、低い、ぼそぼそとした声でフェルの鼓こ膜まくを震ふるわせた。空気の揺ゆれに合わせ、蠟ろう燭そくの灯ひが揺れる。声はまだ若いが、どことなく思い詰めた風でもあった。

『後こう悔かい、なさいますよ』

　もうひとつの声も男性のものだが、年齢とともに重ねた深みがある。こちらは、そう若くはないのだろう。フェルの姿は見えていないのか、二人は会話を続けている。

『妖よう精せい王おうの呪のろいは、そんな生なま易やさしいものではございません』

『分かっている』

『王の花嫁を奪うばえば、多くの血が流れます。あなた様も、必ず報ほう復ふくを受ける……』

『分かっていると言っただろう!!』

　若い男は怒ど鳴なった。初老の男は、そこで口をつぐむ。

『触ふれられなくても、言葉すら交かわせなくても構わない。だが、妻が命と引き換えに生うんだ忘れ形がた見みだ。けだものですら子を守るのに、なぜ私にはそれが許されない!?』

『それは……』

『民のため、国のために何もかも擲なげうってきて、ただ、我が子には、健すこやかに、人として生を全まつとうしてほしいだけだ。なぜあの子だけが生いけ贄にえにならねばならぬ』

　──答えろ、ダグザ。

　声を荒あららげる若い男は、どうやら高貴な身分のようだった。

『いや、これを……お前に言うのも筋違いだな。間もなく私の専せん属ぞくの預言者ウアテスを辞じし、樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイドへと昇しよう格かくするのだ。調べろと命めいじたのは私。王宮と教会、どちらの機密も得られたからこそ、お前は私に真実をもたらすことができた。だが──』

　どう足あ搔がいても逃げられないなら、知りたくもなかった真実だ──と嘆なげく若い男を、もう一人は、じっと見つめていたが。

『たしかに。うかつにあなた様に話したのは、私の責せきでございましょうな』

　ぼそり、と。憐れん憫びんと、後悔の滲にじむ声が、しじまを震わせた。

『……かしこまりました。姫君のことは、どうぞ私にお任まかせください。命に代えても、取り戻してみせましょう』

　やがて、熟じゆつ考こうの末頷うなずいた初老の男性の声は、よくよく聴くとどこか懐なつかしい気がした。

『ただし条件がございます。妖精の眼めをあざむくには、必ずそれに見合うだけの大切なものを、対価に差し出さねばならない。あなた様の場合は──それは、姫君との親子の絆きずなそのもの、です』

　──そもそもが、妖精に差し出したその瞬間から、彼女は『姫君』ではなく、彼とは親でも子でもない。その道理をねじ曲げて絆を取り戻せば、妖精に気づかれて奪い返されるおそれがある。

『自分からは、決して彼女に接触しようと考えないこと。親子としての情はおろか、どこで野たれ死ぬことになっても、あくまで知らぬ存ぜぬを決め込むこと。もし約束が破られた際は、彼女はあちらに連れ戻される。守れますか？』

　彼がこうべを垂たれると、外套の中から祭さい服ふくが覗のぞく。肩けん布ぷの色は、預言者のもの。薔ば薇らと双そう頭とうの獅し子しの刺し繡しゆうは、ユナイア王宮づきの聖せい職しよく者しやを示す証あかし。

（この人……？）

　そうだ、よく知った声じゃないか。昔、いつも暖だん炉ろのそばで聖せい詩し篇へんを詠よんでくれた。目元の笑わらい皺じわが優しくて、フェルは彼が大好きだった。

『守る』

　その返事は、血を吐はくようだった。

　最後に頭布を脱いだその男の顔にも、同じく覚えがある。

　シレイネ姫の身代わりをするときに何度も入った、王宮の中で。遠くから何度も見た。声をかけられることは、ついぞなかったけれど。

『たとえ天が我が上に崩くずれ墜おちんとも、たとえ海うな原ばらが我が身を吞のみ込もうとも、我が誓ちかい破らるることなし。今この瞬間から、あの娘は余の姫ではない。赤の他人と思って過ごすと、約束する──だから、必ず我が願いを果たしてくるのだ』

　息を吞んだフェルの代わりに、初老の男がその名を明かす。

『仰おおせのままに。コノール陛へい下か』




　──そこで、目が覚めた。

（まーた変な夢見た気がする……昨日バタバタしたせい？　疲れてるのかな）

　朝っぱらからつきたくもないため息を吞み込み、フェルはこめかみを押さえた。頭がずきずき痛む。お酒を飲んだわけでもないのに。

（で、やっぱり内容は忘れちゃってる、と）

　ただ嫌いやな気分だけは残るので、どうにも胸が悪い。

　枕元に、シレイネさまから貰もらった浄じよう石せきを置いておくと若じやつ干かんましにはなるのだが、どうも最近、この手の奇き妙みような夢が増えたような。

　──夢を見ているあいだはね。魂たましいが異い界かいにさまよい出ているのよぅ。覚えていたら夢占いをしたりもできるけれど、悪いものなら、忘れてしまったほうがいいわねん。

　昔、ガウェインが教えてくれた言葉を思い出す。

　小さい頃は、怖い夢をたくさん見てはガウェインに泣きついていた気がする。

（そういえば、暗くら闇やみが怖かったなあ。なんであんなに怖かったんだろう、夜が）

　自分は戦せん災さい孤こ児じだと、ガウェインからは聞いていた。孤こ独どくと闇が怖いのはそのせいだと思っていたが、「村を焼かれた」という割に、炎ほのおへの恐怖はまったくない。

　何より、この夢はなんだろう？　いろいろなことを忘れている気がする。最後に耳に甦よみがえったのは、よく知る姫君の声。

　──〝知ることは知られること。何もかも忘れて眠って、可か愛わいいフェル〟

（シレイネさま……）

　誰もが、少しずつフェルに隠し事をしている。それに、何か訳があるのだとしても。

　物言う術すべなど持たない平民の身。やんごとない方々が、それなりの理由で下した判はん断だんには、従したがうほかないのかもしれないが。

「……ざわざわ、する」

　どうにもならない不安が、胸の奥にただ澱よどむ。

　二度寝する気にはならず、フェルはのそのそ寝しん台だいから下りた。

　外はいい天気のようだ。中庭に面した部屋には、カーテンの隙すき間まから明るい陽射しが注そそいでいた。




「協力を求めたら、知りたいことを教えてやるとかって──処しよ刑けいされた皇おう子じの数を言われた？　しかもろくな助じよ言げんはくださらなかった、って。サイテーじゃない。不ぶ気き味みなおかたね。神しん経けいを疑うし、すっごく怪あやしいわ」

「えーっとラナ。ちょっと控ひかえて控えて」

　本日のお召めし物は、青を基調としたシフォンドレス。

　藍あいから青、水色、白。裾すそから腰、袖そで口ぐちから肩にかけて、波のようなフリルを重ね、色しき彩さいの濃のう淡たんに変化がつけられたそれは、まるで昼シノ顔ニムの花のようだ。胸やスカートにぽつぽつと散らされた小メ粒レのダイヤモンドが、「本日の落としたら死ねる部品」に指定された。

　着替えを手伝ってもらうあいだ、フェルはふと、昨日のヨミのことをラナに話してみたのだ。

　結果はこのとおりである。「だってそうじゃない」と、フェルの背中の組みひもをぎゅうぎゅう力任せに引っ張りながら、我が事のようにラナはいきり立った。

「兄殿でん下かが困っているのを見て楽しんでいるなら相当イイご趣味だし、そうじゃないならわざとらしすぎるわ。実は、噂うわさのリグレイン妃殿下とぐるじゃないのって疑うくらい」

「いや、そこまではさすがに言わな──」




「おや。意外といい線いっていますね」




「!?」

　思いがけない方向から相の手があり、フェルはぎょっと目を丸くした。いつの間にか、開いている窓の外に、話題の人物がぼんやりと立っているではないか。

　やや猫ねこ背ぜ気味に、ざんばら黒髪、遊ゆう色しよくのある瞳ひとみ。やっぱり病的な空気をまとっていて、白い雲や青空、早春の常じよう緑りよくに、びっくりするほど似合わない容姿だ。

「こんにちは贄にえの花嫁。こういう時、舌したを出しながら『てへ、来ちゃった』とか言うのでしたか」

「えーと……」

「冗じよう談だんです」

　反応に困って言葉を失うしなうフェルの隣で、同じく絶ぜつ句くしていたラナがはっと我に返る。

「淑しゆく女じよの着替えを覗のぞくなんて……万ばん死しに値あたいするわ！　奥方さまお下がりください、痴ち漢かんはあたしが葬ほうむってきます！」

　すばやく箒ほうきを両手で構えて窓に向かおうとするラナを、「わー、痴漢違う！」とフェルは止めに入った。同時にラナも、衣い装しようなどから彼が何者か察さつしたようだ。

「槍やりと黄おう龍りゆうの紋もん……ヨミ殿下!?」

　慌あわてて膝ひざを折るラナに、ヨミは「あ、礼とか、気にしないでください。ぼくのことは淀よどんだ空気だと思えばいいです」と淡たん々たんと告つげた。いや、無理だろう、とフェルは心しん中ちゆうで突っ込む。

　顔を見合わせるフェルとラナに、相変わらず表情筋きんを動かすのも面倒くさいといわんばかりの鉄てつ仮か面めんで、ヨミは指を一本立てた。

「贄の花嫁。あなたに、特別に話したいことがあります」

「贄の花嫁……？」

　さっきも言われたが、なんだそれは。フェルは眉まゆをひそめる。毒どく龍りゆう公こうの嫁になったことを揶や揄ゆされているのだろうか？　とすれば、あまり気分のいいものではない。

　反論なり疑問なりを声にしようと口を開きかけたフェルだが、続くヨミのひと言に思わず吞み込んだ。

「モルドレッドの剣の在あり処か、捜してるんじゃないんですか？」

「……は？」

　それはもちろん。とても。

（でも、昨日は、聖せい詩し篇へん以外に情報はないって）

　頷うなずくと、さらにあっさり続きが来た。

「じゃ、もうちょっとためになる手がかりあげます。ついてきてください」

　目の前に、「タダで差し上げますよ」と、大金の詰まったゼニ袋を置かれた気分だった。袋には紐ひもがついていて、うっかり手に取ると宙ちゆう吊づりになるアレだ。

（こういう時は、報告、連絡、相談!!）

「ちょ、ちょっとお待ちくださいませ。旦那さまを……」

　基本に戻って踵きびすを返そうとしたフェルだが、ヨミに先手を打たれてしまう。

「今、クロウ兄上なんて呼んだら逃げちゃいますよ。あとで本人に伝えるのでも遅くないでしょう」

「……」

（何考えてるの、この人）

　エルラント中央教会で世話になったカイズ猊げい下かも大たい概がいだったが、さっぱり表情が読めない相手と言うのはやりにくい。

（……よし）

　逡しゆん巡じゆんののち、フェルは、言うだけ言ってさっさと背を向けてしまったヨミの後ろに続くことにした。

「お願い、ラナ。わたしが彼について行くこと、すぐに旦那さまに知らせてくれる？」

「わ、分かった」

　小声で告げると、ラナはためらいつつ駆かけだす。

　フェルが侍じ女じよにクロウを呼びにやらせたのは分かっているだろうに、ヨミはそれについて黙ったままだった。




　──どこまで行くんだろう。

　皇こう宮ぐうの庭は広大だ。黒こく龍りゆう城じようよりもずっと。

　噴ふん水すいとどこまでも続くその向こうの運うん河が、早咲きの薔ば薇らが綻ほころぶ緑の迷めい宮きゆう、少し前に貴族のあいだで流は行やったという廃はい墟きよめいた不思議な人工洞どう窟くつ、東とう方ほうから取り寄せた竹を植えた林。白い柱の四阿ガゼボ。

　歩いている間、ずっと無言だったヨミは、やがて小さな声でぶつぶつと何事か呟つぶやいた。

「血よりもなお紅あかいもの。それは心を燃もえ焦こがす怒り」

「？」

　ああ、昨日の聖詩篇だ、と。納得はしたが奇き妙みような心地ここちは消えない。案内しながら、節ふしをつけてなおもヨミは口ずさむ。

「真ま草くさよりもなお緑濃こきもの。それは苦く舌した刺さす緑ろく青しようの毒。雪よりもなお白きもの。日にち輪りんよりも明らかな真実」

　フェルは眉まゆ根ねを寄せる。なんの暗あん示じなんだろう。

　──やがて行きついたのは、真っ白な離り宮きゆうだった。

　門もん扉ぴも白。外がい柵さくも白。柱も白。

　気づけば、すぐ前を歩いていたはずのヨミがいなくなっている。

　騙だまされた、のだろうか。

「お待ちしておりました」

　中から、人形のように表情の乏とぼしい侍女が何人も出てきて、扉を開ける。床や壁は白大だい理り石せき、柱も雪花石膏アラバスター。飾り壺つぼは白はく磁じ。敷しき物ものやタペストリまで柄がらもなく、純白。

（なに、ここ……）

　広々としているが、ひどく現実感の乏しい建物だ。

　周囲に控ひかえる侍女たちも、息いき遣づかいも足音も、衣きぬずれさえしない。自分の足音と心臓の音だけが、耳の奥にこだまする。静かすぎる。

　真っ白な回かい廊ろうを歩くと、やがて広い庭に面した部屋に通された。

　客間だろうか。やはり雪の色の長なが椅い子すが置かれ、硝子ガラスのテーブルが据すえられている。

「しばらくこちらでお待ちを」

「は、はい!!」

　ずっと黙っていた侍女が急に口を開いたので、フェルは思わず飛び上がった。しかし、それきり侍女も出て行ってしまい、フェルは一人で残される。心細いことこの上ない。

（うーん、どうしよう……）

　不安を紛まぎらわせようと、フェルは中庭のほうに近づいてみた。

　珍しい造りだ。やけに広々した露ろ台だいから、白い階段が延び、庭に降りられるようになっている。しかし、芝があるのはほんの少しだけで、すぐに湖に変わっていた。

　澄すんだ透とう明めいな浅あさ瀬せには、黄色い底砂の上に浮かぶように鱒ますがすいすいと泳いでいた。だが、そこから奥に視線を動かすと、よほど深いのか湖底がまったく見えなくなっていた。ただ、深い青緑の水を湛たたえている。

　沈んだが最後、きっと浮き上がることはできないんだろうな、と漠ばく然ぜんと分かる。──この下に、何かが眠っているのだろうか。

（なんだか気持ち悪い）

　フェルが口許を押さえると同時に、ちゃぷん、と水が揺れた。

　静かだった水面に波は紋もんが立つ。鱒にしては、大きい、ような……。

　思わずもっと覗き込もうとしたフェルに、すぐ背後から声がかかる。




「あんまり湖に近づいちゃだめ。魚が驚くわ」




　高く澄んだ、まるでガラス細工の鈴のような繊せん細さいな声だった。

（え？）

　振り向いた先に立っていたのは、小柄なフェルよりもさらに背の低い、童どう女じよじみた容よう姿しの女性だった。

　足首まで届くほどの、波打つ黒髪。翡ひ翠すい色いろの瞳。そして、身にまとう純じゆん白ぱくの絹の衣装にも劣おとらぬほど、滑なめらかで真っ白な肌。一点、血を垂たらしたように鮮あざやかな紅こう唇しん。かげろうのように華きや奢しやな肢し体たい。

　腕には、まるで小さな女の子がままごと遊びに使うような、黒いレースのドレスを着せた精せい緻ちな磁じ器き人形を抱かかえている。
















（わ、可愛い……！　きれいな人）

　フェルは目を奪わずにはいられなかった。

　一見、二は十た歳ち手前くらいかと思うのだが、好こう奇き心しんにきらめく瞳はフェルより年下にも見えるし、口許に浮いた微び笑しようはずっと大人おとなびても見える。

　フェルと目が合うと、彼女は、ふわっと花開くように笑った。

「あなた、お嫁さんでしょ？」

「はい？」

「本当に来てくれたの。ありがとう。嬉しい！」

　ととっ、と駆け寄ってくると、彼女はフェルの手を摑む。少し舌したったらずな、たどたどしい口調も、さらに幼い印象を醸かもしていた。

　しかし、その言葉に、フェルは首を傾げる。

（お嫁さん？　……って）

　烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪で、皇宮内の離宮に住んでいて。よくよく見ればおもざしも、どこか似に通かよう人を、ごく身近に知っている。でも、『彼』の母親なのだとすれば、彼女はいくらなんでも若すぎる……。

「あなたは──」

　茫ぼう然ぜんとするフェルに、にこにこと優しげな微笑みを向け。

　たおやかな仕草で、彼女はドレスの端をつまんでこうべを垂れた。

「ようこそ、お嫁さん。──私、リグレイン＝フレアメルよ」

（えええ!?　この人が……!?）

　名乗りが予想どおりであったことに、フェルはただ、声を吞んだ。




　──で。これが俗に言う『嫁いびり』というものですか。

　現在いるのは、先ほど通された、庭に面した客間だ。フェルは、長椅子の上できまりの悪い心地を味わっていた。

「どうぞ、召しあがって」

　目の前の硝子のテーブルを、ほっそりした指が示す。

　あたたかな紅茶が湯気を立て、美しい菓か子しが、甘い香りを漂ただよわせる。木き苺いちごのムース、皮ごとシロップで煮た真っ赤な林りん檎ごのコンフィチュール、さくらんぼと苺のジャム。

　たしかに美お味いしそうなのだが──

（ものの見事に赤いものばかりですが!!）

　フェルは手の平に滲にじむ汗ごと、膝ひざの上で拳こぶしを握り込んだ。

　呪じゆ毒どくは、紅く燐りん光こうを発する夕ゆう輝き晶しようを触しよく媒ばいに使うため赤い色を帯おびており、同系色を持つものに混ぜ込んで擬ぎ装そうされる。

（このあからさまっぷりは、わざとなの!?　まあ、毒入りですよね！　雑布しぼり茶とか泥水シチューにあたる何かなんですよね!?）

　突っ込みどころしか見当たらない。

（剣の手がかりをくれるとは聞いてたけど……いきなり最重要人物に会わせてくれちゃうなんて。ひょっとしなくてもヨミさま、本当にリグレインさまと手を組んでいるの？）

　推すい定てい・諸しよ悪あくの根こん源げん様だ。まさかこんなに簡単に、ご対面を果はたせるなんて思っていなかった。特とく段だん、一人で会いたくもなかった。

「あのね、お嫁さん。緊きん張ちようしてる？」

　黙りこくっているフェルに、リグレインがふと眉まゆを曇くもらせる。

「ごめんなさい。ヨミに頼んで、いきなり呼んでしまったから。びっくりしたの？」

「そ、そういうわけでは」

　そのとおりですとも言えず、背中をだらだら冷や汗が伝う。

（リグレインさま、って。え、えらい可愛いのがきたんですが！　いやいや、見た目可愛いけど毒菓子攻撃始まってるし！　これから雑布百枚とか桟さんの埃とか怒ど涛とうの追つい撃げきが来るんですかね!?）

　リグレインは、フェルの様子に小首を傾げると、膝の上の人形を抱きしめた。

「たべない？　お菓子、美味しいのに」

「うっ……」

　だって赤いじゃないですか！　と声に出して言うべきかどうか。フェルが逡しゆん巡じゆんしていると、リグレインはぱちぱちまばたきし、自みずからテーブルに手を伸ばす。

　一口大の木苺のフィナンシェをつまみ上げて口に放り込み、ぱたぱた小さく足を振りながら幸せそうに頰ほお張ばった。

（え。それ毒入りじゃ）

　驚くフェルの前で、リグレインはこくんと焼き菓子を吞み込んだ。

「ほら、美味しい」

（あれれ……ひょっとして、毒なんて入ってないの？）

　身構えに身構えていたフェルは、拍ひよう子し抜けしてしまった。冷静になれば、時たま小鳥の鳴き声が聞こえ、青い空や綺麗な湖の見える客間の風景も、のどかそのものだ。

　それに、純白のドレスに身を包つつみ、人形を抱えたリグレイン妃は、本当に可か憐れんで──やっぱりどこか童女めいていて。絶妙に緊張感が殺そがれる。一人だけ、怒った猫みたいに毛を逆立てているのは、場違いすぎる気がしたのだ。

（というか、旦那さまのお母さまなんだし……それでわたし、暫ざん定てい黒龍公夫ふ人じんなんだし。疑惑が云うん々ぬん以前に、義ぎ理りのお母さまに失礼が無いように、っていうのは大だい前ぜん提ていじゃない）

　冷静になると、頭からぶっ飛んでいたあれやこれが甦る。とんだ失礼をしてしまった。

「リグレイン妃殿下。お目め文も字じが叶い嬉しゅうございます」

　余裕を取り戻して微笑むと、フェルはこうべを垂れた。

「妃殿下、なんて他た人にん行ぎよう儀ぎはだめなの。おねがい。お義か母あさま、って呼んでみて」

　リグレインはふわふわと笑った。砂糖菓子みたいな、甘い表情。

　正直、反応に困る。不自然なほどの見た目の若さはさておき、母親の反応として──普通すぎるのだ。

（え？　ほんとにこの人リグレインさま？　同じ名前の別人じゃないの、それとも『リグレイン』ってお妃さまはもう一人いるの？　とてもじゃないけど、小さい頃の旦那さまに『呪われろ』なんて言い続けたり、パールさまに毒盛って殺した人には見えないんだけど）

「で、では、お義母さま。光栄ですわ。わたくしも、是ぜ非ひお目にかかりたいと思っておりました」

「本当？　嬉しい。だってね、この宮に、娘がいるのよ！」

　頰に手を当てて、リグレインはうきうきと続けた。

「すごいすごい！　息子ばかりなの、私。しかも、とてもかわいいお嫁さん！　せっかく、結婚したのに。あの子ったら紹介もしてくれないのだし」

「は、はあ……」

　拗すねたように唇を尖とがらせるリグレインは、くるくる表情を変える。フェルのほうはますます毒どつ気けを抜かれてしまった。

（なんか思ったよりいい人に見えてきた……）

　故こ郷きように残してきた、孤こ児じ院いんの女の子たちを思い出すせいかもしれない。小さい子に接し慣れているフェルは、条件反はん射しやでほのぼのしてしまう。

　一方で、ちらりと違和感を覚えもする。いくらなんでも幼すぎるのだ。外見も、言動も。

「ね、私、お嫁さんと一緒に遊びたい。娘と遊ぶの、夢だったの」

「……はい、喜んで。何をしましょう？」

「ドレスを着せてあげたり、お歌を歌ったり。でも、今したいのはお人形さん遊び」

　彼女は、膝の上の人形を、両手でひょいと掲かかげた。それから顔全部を、ぱっと綻ほころばせる。

（に、人形遊び？　まあ、わたしも孤児院のみんなと遊んでたから懐なつかしいけど。えーと、年齢的になんというか。改めて確認したい。ほんとに旦那さまのお母さまなんだよね？）

　フェルは、反応に困って、リグレインの背後に立つ侍女たちを見た。彼女たちは相変わらず張りつけたような無表情で、どうも助けてはくれなさそうだ。仕方ない。フェルはリグレインに向き直る。

「えーと、素敵なお人形さんですわね。どのように遊びますか。髪を結ってあげてもいいし、新しいドレスを縫ぬってもいいですし。それとも、お花で食事を作ります？」

「ふふ。本当は、男の子のお人形もあったのよ？　でも、みんな壊れてしまったの」

「壊れてしまった？」

（そういえばこの人形……女の子の形だけど、髪や目の色がウーベル陛下と同じだ……）

　ぼんやりと、昨日拝はい謁えつしたばかりの皇こう帝てい陛下の顔を思い出していたフェルの眼前で、リグレインはテーブルの上からケーキ用のナイフを取る。

　そして、次の瞬しゆん間かん──ためらいなく、人形の首に振り下ろした。

「!?」

　がしゃん。

「死んで」

　音を立てて、なめらかだった人形の顔面にひびが入る。リグレインはまったく表情も変えず、胸や、顔や、首や──そこかしこに、次々とナイフを突き立てる。

（え、ちょっと、待って。待ちませんか、あの）

　ぶつぶつと彼女が呟つぶやく言葉が、破は壊かいの音に交じって鼓こ膜まくを打った。

「死んで。死んで。死んで、死んで、死んで死んでしんで──」

　硝子ガラスの目玉を抉えぐり、頭をテーブルに叩きつけ、髪を引きちぎる。あっという間に、可愛らしい磁じ器き人形だったものは、原形もとどめぬ残ざん骸がいに変わってしまった。

　高そうな人形だったのにもったいない！　という常つねの思考すら働かなかった。状況についていけず完全に硬こう直ちよくしたフェルの前で、リグレインが「あら？」と目をしばたたく。

「おかしいの。首をはねて殺したら、あったかい、赤いのが流れるはずなのよ。どうして、何も流れないの？」

　ぷくっ、と彼女は頰を膨ふくらませた。さっきまでと、まったく変わらない幼さで。

　──こいつはやばい。

　フェルは悟さとった。逃げなければと思うのに、身体が動かない。声が出ない。

「あ、そうだ……ほんものの、人じゃないからいけないのね」

　ぐるん、と首を回し。

　大きな翡翠色の目を見開いて、リグレインはフェルを見た。深い、底なし沼の色だ。中庭の湖と同じ。引きずり込まれれば、二度と上がっては来られない。

　無む邪じや気きな笑みにゆがんだ彼女の口元から、真しん珠じゆ色いろの歯が覗のぞく。

「ね、お嫁さん」

　腕を摑つかまれる。フェルはとっさに振り払おうとしたが、力は決して強くないはずなのに、貝かい殻がらのような爪つめが腕に食い込み、まったく動かせなかった。

　言葉もなく凍りつくフェルに、赤い唇が囁ささやいてくる。

「──お人形遊び、しましょ？」




「相変わらず、悪趣味ですね。母上」




　腕を摑むリグレインの手を、誰かが上から無理やりむしり取った。

　はっと顔を上げたフェルは、すぐそばに立つ予想どおりの人物の姿に息を吞む。

「旦那さま！」

　ラナは、無事に彼に知らせてくれたらしい。よかった、とフェルは胸を撫で下ろした。

　クロウは赤くなったフェルの手首に視線を落とすと、リグレインを睨にらみ据えた。

「で？　こんなところに彼女を一人で呼び出して、……なんの用だったんです」

「あら、まあ。おかえりなさい、クロウ。こんなところ、だなんて。ずいぶんな言い草。あなたの生まれ育った宮じゃないの」

　凍いてついた毒龍公のまなざしを、込められた殺さつ気きごと嬉しそうに受け止め、にこにことリグレインは微笑んだ。

　母親を無視して、クロウは「立てるか」とフェルを促うながした。頷いて、長椅子から立ち上がったフェルを、クロウはさりげなく腕の中に庇かばう。

「シレイネ。一人で無茶はするな」

「ごめんなさい」

　恥じ入るフェルに、「……おかげで無理やり離宮に入り込む口こう実じつにはなったが」とクロウは額を押さえる。

「えーと、……こんなに早く見つけていただけると思っていなかったので、実はびっくりしております」

「ヨミの口ずさんだ聖詩篇の意味が分かったからな。最悪の可能性から潰つぶしたらこうなった。自国を滅ほろぼされた怒りと、心に悪意という毒を含み、白い離宮に棲すむ女といえば、一人しかいない」

　つまりヨミは、リグレインが剣を隠していることを知っていて、その聖詩篇を口ずさんだわけだ。教えてくれたのだから、彼はやはり味方なのか。

（でも、ここにわたしを連れてきたのはヨミさまだし……どっちなの……？）

　当とう惑わくするフェルをよそに、クロウの言葉を聞いたリグレインが、唇くちびるを尖とがらせてむくれてみせた。

「まあ、心に悪意だなんて、ひどいこと。私は、お嫁さんと楽しく遊びたかっただけよ？　そんなことを言う子に育てた覚えはないのだけれど」

「……奇き遇ぐうですね。俺も、あなたに育てられた記き憶おくがありません。殺されかけはしましたが」

「そうね」

　さらっと告つげると、リグレインはドレスの端をつまんで自らも立ち上がった。

「クロウ。とびきり可愛らしいお嫁さんがもらえたのね。それに、あなたのことを心配してこんなところまで来てくれる、とてもとても良い子だわ」

　こつこつと踵かかとを鳴らし、彼女はこちらに近づいてくる。

　クロウが背に庇ったフェルを覗き込むように身を乗り出し、にい、と微笑んだ。

「お嫁さん。きれいな髪ね」

　思わずびくりと怯おびえるフェルに、「気にするな。戻るぞ」とクロウが促うながす。半なかば引きずられるように腕を引かれ、二人はリグレインに背を向けた。

　フェルは、思わず彼の顔を見上げた。

（モルドレッドの剣のこと。追つい及きゆうしなくていいの？　旦那さま）

　ぴりぴりした緊張感は、当然の流れだけれど──それでも彼らしくない。焦あせっている？

「切って襟えり巻まきにしてもあたたかそう。夕焼けより見事な瞳。抉り出して台だい座ざにはめても、同じ色を保ってくれるかしら？　白磁みたいな皮ひ膚ふ。裂さいたら、ちゃんと赤い血が流れるの……？」

「シレイネ、聞かなくていい。この女の言葉はすべて、毒だ」

　追いかけてくる母親の言葉に振り返ることなく、ほとんど抱き込むように、クロウはフェルを連れて離宮を出ようとする。一刻も早くここから立ち去りたいというように。

　彼の手は氷のように冷たくなっていた。フェルは足をもつれさせつつ、その横顔を見つめる。

　まるで屍しかばねの瞳だ。その一いつ対ついの群ぐん青じようにともる、ほの暗い炎ほのお。

　同じものをさっき見たばかり。──背後できゃらきゃらと笑い声を立てる、彼の、母親の瞳の奥にも。

　すっかり気け圧おされ、されるがままに手を引かれていたフェルだが、リグレインの次の言葉に、全身が総そう毛け立った。

「明るい子。まるで、パールみたいね。あの子みたいに、お嫁さんもいなくなってしまうのかしら」

「……っ」

　禁きん句くとなった名前に、クロウもさすがに足を止めた。

　しかし、彼は歯を食いしばり立ちすくんだまま、決して振り返らない。

（旦那さま今、闘たたかってる……んだ）

　ふと、悟った。

　──〝お前が月をくれるというなら。俺も全力で足あ搔がいてみよう〟

　感情の赴おもむくまま、リグレインを殺してしまえれば、いっそ楽なのかもしれない。けれどクロウは、理性の力で衝しよう動どうを抑えている。「一人で絶望的な方向に歩いて行かない、共に戦う道を探す」という、フェルとの約束を守るために。

「あの子は、あなたのせいで死んじゃった。呪われた子。あなたさえいなければ、誰も死なずに済んだのに」

　しかし、続くひと言で、フェルの頭は真っ白になった。




「あなたも、この世に生まれなければ、苦しまずに済んだのにね」




　ぶつん、と。

　張り詰めきった我が慢まんの糸が、音を立てて引きちぎれた。

　おもむろにクロウの手を外して、フェルはくるりと踵きびすを返す。つかつかとリグレインのところに歩いていくと──




「ごめんあそばせ！」

　思いっきり手を振り上げて、リグレインの頰をひっぱたいた。




　ぱん、と乾いた音が離宮に響く。

「……？」

　何が起こったか分からないように頰を押さえて立ち尽くすリグレインに、棒読みでフェルは謝った。

「ちょっとお義母さまの頰に、巨大な尺しやく取とり虫が這はいずり回っておりましたの。とんだご無礼をいたしましたわ」

「シレイネ!?　何をしている。よせ」

　驚いた旦那さまが駆け戻ってきたので、フェルは同じように彼の頰を張り倒した。ぱしん。いい音がする。

「!?」

　面食らう彼の前で、仕上げに自分の頰も拳こぶしで殴なぐる。人を殴っておいて自分だけ無む傷きずではいられないわけだが、痛い。同じく平ひら手てにしとけばよかった。

「今日は尺取り虫の運動会ですのね。時に旦那さま、あなたは！　なんであんなこと言われて平然としてるんです!?」

「……は？」

「おかしいでしょうさっきのは！　明らかに、親が子供に言っていいことじゃなくてよ！」

　ものすごい剣けん幕まくのフェルに、クロウは訝いぶかしげに眉をひそめた。

　それで、分かってしまった。

　憎にくしみを耐えるのも、受け流すのも、募つのらせるのも。

（日にち常じよう茶さ飯はん事じだったんだ。こんなことを言われるのが、旦那さまにとって当たり前の日々だったんだ──ああもう信じられない!!）

　完全に据すわった目で、フェルはリグレインを睨みつける。

「呪われた子？　生まれなければよかった、ですって？　その言葉、たとえ本人が許そうとこのわたくしが許しませんわ!!　第一、憂さ晴らしで息子にネチネチ八つ当たりなんて見ているこちらが恥ずかしい!!　そんな元気と根性があるなら、鋤すきと鍬くわで大地にぶつけて畑のひとつも耕したらどうですの。非生産的すぎて、全国各地の人手不足の農家がむせび泣きますわよ！　もったいない!!」

　ひと息に言いきったあと、ぜえぜえと肩で息をする。

「お義母さま。おかげで確信いたしましたけれど、旦那さまを陥おとしいれようとしているのはやはりあなたなのですね。そんな茶番に付き合って差し上げる気力と体力と食べたご飯が惜おしいので、とっとと『モルドレッドの剣』を返してくださいませ。お持ちなんでしょう」

　ほら剣出して！　と、右手をびしっと「くれ」の形に突きつける。あとで気づいたが、ベルファスティスの夜間市で、おつりをもらう時と完全に動作が同じだった。

「ふふ、ふふふ」

　しばらく茫ぼう然ぜんとしていたリグレインは、やがて嬉しげに唇くちびるをゆがめる。

「かわいそう、お嫁さん。何も知らないくせに」

　くすくすと無む邪じや気きに笑いながら、彼女は心底おかしそうにフェルを見た。

「教えてあげる。あなたがクロウと幸せになる道なんて、ひとつもないの。解決の『扉』など見つかりっこないわ。それなのにこの子のために必死で……滑こつ稽けいなこと！」

「……？」

　なんのことか分からないフェルに、リグレインはとうとう身を折って笑いだした。

「呪われておしまい。呪われなさい──そうだ、呪われろ！　おまえたちに待つのは破は滅めつだけ。無念のうちに朽くち崩れてしまうがいい。屍しかばねはけだものにしゃぶり尽くされ野に晒さらされよ！」

　澄んだ高笑いは、しだいに狂ったような哄こう笑しようになった。口調も纏まとう空気も、がらりと変わる。先ほどまでが無む邪じや気きな童女なら、今は世を厭いとう老ろう婆ばのようだ。

（なんなの、この人。ま、まともじゃない……！）

「行くぞ。相手にしなくていい」

　あまりに常じよう軌きを逸いつしたその様子に、呆然とするフェルの肩を抱き、クロウが再び歩きだそうとした時だ。

「お待ちなさい」

　ぴたりと笑いを収め、リグレインは無表情になった。すると、幼い外見はそのままでも、表情だけが、急に年とし相そう応おうに見えてくる。

「私を疑っているのではないの？　さがしものが、あったのでしょう」

（そうだよ。モルドレッドの剣！）

　吞まれている場合ではない。我に返って、フェルは即座に食いついた。

「捜し物はあります。でも、その様子ではどうせ素直にお返しいただけないのでしょう。勝手に見つけますので、せめてこの離宮を探らせてくださいませ」

「いやよ。私の宮に入れる人は、私が選ぶわ。それに、どうせあなたたちだけで捜すのではないでしょう。下げ賤せんの輩やからがおおぜいで私の離宮を踏み荒らすのなんて。耐えられないわ」

　すぱっと切り捨てかけたリグレインだが、「……ああ、でも。そうね」と、ふと考えを改めたようだ。

「面白いかもしれないわ。それじゃあね、お嫁さん。私と、賭けをしましょう」

「賭け？」

　訝いぶかしむフェルに、リグレインはくるくると波打つ黒髪を指先に巻きつけた。

「私の出す課題を、お嫁さんにこなしてもらうの。全部できたら、兵を入らせるなりなんなり、離宮を好きにさせてあげる」

　せっかくだもの、花嫁修業風の課題がいいわね、と。楽しげに考え始めるリグレインを、フェルは凝ぎよう視しする。

（姑の課題っていうと、振り出しに戻ったような）

　ラナとした会話を思い出した。「いじめじゃないの、しつけなのよ！」などと、窓枠に指をつけて、ふっと目の前で吹かれるのだろうか。そんな半はん端ぱな掃除はしないつもりだが。

「雑巾で鼻をかむとか……」

「は？」

　フェルの懸け念ねんには親子揃ってものすごい怪け訝げん顔をされた。なんでもありません、と引いておく。

　リグレインは何げなく続ける。

「できなかったら、そうね。さっき、お人形が壊れてしまったもの。新しいのが欲しい。──だからお嫁さん、あなたを私にちょうだい」

（え）

　浮かぶのは、先ほどナイフでバラバラに破壊された人形の残骸だ。あんなふうに自分も、と思うと、思わず足が竦すくむが。

（……ここで引いたら、嫁がすたる！）

「ね？　クロウ、あなたはどう？　この子を賭ける？　でも引けば引いたで、あなたは捕まってどのみち破滅。ふふ」

「俺は反対だ。何をされるか分かったものじゃない」

「いいえ、受けますわ」

「正しよう気きかシレイネ！」

　声を厳しくするクロウに、フェルも負けじと言いかえす。

「正気の本気です。言ったからには受けて立ちます。わたくしが負けたその時は、皮をはぐなり目を抉るなりお好きにどうぞ」

「それじゃあ決まり！」

　手をぱんと合わせ、リグレインは笑う。

　フェルの決意が固いのを悟ったのか、クロウが仕方なく額を押さえる。

「……では母上、二つだけ条件を。賭けのあいだ、絶対に彼女を傷つけないと誓ちかっていただきたい。そもそも不公平な賭けだ。この程度の譲じよう歩ほは当然でしょう」

「あら、そう？　なぁんだつまらない。……ふふふ、いやだ冗談なのに。睨まないで。分かったったら。私からは手を出さないわ」

「それと、もうひとつ。不正をされてはたまらない。賭けの際には、こちらの指定する検分役を立てさせていただきたい」

「はぁい。一人や二人なら構わないわ。でも、卑いやしい者はだめよ？」

「……公平な立場で判断を下せる人間に依頼する。ただし男性であることはお吞みいただく」

　彼らのやりとりを聞きながら、それにしてもとフェルは思う。よりによって『賭け』を持ち出されるとは。

（旦那さまの常じよう套とう手しゆ段だんじゃない！）

　なんというか、言い方はよろしくないかもしれないが、こういうところは親子揃ってなんとやらだ。
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　──リグレインの離宮を出てから、クロウはずっと無言だった。

「シレイネ。進んで自分の身を危険に曝さらすな。心臓がいくつあっても足りない」

　会話のないままジルフォードの離宮に辿たどり着き、開口一番がそれだ。玄げん関かんをくぐる間ま際ぎわ、フェルは目をしばたたいた。

「危険に曝す？」

「なぜ勝負を受けた。皮をはぐなり目を抉るなり好きにしろだなんて、間違ってもあの女にだけは言うんじゃない」

　苛いら立だたしげな声に、ああ、とフェルは納得する。

「売られたケンカを買わずにいられるほどお人よしじゃございませんの。やられませんわよ。負けませんもの」

「……シレイネ！」

　クロウは語気を荒くした。

「そんな些さ細さいなことで、お前まで巻き込まれる筋合いはないだろう」

「些細なこと、ですって？」

　これにはフェルもかちんとくる。

「冗談じゃなくてよ!!　だって、何千回、何万回と、あなたはあんなひどいことを言われ続けてきたのでしょう」

（悔くやしい）

　まだフェルとは出会ってもいない頃に、彼のために何もできないうちに──悪意に満ちた呪いを浴びせられて、ずっと。

「あの人、絶対にギャフンと言わせてやりたいですわ。そんなもので、今まであなたを悲しませた言葉の報むくいになるとは思えないけど」

　思い出し怒りが再燃するフェルに、クロウは怪け訝げんそうだ。

「シレイネ。なぜ、お前がそんなに怒る？　俺の生い立ちがどうだろうと、お前には別に関係ないことだ」

「ありますわよ!!　──だって、わたくしたち共犯者なのでしょう？」

　彼の言葉を、ここぞとばかりに当てこすってやった。

「共犯者は運命共同体なんでしょう？　では、あなたの傷はわたくしの傷です。あなたが殴られたら、殴り返すのはわたくしの役目ですわ」

「お前……」

「……というのと、まあ」

　フェルは一いつ旦たん言葉を切った。

「いちおう、その……仮でも今は、今だけ、わたくしがあなたのお嫁さん、なのですし……」

　クロウの顔を見て言う勇気は無くて、もごもごフェルが口ごもっていると。不意に、クロウにぎゅうっと抱きくるまれた。

（むぎぅ）

　突然のことで身構えられなかったフェルが、やっとのことで奇き声せいを吞み込むあいだに、彼はいっそう腕に力を込める。長身のクロウにそうされると、小柄なフェルは、まったく身動きが取れなくなってしまう。

「そうか」

　クロウは、ぽつ、と呟いた。

「お前の言葉は不思議だ。……ちぐはぐで、感情任せのくせに、妙に心が軽くなる」

「それは結構ですこと。お仕事の相方が腑ふ抜ぬけていては、お役目になりませんもの」

「……言ってくれるな」

　フェルがはきはきと返すと、クロウは、ぴくりと身じろいだ。

「共犯者として覚悟ができたなら、例の覚悟も決まったか？」

「例の覚悟？　……って」

　お前から誠意を見せてみろ、とかいう例のアレか！　一拍遅れて気づいたフェルは、慌ててクロウから跳とびすさった。

「そこはまだですわよ!!」

「そうか、残念。で、覚悟はいつ頃決まる予定だ？」

「五万年後ですわ！」

（心配損ぞん!?　ぜんぜん元気じゃないの!?）

　意地悪な笑みを浮かべるクロウを、フェルは睨み返す。

　少しだけ気持ちを明るくできたなら、よかった、なんて。わずかでも思ったのが間違いだったらしい。
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「わあお。私が知らないあいだに、そんなヘンテコりんな愉たのしいことになっていたのかい」

「え……ヨミがリグレイン妃と通じてるかもって!?　噓だろ」

　人払いした第一妃──ジルフォードの母の離宮の貴き賓ひん室しつで、ジルフォードとユアンに、フェルはクロウとともに事の顚てん末まつを話していた。少し離れた位置に、ミゼも立っている。

「けど、ヨミが……？　ちょっと信じられない。あとで、オレからも話を聞いてくる。何かの間違いだ」

　フェルをリグレインの宮まで連れていったのが、仲のいい末弟おとうとだったことに、ユアンは少なからず衝しよう撃げきを受けたようだ。その狼ろう狽ばいぶりをフェルは不思議に思う。

「……昨日のご様子の不自然さからいって、そんなに奇妙でもない気はしますけれど」

「いや、ないよ。リグレイン妃とつるむのだけは。あいつは彼女を恨うらんでるはずだ」

　ユアンとパールは、よく連れ立ってヨミが引きこもっている図書室を訪れていたらしい。ヨミも二人を慕したっていたが、とりわけパールのことは本当に敬けい愛あいしていたようだ。

　彼はたまに皇都入りするたび、わずかな滞たい在ざい期間ですぐにパールを連れて引き揚あげてしまうクロウのことをひどく妬ねたんだという。時には「帰れないように、寝ているあいだに靴くつを全部書庫の本棚に隠したりとか、帰りに使う馬車を動かせないよう、中にぎゅうぎゅうに重い本を詰め込んでいることもあった」とか。幼よう児じの悪戯いたずらか。

（でも、ヨミさまがそんなにパーシヴァルさまを慕ってたんなら、そのパーシヴァルさまを殺したリグレイン妃に協力なんてするのはたしかに変……）

「嫁。その『課題』というのは、具体的にどういうものなのだね？」

　ジルフォードの問いに、フェルは、リグレインの言葉を繰くり返かえす。

　花嫁修業と称して出されたもろもろの課題は、「雑ぞう巾きん百枚明日までに縫ってこい」よりも、よほど困こん難なんで薄うす気き味み悪かった。

　──一つ、弓ゆみも矢も使わずに、大きな雁かりを捕まえて、風切り羽を抜き取る。

　二つ。触ふれれば崩れるぼろぼろの灰の縄なわをなう。

　三つ、縫い目のない亜あ麻ま布ぬののシャツを縫い上げる。むろん、針も糸も使わずに。

　四つ、水も湧わかず雨も注そそがぬ涸かれ井戸でそれを洗え。

　五つ、風切り羽を髪に挿さし、灰の縄を帯に締しめ、シャツを身に着けたら、鏡の前に姿を映さず立ちなさい、と。

「春分節オースターラのお祭りまでにそれが全部こなせたら、家や捜さがしの許可をくださるそうです」

「いや、無理だろ。ありえねえモンばっかじゃねえか」

　ユアンがげっそりと手を振る。

「入れる気がないって、はっきり言えばいいのに……」

　ぼそっと呟つぶやいたのは、背はい後ごに控ひかえて聞いていたミゼだ。もっとも、思わず呟いてしまったものらしく、慌てて「失礼を」と姿し勢せいを正している。

「あら。そう勝ち目がないわけでもございません」

　一方のフェルは、けろっとしたものだ。

「とんちですわ。こじつけながら進めば、達成できないこともないと思います」

「……とんち？」

　なんにせよフェルは、リグレインの鼻はなっ柱ぱしらをへし折りたいのだ。当然勝ちをもぎりに行くつもりではある。

（まあ、最後のほう、どうしてもやり方が思いつかないものもあるんだけど……）

　ちなみに賭けの検分とフェルの護ご衛えいについては、にこにこ笑って、ジルフォードが明るく請うけ負おってくれた。

「いくら手出ししないと言げん質ちは取っていても、嫁だけあの毒どく女おんなの宮に送り出すんじゃあ、お前も不安だろう愚ぐ弟てい。ここはひとつ、寛かん大だいなお兄様が手を貸そう。同席できない時は、ミゼを代理に立てる」

「助かります、ジルフォード兄上。あなたが役に立つ日が来るとは、人生何があるか分からないものですね」

「そうだぞ存分に感謝するがいい！　たった今、毒どく舌ぜつ弟の心ない言葉に、繊せん細さいな兄の心はずたずたに引ひき裂さかれたが、あえて文もん句くも言わずに引き受けてあげよう！　優しい！」

　クロウとジルフォードのやりとりを見ながら、フェルは苦笑した。

（こうやって話していると、やっぱり仲よく見えるし。……ご兄弟で、もっと打うち解とけていけたらいいのに）

　ユアンはともかく、ジルフォードについて、クロウは警けい戒かいしているきらいがある。たしかに底知れないところはあるが、弟たちを想うことについては、偽いつわりがないとフェルは感じている。

「……クロウ兄貴のほうは、そのあいだどうするんだ？」

「シレイネが賭けで時間を稼かせいでくれているうちに、別の方法で嫌けん疑ぎを晴らす」

　クロウとフェルは分ぶん業ぎようして勝負に臨のぞむことになる。賭けのあいだはリグレインもフェルの相手で手すきになるからだ。

「……という読みが、果たして合っているかどうかだな」

　クロウの呟きに、フェルは首を傾げた。

「そういう隙を見せる女じゃない。まだ、何か仕込んでいる気はする……」

「たしかに、そういうところはあなたのお母さまですものね」

　クロウに想像を絶するほど嫌そうな顔をされた。失しつ言げんだった自覚はあるのでフェルは「すみません」と素直に頭を下げた。

「こっちはこっちで情報を探るに当たり。──母上が知り得ない手がかりもある」

「え？」

　訝しむフェルに、クロウは直接は応こたえず、ふと空を見る。

　そこでフェルは気づいた。そういえばユアンは、モリガンとマハを連れてはいるが、新しん生せいネヴァンの姿が見当たらない。

「……まあ、そろそろ返事が届く頃か」
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　フェルたちが、リグレインの離宮でひと悶もん着ちやく起こしていたのと同じ頃。

　エルラント皇こう都とから遠く離れたユナイア王国王おう都とベルファスティス、その王宮の一室で。

「ごきげんよう、敬けい愛あいするセタンタ陛へい下か。今日も軟なん弱じやくなお見た目ですわねん。手足が小枝みたいで、ちょっと力を込めただけでぽきっと折れそうですわぁ」

「やあ、よく来たねガウェイン＝ヘラルド。きみが異い常じようなだけで、これでも腕わん力りよくはそこそこあるし、剣も弓ゆみもそれなりに得意なほうなんだがね。きみこそ今日も見苦しい・暑苦しい二に重じゆう苦くの筋きん肉にくだるまで何よりだ。加えて聞き苦しいで三重苦になる、その気き色しよく悪いオネエ言葉はいつやめるんだい？　ああ、人間やめてるから問題ないのか」

　人ひと払ばらいをした客室で、会話はたわいない皮ひ肉にくの応おう酬しゆうから始まった。燃え立つような紅あかい髪を持つ大おお柄がらな聖せい職しよく者しや──ガウェインは、思わず半はん眼がんになる。

（相変わらずよく回る舌しただなオイ……）

　さすが為い政せい者しや、ひとつ嫌味を言えば、十倍になって返ってくる。

　目の前にいるセタンタ＝マクネッサ＝ユナイア陛へい下かは、黄おう金ごんの髪と、湖こ水すいの深緑の瞳ひとみを持つ美び貌ぼうの王だが、言い合いでこの王様に勝ったためしがない。たぶん、彼に舌ぜつ戦せんで勝てるとしたら、あの性格の悪い義ぎ理りの息子むすこ候こう補ほくらいのものだろう。

「本物の『シレイネさま』はお元気ですことん？」

「おかげさまでね。汗あせ臭くさい筋肉だるまに会わせるとそれだけで体調を崩しそうだから、今回も同席はさせていないよ」

「それは結けつ構こうですことん。毒どく蛇へびと毒どく花ばなに囲まれたら、さすがのアタシも毒どつ気けにあてられそうでぇ」

　軽かる口くちを叩たたきつつ、周囲を見回してみる。何度も出入りしたお馴お染なじみの景色だ。

　高級な調度品には、よく見ると違い和わ感かんがある。飾り文字が鋳い潰つぶされた燭しよく台だい。文字が焼き消されたタペストリ。別の絵を上から描き、塗ぬり込められた天てん井じよう画が……。

　それらが、すべてこのセタンタの仕し業わざだと、ガウェインは知っていた。

（相変わらず聖詩篇を徹てつ底てい的てきに取り払ってるなあ……妹姫が『妖よう精せいの取り替え子』だとハッキリ知っていたわけじゃあるまいに、兄貴の勘かんってやつか。妹溺でき愛あいは伊だ達てじゃない）

「で、陛下。今日はなんのご用ですかしらん？　アタシに毒を吐くためにお呼び出しされたのなら、帰らせていただきますけどん」

　ガシガシ頭を搔かくガウェインに、セタンタはぴらっと一枚、指先につまんだ紙を差し出した。

「きみの報告。エルラント中央教会の最高位、カイズ第一聖席猊げい下かから聞いた話──ユナイアは妖精に対抗するべく聖詩篇を練ねり上げてきた、っていうおとぎ話めいた事実にね。余よも心当たりがあったもので、至急いろいろ調べてみたわけだ」

「妖精と国史の関わりを、ですかしらん？」

「そう。そんなきみも、聖詩篇をひもとき直していたんだろう？」

　ガウェインは頷うなずく。帰って早々に始めたのは、ユナイア中央教会に探りを入れることだ。それはセタンタも同様で、裏では妹のために聖詩篇を徹てつ底てい排はい除じよしつつ、表向きでは中央教会と良好な関係を築いている。

「私のもう一人のいもう……いや、きみの養やしない子ごをね。王おう籍せきに戻せないかという話も含めて、いろいろ気になってはいたのさ」

　だが、調べた結果行き着いたのは、『どこにも手がかりがない』という事実だ。

「コノール父上は、何も余に引ひき継つがずに亡なくなってしまった。しかし、ユナイア中央教会もなかなかの秘密主しゆ義ぎでね。思うようにはかどらない」

　嘆なげくセタンタに、ガウェインは目を眇すがめる。エルラント中央教会も相当の難なん物ぶつだったが、ユナイアも負まけず劣おとらずだ。直接情報を引き出すにはかなり時間がかかるだろう。

（まあ、身近な奴やつに何も訊きけなかったのは、おれもだな。前任の院長……ダグザのジジイも、こんな特大の秘密抱かかえたまま、いきなり逝いっちまいやがったから）

　口の中に苦いものが広がる。

　フェルが王女だということも知らなかったガウェインは、戦せん災さい孤こ児じだという話を鵜う吞のみにして悩んだ時期もあった。結果的に、その経験も無む駄だではなかったが。

「姫君たちが行方ゆくえ不明になる年と、戦争の年が一いつ致ちしているってのも、気になる符ふ合ごうですのよねえ……」

「ああ。父上といい、その前の王といい。夕暮れの姫君がいる時代に、エルラントと大きな戦争が起こっていることも──当時の王たちが皆、横おう死ししていることも」

　結局、情報はここで行き止まりになる。

　ガウェインとセタンタは、こうして極ごく秘ひに密会を重ねてきたが、真実に行き着くには材料が足りない。

　ため息をついたガウェインは、そこで、ごくかすかな音がすることに気づいた。

　こち、こち、と。一定の間かん隔かくで窓から聞こえてくる。セタンタも気づいたのか、訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「……風、じゃなさそうですねん？」

「妖精だったりしてな」

　まんざら真実にもなりかねない悪趣味な冗じよう談だんを聞き流し、ガウェインは大おお股またに窓に歩み寄る。

　いざという時には護まもれるように、セタンタを背にして聖せい杖じようを手にし、窓辺に寄ってカーテンを引いた──が、そこにいたものには二人とも啞あ然ぜんとした。

「ハヤブサ？」

　蒼あおい翼つばさを持つ小型の猛もう禽きんが、窓の外からこつこつとくちばしで硝子ガラスをつついている。その足に紙が括くくりつけられているのを見て、ガウェインはハヤブサを中に入れてやった。紙をほどいて折り目を伸ばす。

「あらやだ、クロウからですわ。伝でん書しよ鳩ばとじゃなくて伝書ハヤブサなんて珍しい」

「まあ、毒どく龍りゆう公こうらしいといえばそうだね」
















「中身は……暗号化してあるみたいです。陛下宛あてでしょうね。アタシじゃ読めませんわ」

　手紙を突き出し、ガウェインは難しい顔になった。

　クロウからの手紙は、セタンタへの依い頼らいから始まったようだ。ユナイアで調べてほしいことがある、と。

「あの義ぎ弟ていは面白いことに気づいたようだよ、ガウェイン＝ヘラルド」

　きりっと行ぎよう儀ぎよく窓の外で背せ筋すじを伸ばしているハヤブサを指先でつついていたガウェインは、手紙に目を通していたセタンタの硬かたい声に振り返った。

「面白いこと？」

「……自国についてなのに、毒どく龍りゆうはなんとも不ふ遜そんで容よう赦しやない考こう察さつをするね」

　セタンタは顔をしかめる。

「きみの話のとおりなら、建けん国こく二百年のエルラント帝国が、なぜ正せい教きようを信しん仰こうしているのか。たしかに、不思議ではあるが」

　セタンタは、クロウの手紙を要よう約やくする。

『エルラントが、妖精に対たい抗こうする手段として聖詩篇を使ってきたわけではなく。妖精の存在を許きよ容ようした上で、聖詩篇を取り入れたのだとしたら？』

「えーっと、つまりどういうことですのん？」

「鈍にぶいね脳のう筋きん吟遊詩人バルド。……エルラント建国の祖そモルドレッド帝ていは、急速に力を伸ばした。それは妖精に力を借りたせいじゃないかって、あの男は疑っているのさ」

「脳筋は余計ですわよん軟なん弱じやく陛下。って、え!?　なにそれ」

　ぎょっとするガウェインに、「たしかに、存在を織り込み済みじゃないと、はりぼての宗しゆう教きようなんて最初から選ばないだろうね」とセタンタは続けた。

「毒龍からの依頼はこうだ。なぜフェルディアは孤こ児じ院いんに預けられていたのか？　前院長との関係は？　それを探ってほしいとか……まあ、あのお粗そ末まつな孤児院に、フェルディアが預けられていたのは妙な話ではあるな。王女が匿かくまわれるにはみすぼらしすぎる。父上はあそこに足を向けたことも、口に乗せたこともないし」

　ガウェインの前任は、ダグザという老人だった。

　枯かれ木きのような手足で、たいそう口の悪い、しがない下位聖職者だったが、ガウェインにとってはかけがえのない恩おん師しだ。彼とフェルがいなければ、今のガウェインはいない。

「関係も何も、陛下。ダグザは、まあアタシと会ったときはただの貧乏吟ポ詠エ詩ル人ジだったけど。昔はお父君の専せん属ぞく預言者ウアテスだったでしょうに」

　みすぼらしいという言葉への反発を込め、ガウェインは呆あきれた声を出したが、これに対するセタンタの反応は意外なものだった。

「……はぁ？　父上の専属預言者？　誰が？」

「だぁから、うちのダグザのジジイがだよ！　ああもう素が出たじゃない！　なに、ユナイア王家は、歴代王の専属預言者の名めい簿ぼも作ってないんですのぉ!?」

　といっても、ガウェイン自身、はっきり本人に確認したわけではない。ただ、孤児院の倉庫に、恩師の肩掛けが無む造ぞう作さに突っ込まれているのを見ただけだ。今は形かた見みの品となったので、もう少し大事に保管しているが、樫樹の賢人ドルイドに次ついで位階の高い聖職者を示す青の肩けん布ぷには、たしかに双そう頭とうの獅し子しと薔ば薇らの紋もんがあった。

「いや、名簿はある。余も当然目を通しているが……ダグザなんて名はどこにもなかった」

　セタンタは難しい顔で唸うなる。

「記き録ろくが無い……って？　何か罪つみを犯おかしたから削さく除じよされたとか……」

「いいや。いかに禁きんを冒おかして降こう格かくされた聖職者であっても、専属に名を連ねたからには、いちおう記録は残っているはずなんだが。だが、待てよ？　禁を冒したといえば、たしか」

　ずいぶん昔のことだが、もう間もなく樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイドにまで昇しよう格かくする予定だった一人の高位聖職者が、奇き妙みような失しつ踪そうを遂とげたことがあったらしい。

「十年以上前のことだよ。秘伝を持ち逃げしたとか、嫉しつ妬とした同期の聖職者に殺されたとか、諸しよ説せつあったが。秘密主しゆ義ぎの教会が醜しゆう聞ぶんを恥じて口を閉ざしたから、結局真相は藪やぶの中なかになったと……余はまだ幼かったし、直接関わったわけじゃないが」

「それがジジイ、あー、ダグザのことだって？　たしかに、適当な人間がいない時、十二賢人の後こう継けい者しやが預言者から引き抜かれることは割とあるな。カイズ猊下とか、オーゼン師もそうだったんじゃないか？」

　揃そろって黙り込む。

　ワルプルギスには、あの子を決して聖堂などの神域から出すな。恩師ダグザはそう言い残して亡くなった。

（あのくそジジイのことだ。自分の死し期きくらい悟さとってただろうに。あの子の複雑な生まれについて知ってたんなら……本当に、おれに何も言い残さずに死ぬはずがあるか？）

「ガウェイン＝ヘラルド。何か気になるところはなかったか？　恩師の肩掛けで」

「うーん、特別変わったところなんて、せいぜい湿しつ気けでやられてよれよれになってたことくらいしか……あ、いや、ちょいお待ちくださいねん」

　気になるといえば。形見になった肩掛けをじっくり思い出す。

「変な位置に聖詩篇の縫ぬい取りがありましたわねん。ジジ……ダグザが最も好このんだ、『人の迷いに関する第七十四詩節』の一部の」

　[image: ]ゆずりはの芽は、老いたる屍しかばねより萌もえ出いづるもの、と。

　──〝もしもがあれば、思い出せ〟

　恩師は、ガウェインにこの詩を聞かせるとき、そう言って笑っていたものだ。

（あれは単に、生きてく上で行き詰まったら、ってことだと思ってたけど。……別の意味もあったりしてな）

「うーん。でも、[image: ]？　[image: ]って、どこに植えてある木のことかしらねぇ。うちにはないし」

「その肩掛けは今、どこにあるんだい？」

「もちろん孤児院ですわよん。場所は動かすなって言いつけで、もともと置いてあった地下の物置に、箱に入れてしまって……」

　言いながら気づいた。

　件くだんの地下室の壁には、たしか、大きな[image: ]の木が図ず案あん化かされている。

「──ひょっとして。こりゃあ、灯とう台だいもと暗し、ってやつですかしらね」

　唇を湿しめらせたガウェインに、セタンタは頷く。

「手がかりがありそうなのは、きみの孤児院……ってことかな」
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「ガウェイン先生、おかえりなさい!!」

「せんせ、フェルねえちゃんは？　ねえちゃんはまだ戻らないの？」

　孤児院に戻ると、さっそく子供たちが扉を開け、わらわらと出迎えてくれる。

　崩れ落ちた門や壁は、先日フェルが送ってくれた廃はい材ざいで補ほ修しゆうしたおかげで、多少見栄えがするようになっている。ただし、ところどころ乾いた血ち糊のりが飛んでいるのが難なんではあったが。

「ただいまみんなー。ゼファおじさんの言うこと聞いて、ちゃんと良い子にしてた？」

「聞いて、つうか聞かせてたんすよ。見た目からして初しよ見けんの子供ギャン泣きのガウェインの旦だん那なと違って、あっしの子守り力は無限大っすから」

　子供たちに引き続き、白しら髪が交じりの栗くり毛げで三さん白ぱく眼がんの中年男が、のそっと出てくる。

　ガウェインの昔馴な染じみの語フりイ部ラで、名をゼファという。孤児院を留る守すにする時、ガウェインは、彼に子守りを頼むことが多かった。

「にしてもガウェインの旦那、今日はお早いお戻りで」

「……あれっ、後ろのキラキラしたお兄さん、だあれ？」

　足元にまとわりつく子供たちに袖そでをくいくい引かれ、ガウェインは振り向く。後ろでゼファが、「ぐへえ!?」と蛙かえるが潰つぶれたような声を出した。

「せ、せた、セタンタ陛っ……!?」

「はい黙って。ちょっと邪じや魔まするよ」

　金髪のこぼれていた外がい套とうの頭巾フードを深くかぶり直し、セタンタは孤児院に踏み込む。続いて、王立騎き士し団だんの精せい鋭えい近この衛え兵へいたちが、十人ほどわらわら続いた。

「ガ、ガウェインの旦那!?　そのかた、まさかのそっくりさんじゃねえよな!?」

「あ、いや、ちょっとな。さすがに兄のほうまでそっくりさんはいねえよ。これから地下、騒さわがしくするから。引き続きみんなを頼むわ、ゼファ」




（まさか、こんな足元に手がかりが眠ってたとかな！）

　ガウェインとセタンタ、そして護衛を兼ねた捜そう索さく要よう員いんとして駆かり出だされた近衛兵たちで、孤児院の地下に入る。

　あの刺し繡しゆうが手がかりならば、答えの種はこの地に眠っているはず。

「責任持って補ほ修しゆうするから、盛せい大だいにやらせてくれ」というセタンタの言葉に頷き、大捜索が始まった──のだが。

　[image: ]の描かれた周辺の床石から剝はがし、壁の漆しつ喰くいを削そぐ。どがん、がしゃんと盛大な音が立ち、「もうちょっと静かにやりやがれ！　子供たちが怖がる」とガウェインはドスを利きかせる羽は目めになった。

「──ありました！」

　やがて、兵の一人が声を上げ、ガウェインはセタンタとともに駆け寄った。

「床石のひとつに穴があって、そこに厳重に包まれた古こ紙しが差し込まれておりまして……」

「ご苦労。お前たちは上で待て」

　セタンタが手を払うと、近衛たちは訝いぶかしみつつも出ていってくれる。

　ランプの明かりをかざし、二人は折りたたまれた古紙を広げた。

「ガウェイン＝ヘラルド。たしかにきみの恩師の字かい？」

「ああ、違いない。で、……おれ宛あてだ」

　震える手で紙を握り、ガウェインは先を読む。

『親しん愛あいなる我が弟で子しよ』

　懐なつかしい字が、時を経て語りかけてくる。

（親愛なる、だなんて、生きてた時は一度も言いやがらなかったくせに）

　状況も忘れて苦笑してしまった。あのジジイ。

（けど……これは）

『私は、継つぐべきだった十ド二ル賢イ人ドの知識を盗んで逃げた。すべて墓の下まで持っていくべき話だ。だが、あまりに老い先短い身。何かがあれば、お前にあの子を託たくしたい……』

　そこには、「到とう底てい信じられないかもしれないが」と前置いた上で、エルラント中央教会でカイズが教えてくれたのとほぼ同じ内容が明めい記きされていた。

　問題はその先だ。エルラント中央教会では、手に入らなかった情報。

『──エルラント帝国は、モルドレッド帝が当時の妖よう精せい王おうの力を借りて建てた国だ。この世のものならざる強大な力と引き換えに、彼は妖精王の要求を吞のんだ』

「あの坊や、しっかり当たってんじゃないのよ。縁えん起ぎでもない仮説が」

　思わずガウェインは唇くちびるをゆがめた。

『では、なぜ、妖精王はモルドレッドに力を貸したか。どうしても欲しいものがあったからだ。そしてそれは、妖精の力だけでは叶わぬものだった』

　叶わぬもの。なんとなく嫌な予感がする。

（最近、妖精王に狙われてるものっつったら、ひとつ、いや、一人しかいない）

　それが的中したことは、続く文面で明らかになる。

『暁あかつき、黄昏たそがれ。妖精ははざまの刻ときに依よりつく。太陽が昇のぼる明あか時ときは、青い浄じよう化かの力。そして、太陽の沈む暮くれ時どきは、紅あかい災さい禍かの力を司つかさどる』

「──妖精たちの王様は、暁の子を晩ばん餐さんに、夕暮れの子を花嫁に……」

　茫ぼう然ぜんと呟くガウェインに、「なんだい、それは？」とセタンタが瞠どう目もくする。

「黒こく龍りゆう城じよう滞たい在ざい時、イル族の若わか長おさから聞いた伝でん承しようですわん。彼はイルの首しゆ長ちようの血族に生まれる『暁の子』の取り替え子でした。イルの民は、暁の子が生まれた時に、……楡にれの棺ひつぎと死しに装しよう束ぞくを作ると」

　恩師の字は語る。それぞれの色を宿す血は、ある一族にのみ受け継がれていた。

　青い浄化の力を持つ暁の子は、殺して喰くらうことで無む害がいな糧かてに。暁の子が生まれる血筋を持っていたイル族は、妖精を信しん仰こうし、進んで生いけ贄にえを差し出すことで禍わざわいを避さけてきた。

　逆に、災禍の力を増してくれる夕暮れの子は異い界かいに連れ去り、娶めとって力を取り込む。

　花嫁を求める妖精王に、聖詩篇を編み上げて真っ向から対たい抗こうしたのが、夕暮れの子が発現するユナイア王族だったのだろうと。

『ゆえに、聖詩篇を恐れない人間の介入を欲した。妖精王はモルドレッドの野や望ぼうに目をつけ、取引を持ちかけたのだ。力をやるから、夕暮れの姫を奪うのに手を貸すようにと』

「は……？」

　思わずといったように、セタンタが間ま抜ぬけな声を出した。

「なんだい、それは。じゃあ、フェルディアは、あの娘こは……」

「取り替え子のシレイネさまと入れ替わった。生まれた時、妖精王の花嫁にされるためにさらわれたってことでしょう」

　そして、ユナイア王家は、諾だく々だくと夕暮れの姫を差し出すしかなくなったのだ。

　なぜなら、聖詩篇の力で要求を退しりぞけようとすれば、報ほう復ふくされる。

　妖精の加か護ごを受けて強大化した、エルラント帝国という装そう置ちによって──

（夕暮れの姫は、……ユナイアが、国の安全を確保するために妖精に捧ささげてきた生贄だった、ってことか）

　直系の血ち筋すじが途と絶だえれば、夕暮れの姫が生まれなくなるかもしれない。そのため王家だけは、決して殺さず、けれど生かさず。エルラントは、何食わぬ顔をしながらユナイアの隣となりで肥ひ大だい化してきたのだ。

「エルラントが妖精に協力していながら正教を信仰しはじめたっていうのは、そういえば一見矛む盾じゆんですわねえ。さすがに協力相手が異い形ぎようだから、いざという時に備えて、宗教の形に偽ぎ装そうしてたユナイアの対抗策を、いけしゃあしゃあと真ま似ねたってこと……かしらん」

「父上が……コノール王が言っていたのは、このことか。シレイネをあんなに憎にくんでいたのも……」

　取り替え子は、総じて身体が弱く、子を奪われた親に疎うとまれ、たいていはすぐ亡なくなってしまう。お披ひ露ろ目めされることもまずない。シレイネ姫は珍しい例なのだろう。

　本物の夕暮れの姫は、そもそもいなかったことになる。ユナイア王族として誕生時に受ける教会の祝福を妖精王が嫌うからだ。ゆえに「彼女」は身分を剝はく奪だつされ、ただの赤子として『生贄』になる。

「裏うら系けい譜ふによれば、余の曾そう祖そ母ぼも、黄昏たそがれの瞳を持つ姫だった。たしかに……最終的には臣しん籍せき降こう嫁かの形でユナイア王おう統とうからは消されているな」

　成長するまで一度は無事だった彼の曾祖母の時代には、伝染病の大だい流りゆう行こうで王族がばたばたと倒れたらしい。傍ぼう系けいまで含めて、すわ断だん絶ぜつの直前まで追い込まれたそうだ。

「曾祖母は血を残すために、いったんは『取り替え子』にならずに済んでいたのか」

「ほかにも当然、妖精の要求を拒こばんだユナイア王もいたんでしょうね。で、その結果が」

「夕暮れの姫が生まれる時期に合わせて、妖精の配下であるエルラント帝国と戦争になるというわけか……」

　では、フェルの場合はどうか。

　彼女が取り戻されたと思おぼしき時期にも、大きな戦争がひとつ起こっている。そして、去年の戦争で、コノール王はイグレック皇おう子じに惨ざん殺さつされた。

「……では、救出されたフェルディアは例外なのだね。今までは、妖精の仕返しに怯おびえたユナイアは、結局は夕暮れの姫を差し出しているようだから」

「それでどうなったかは、前例がない……んですのねぇ」

（どんな経けい緯いかは分からないが。ダグザのジジイは、十ド二ル賢イ人ドになるために得たはずの知識と、王宮で専属預言者ウアテスとして得た知識を使って、妖精王から奪い返したんだ、あの子を）

　そして、みすぼらしい孤児院を営む下級聖職者に身を落とし、ひっそりと本物の姫を守って生きる道を選んだ。セタンタがはっとしたように呟く。

「シレイネは、どんなに名残なごり惜おしくても、決してフェルディアを王宮に召めし上あげようとはしなかった。……あの子が姿を隠して生きるには、聖職者の庇ひ護ごがなくてはならなかったから、か」

（正教の気配を嫌う妖精を寄せつけないとともに、──聖詩篇を覚えて身を守るために、だよな。……ダグザのジジイ）

　幼いフェルを膝ひざに抱き、子守歌や聖詩篇を歌っていた恩師の、穏おだやかなまなざしが思い出される。

　──自分にもしもがあれば、この子を頼む。

（どういう気持ちで、そんなことをおれに言ったのかなんて……もう、訊きけねえのか）

「フェルディアも心配だが。……もうひとつ特大の懸け念ねんが残っているね」

「そうですわねえ……」

　セタンタとガウェインは、顔を見合わせる。

「花嫁を奪い返したコノール王は、結局報ほう復ふくから逃のがれられなかったんだ。しかし、もう一人、どう考えてもよっぽど罪深い人間がいる。妖精の花嫁を横取りした者が」

　──クロウ。

　彼は、妖精王の報復を受ける可能性が最も高い。

　しかも、すぐそばに──エルラント皇こう宮ぐうに深く入り込んでいる妖精に。

「なるほどな。獅し子し身しん中ちゆうの虫、とはよく言ったものだぜ……！」

　すぐに報しらせなければならない。ガウェインは舌打ちした。

「ああ。取り急ぎ、だな。あのハヤブサはまだいるだろうか」

　頷いたセタンタだが、何か引っかかることがあったらしい。「いや、少し待ってくれ」とこめかみを押さえた。

「どうされましたのん？」

「大だい醜しゆう聞ぶんだな、と思っただけだ」

　刷すり込こみで戦争に誘ゆう導どうされてきたのだとしても、──エルラントは、妖精に利用されてきた国ではあるわけで。

「聖なる英えい雄ゆうであるはずの建けん国こくの祖そモルドレッドが、異形の傀かい儡らいにすぎなかった……なんて話は。それどころか、妖精に使し役えきされてきたとなれば」

　その先をセタンタは口にしなかったが、おそらくは彼も分かっているはずだ。エルラントだけではない。このことが明るみに出れば、逆に、化け物の報復を恐れて、姫君を差し出してきたユナイア王家の威い信しんも失しつ墜ついする。

　ご同類だからこそ、クロウはセタンタに探らせたのだ。

「相変わらず嫌な知恵が回る男だな、余の義弟おとうとは……」

　遠い目をするセタンタに、ガウェインも生ぬるい笑みを返した。けれど、事実の続きに気付くと真顔にならざるを得ない。

「つまり、このままじゃ……。あの子を王籍に……平民からお姫様に戻すのは到底無理、って話なんですわね」

「……それどころか、まともに結婚すらできないじゃないか」

（くそっ……！　なんだよ、そりゃ!?　あの子が何したってんだ。ふざけんな！）

　ガウェインの苛いら立だちをよそに、セタンタはまだダグザの手紙と睨み合っていた。

　やがて彼は、ぽつ、と言葉を落とす。独ひとり言ごとのような調子だった。

「気になることがひとつ……初代は確実にクロだとしても、姫が生まれるたび奪われてきたユナイアと違って、歴代の皇帝たちがみな、妖精の存在を承知していたのかどうかは怪しいところだと思うのだが？」

「はい？」

「いや、エルラントでも現在は、ユナイアと同じように妖精は『おとぎ話』扱あつかいになっているだろう？　戦争を引き起こしてきたエルラント貴族の反ユナイア派たちだって、みながみな、真実を知っているとは思えない……」

　セタンタの言げんに、ガウェインは顔をしかめる。

「たしかに、そうですわねえ……反ユナイアの筆ひつ頭とうだったイグレック殿下なんて、皇こう籍せき剝はく奪だつされて、挙あげ句く呪毒で発はつ狂きようしちゃったわけですものねえ」

　だが、報復の戦は変わらず行われてきた。なぜか。

（あと、あの子の眼めに宿る不思議な力の正体だって分からないままだし……）

　ということは──この話には、たぶんまだ、裏があるのだ。
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「お疲れ、ネヴァン。……いきなり酷こく使しして悪かったよ」

　いかに最速の鳥とはいえ、さすがに飛び疲れたのだろう。

　拠きよ点てんにしているジルフォードの離り宮きゆうまで帰ってくるなり、腕の中でぼてっと潰つぶれてしまった若いハヤブサを、ユアンが介かい抱ほうしている。

　クロウは、ほっと息をついた。薔ば薇らと双そう頭とうの獅し子しの紋もんを捺おした返信が結んである。目的の相手のところを、無事に往おう復ふくできたようだ。

「たしかにできるって言ったけどさ。まさか本当にユナイア王宮に飛ばすなんて」

「悪い。が、助かった。──お前のネヴァンには、今度はシレイネのところでもう一働きしてもらうことになるな」

　クロウの言葉を理解したわけではないだろうが、しばらくへたっていたハヤブサは、やがてむくりと身を起こすと、革手袋をつっついて肉を催さい促そくする。

　ユアンに与えられた羊よう肉にくの褒ほう美びをがつがつ食べると、「一いつ丁ちようやってきます！」と言わんばかりに翼つばさを広げて伸びをし、再び任務を帯びて窓から飛び立っていった。健けな気げだ。

「クロウ兄あに貴きもこのあと出るんだろ？　いいのか、準備しなくて」

「──まだ少し」

　ネヴァンの足に結んであった手紙に、クロウはざっと目を通す。

（ダグザ老の手紙が見つかった、か。嫌な予想が的てき中ちゆうしてくれたようだな）

　難しい顔で顎あごに手を当てていたクロウに首を傾かしげつつ、ユアンが空くうを見て「あ」と声を上げる。

「クロウ兄貴。この部屋、パンってある？」

「？　ああ。それなら、さっき間かん食しよくに侍じ女じよが置いていったものが」

　ユアンは窓を開けてバルコニーに出ると、手の平に、ちぎったパンを載のせた。

「おいで」

　口くち笛ぶえを吹くユアンの腕に、ばさばさと真っ白い鳩はとが一羽、舞い降りてくる。

「あのさ兄貴……この鳩、『エルネットさりた』って羽に書いてあるんだけど」

「細かいことは気にするな」

　ユアンのおかげでか、今日は鳥尽くしだ。こちらも手紙をほどき、「クロウ兄貴、あんた宛あてみたいだぜ」とユアンが手渡してくれる。

（キリヤから、か）

　クロウが皇こう宮ぐうに出向く前に、調べておいてほしいと頼んであった内容だ。

（敵の情報が集まってきた。……あとはどう対抗するかだ）

　クロウは、机に置いた革表紙の感かん触しよくを指先で撫なでる。亡ぼう弟ていパールの日記帳だ。皇宮に来るまでに、彼の流した血で固まった頁ページを切り離しながら、クロウはこれを読み込んでいた。

　狂きよう死しする寸前までつけられていた日記は、妖精を巡る伝でん承しようや考こう察さつも詳くわしく記されている。『楔くさび石いし』の文字のほかに、〝扉〟に関する記き述じゆつもある。ただし、最も重要な部分については、呪毒に冒されていたせいで、解かい読どく困こん難なんな殴なぐり書きが多いのが難なん点てんだった。

　気になるのは、そこに出て来る走り書きのひとつ。

（『血よりもなお紅あかいもの。それは心を燃もえ焦こがす怒り、真ま草くさよりもなお緑濃こきもの。それは苦く舌した刺さす緑ろく青しようの毒どく。雪よりもなお白きもの。日にち輪りんよりも明らかな真実』……剣の情報として、ヨミが口ずさんでいた聖せい詩し篇へんだ。……果はたして偶然、か？）

　そういえば、教会育ちでユアンは聖詩篇に詳くわしい。詩の出典を尋ねてみると、「三大詩トリスケリオンの『知識』の第二十三詩し節せつだよ」とあっさり答えがある。

「聖詩篇って、基本は三つずつ枝分かれしていくんだってのは知ってるよな。今回の肝きもは、怒りと毒と真実」

「……それが『知識』とどう関係が？」

「っとだな。三さん要よう素そのうち、増大は善よきもの、減少は悪あしきもの。この二つ、対立要素なんだよ。今回の春分節オースターラでも、善悪二柱の花霊ペルヒトが戦うだろ？　兄貴は今回、善だけど……そういや悪って誰になったのかな。ジル兄貴も違うらしいし。まあいいか」

　ユアンは解説がてら、近くにあった羽根ペンを見立てに使った。白い羽が善、黒い羽が悪。

「話戻すぜ。で、『知識』の位置づけはというと。この節だけ、中間なんだ。善くも悪くも転ぶものってことで、どっちの要素も含む詩篇が入ってる」

「善でも悪でも、白でも黒でもない。……あわい、か」

　考え込むクロウに首を傾げつつ、「じゃあオレ、とりあえずこいつを籠かごに入れてくるから」とユアンは鳩を連れて出ていった。

（『扉』の手がかりではない、か……？）

　クロウもこのあと一仕事ある。自分も出なければと思いつつ、ふと、誰もいなくなったはずの部屋に人の気配を感じた。

「──！　誰だ」

　鋭い誰すい何かに応じ、しばらくすると、きいっと扉が開いて、人影がひとつ室内に滑すべり込んでくる。ざんばらの黒髪に、黒青の瞳ひとみの少年だ。

「わあ。ばれちゃいましたか」

「ヨミ？　……どこから入った？」

「玄げん関かんから。この離り宮きゆうは、大丈夫かと心配になるほど開かい放ほう的てきなので、頼めばだいたい、入れてくれます」

　ヨミはあっさりうそぶくと、コツコツと靴くつ音おとを鳴らしてクロウの前に立った。

「さて、さっきの聖詩篇の話。お捜しのものについてですが」

　彼はリグレインの宮にフェルを連れて行った張本人。警けい戒かいしつつも奇き妙みように思うクロウに、ヨミは指を一本立てた。

「問題です。赤は、それを振るうだけ飛び散る怒りと血です。緑青は、時がたてばそれが浮かせるものです。白は白はく刃じんを表します。さて、『扉』とはなんでしょう？」

「……剣」

「まあ、緑青だけ見立てですけどね。史書によれば、お捜しのものは銅ではなく鋼はがねだそうなので」

　陳ちん腐ぷな言葉遊びだが、クロウは眉をひそめた。

　モルドレッドの剣は、真しんの勇ゆう者しやにしか抜けないように、悲鳴を上げる石に突つき立っていたという。

　当然、石は剣より大ぶりのものだと考えていたが──もしも、剣が石に刺ささっていたのではなく、石が剣にくっついていたのだとすれば？

　解決の『扉』は見つけられっこない、とリグレインは言っていた。

（ひょっとして『扉』が、モルドレッドの剣なのか？）

「それ、言いに来ただけです。あとは勝手に頑がん張ばってください」

　ヨミはそのまま、ふいっと背を向けてしまう。

「──待て」

　とっさにクロウは呼び止め、疑問を口にする。

「お前、何が目的なんだ」

「用事をもうひとつ思い出しました」

　ヨミは、不意にくるっと踵きびすを返してふたたびこちらに戻ってきた。

　それからおもむろに、机の上にある日記を指さす。

「それ。パール兄上の日記帳じゃないですか？」

「は？」

（なぜ、それを）

　クロウはぎくりとした。紅こう龍りゆう師し団だん兵へいの追及を逃のがれるため、カイズの手で擬ぎ装そうされているから、一いつ見けんするところは、ただの聖詩篇の写しなのに。

「ずっと昔、読ませてもらったことがありますから。というか一度目を通した本は、装そう丁ていが変わろうが黄ばんで紙し魚みが食おうが何がどれか当てられます。見覚えのない染みもついてますが、劣れつ化か具合も推すい定ていどおりなので間違いないです」

「……すごい以前に怖いぞ、お前」

　さすが『書庫番』である。

　突っ込んでから気づいたが、似たような特技の持ち主をクロウも一人知っている。ゼニ袋を持っただけで、中身の金額を当てる奴やつなら、たいへん身近に心当たりがあった。

「触らせてください。……触れるだけです。それ以外何もしません」

　口調こそ淡たん々たんとしていたが、ヨミの声は懇こん願がんに近かった。

　仕方なくクロウが日記を差し出すと、彼は無表情なりにぱあっと瞳を輝かがやかせ、それを恭うやうやしく受け取った。

　指先で、革表紙をめくり、ヨミは懸けん命めいに視線を走らせている。クロウは、言葉もなくそれを見守った。

「取り戻したいものがあるんです」

　やがて、ヨミはぼそりと告げた。

「クロウ兄上。あなたには分かるはず」──と。










[image: ]




　弓も矢も使わずに、大きな雁かりを捕つかまえて、風切り羽を抜き取るにはどうすればいいか。

「──獲とった!!」

　フェルは快かい哉さいを上げた。離り宮きゆうの湖のほとりで、ばしゃばしゃと水しぶきを上げている大きな茶色い雁の首には、はっしと小型の猛もう禽きんが爪を立てている。飛び立つ瞬しゆん間かんを狙ねらったようだ。

（昔取った杵きね柄づかふたたび！　鷹たか匠じよう手伝いの仕事やっといてよかったあ！　まあ、ユアンさまがよく馴ならしてくださってなかったら無理だったかもだけど！）

　借りものの革手袋にネヴァンを留とまらせ、フェルはぐったり気を失った雁から、風切り羽を抜き取った。ネヴァンは今朝がた大仕事を終えたところらしいのだが、なんとか頑がん張ばってくれたようだ。

「すごい、すごーい！　お上手！」

　ふいに、ぱちぱちと背はい後ごから拍はく手しゆが聴こえ、フェルは振り向いた。

　黒髪を紅あかい椿つばきの飾りがついたピンで結い上げ、白いドレスを身に着けたリグレインが、にこにこ笑いながら立っている。その背後には、ジルフォードとミゼも検けん分ぶん役として同席してくれていた。

「一件目、このジルフォード＝グリフレイ＝エルラントがたしかに見届けた」

　リグレインの動向が気がかりなのか、さしものジルフォードもいささか表情が硬かたい。

「お義か母あさま。まずはひとつ、課題をこなしましたわ」

「そうね。お嫁さん、すごい！」

　挑戦的に言ったフェルだが、リグレインは笑みを深めたきりだった。

（ちょっとは焦あせっていただきたいんだけど！）

　相変わらずの、幼い容よう姿しと言動。腕には、また新しい人形がある。

　お義母さまの心は読めない。フェルは勝負前に「ギャフンと言っていただきますわ」と宣せん言げんをしたのだが、あっという間に「まあ、なんのお遊び？　ふふっ、ぎゃふん！　きゃっ、言っちゃった」などと返ってきた。屈くつ辱じよくだ。

　彼女の異様な若さと幼さについて、クロウから話は聞いている。最愛の夫に続き、生まれたばかりの娘まで目の前で殺されてから、リグレインは心を壊した。それと同時に、彼女の中の時も壊れてしまったのだという。

『……二十年以上、ずっと彼女の容姿は変わらぬままだ。それどころか、心は日に日に幼くなっていく。昔はあそこまででもなかったはずだが、特にパールが死んでから、急激に退行が進んでいった気がするな』

　クロウの言葉を思い出し、フェルはぞくっと背筋が寒くなった。

（それにしても……）

　離宮の中を見て回るうち、フェルは不思議な気分になった。

（旦だん那なさま。ここで育ったんだ。パーシヴァルさまと、いっしょに）

　最初に訪れた時から、奇き妙みような館やかただとは思っていたけれど。改めて見ると、浮うき世よ離ばなれした気味の悪さが目立つ。

　先日は奇き怪かいな増改築をされた教会に驚かされたが、今回の気味の悪さは、最初から計算されたものだ。

　白い柱。白い壁。白い床。白い天てん井じよう。

　一点の曇くもりもなく磨みがかれた窓の硝子ガラス。カーテンも純白。

　館の外にある湖は、澄すんで真まっ青さおだ。同じような清せい冽れつな湖水を、〝森の斎場ドルネメケン〟エルラント中央教会でも目にした。あれと同じ水すい質しつなのだという。

　まるで人形の家だ、とフェルは感じた。何もかもが、清らかで美しく整いすぎている。およそ生きている人が暮らしていると思えない、無む機き質しつな空間。

（ずっといると病やみそう、ここ）

　実際、さっきから、すでに妙みような気持ちの悪さはあった。

　耳鳴りに交まじって、誰かの囁ささやきが聴こえる。

　──〝どこにいたって見つけ出す。ほら、だってその眼めにまじないをかけてしまった〟

（い、痛っ……！）

　不意に、頭を強い痛みが襲おそう。

「大丈夫かね、嫁。顔色が悪いが」

　思わずよろめいたフェルを、とっさにジルフォードが抱き留めてくれる。リグレインの姿は無い。ずいぶん先に歩いて行ってしまったようだ。

「あ、ごめんなさいお義に兄いさま……少しめまいがしただけですわ。なにせ動くだけで足が折れ、空気を吸すうだけで肺に穴が空あくほど病弱なものでゲッホゲホ」

「そうか！　それは大変だな！　じゃあ、ひとつそこの庭木まで駆かけっこするか！」

　わざとらしく咳せき込こむと、「なんというド下へ手たっぴな咳だ！」とジルフォードは爆ばく笑しようした。彼は、フェルが『偽にせ物もの』だと知っている。

「どうだね嫁。夫が生まれ育った宮に来た感想は」

「ええっと……個性的な色いろ遣づかいというか。清らかで、清きに魚うおも棲すみかねて、もとの濁にごりの田た沼ぬま恋しきって感じですわ」

　昔ケイが教えてくれた、極きよく東とうの歌を思い出してしまった。包つつみすぎてよく分からなくなった感想を、ジルフォードはすぱっと要よう約やくした。

「だろうな!!　ちなみに私の感想はこうだ。吐きそうなほど気色悪い悪趣味空間だな！」

（包め！）

　思わず顎あごを落としかけるフェルに、「この宮は」とジルフォードは周囲を見渡した。

「リグレイン妃ひのために、父上が特別に建たてさせたものだ。一から十まで、すべて彼女の希望に合わせてな」

「……この広い離宮を、一から？」

「もとからある湖を活いかしてだが、建物や庭園はすべてだな。こうして見ると、あまり昔と変わっていない。……懐なつかしいな。愚ぐ弟ていたちがいた時は、今ほど立ち入りの制せい限げんが厳しくなくて」

　クロウはここで育った。パールと一緒に。

　視し線せんを巡めぐらすと、白い柱の並ぶ回かい廊ろうに、弟の手を引いて歩く、賢さかしい顔立ちの黒髪の少年の幻まぼろしを見そうな気がした。

「どんなお子さんだったのかしら。旦那さま」

「さすがに今よりは可か愛わいげがあって──そうだなあ。基本的には、見目がよく、頭の回転が速く、大人びて、生意気で根ね暗くらで陰いん鬱うつで嫌いや味みで、パール以外に話し相手がまったくいない感じの」

「それ、今より可愛げありますか」

「ないな！　だがまあ、多少は分かりやすく健けな気げではあったかもしれない」

　フェルの指し摘てきにジルフォードは声を上げて笑い、それからふと、表情を翳かげらせた。

「そしてここで何度も、クロウは母親に殺されかけた」

「え──」

　実母に、子守歌代わりに呪じゆ詛そを詠うたわれ続けたこと、心無い言葉を浴あびせられていたことは、フェルも知っている。

「最初は記き憶おくもないだろう。生まれたばかりの我が子を見るなり、リグレイン妃は、真っ先にくびり殺そうとしたそうだから」

　しばらくは、父親もジルフォードの母の離宮にクロウを預けて安全を図はかっていたが、やがて、生命力を試すようにリグレインの宮に帰した。

　そこからは地じ獄ごくだっただろうと、ジルフォードは語る。

「じかに斬きりつけられるよりは毒どくを盛もられることが多かったからな。あの子も食事には気を遣つかっていたが、身の回りの品に塗ぬられることもあったし、……ひどかったのは、十三歳の時に毒どく蜘ぐ蛛もを衣服に仕込まれた時かな。胃い液えきを吐はいて、高熱を出して。あれはさすがに、死ぬんじゃあないかと思ったぞ」

「……」

「といっても、幼かろうがそもそも賢い子だからね。自分で応急処置をして……あとはパールが、死に物狂ぐるいで助けたな。つきっきりで看病して、誰も兄に近づけなかった」

　フェルは言葉もなかった。

（この白い離宮で）

　実母に、何度も殺されかけたのだ。彼は。

　果てには守りたいと、心から願った大切な弟さえも失って──

「辺へん境きようの地に行きたいと、あの子は昔私に言ったよ。弟を連れて、母親の手の届かないところまで」

　胸が軋きしむ。フェルは、手の平に爪つめが食い込むほど拳こぶしを握りしめた。

「パール以外の誰も、あの子を守らなかった。パールだけがあの子の心のよりどころで、理性を保つ砦とりでだった。……喪うしなわれてしまったがね」

「ひどい」

　フェルは唇くちびるを嚙かむ。

「それは、リグレインさまだってお辛つらいのでしょう。でも、旦だん那なさまのせいじゃないのに。パーシヴァルさまだって関係ないのに！　なんで、どうしてそこまでされなきゃいけないんですか」

「嫁、落ち着いて」

「いいえ落ち着きません。許せないし許しません。世界中の誰が、リグレインさまを憐あわれんだって、仕方ないねと首を振ったって、わたしだけは絶対許さない」

　目の前が真っ赤になる。怒りのままに、矢や継つぎ早ばやに口走るフェルの肩に、ジルフォードはぽんと手を置いた。

「大丈夫。あの子はあれで、なかなかの幸せ者だ」

「……？」

「一時はどうなる事かと思ったが」

　ジルフォードは微笑ほほえんだ。

「今は嫁がいるだろう。あの子の過去に心を痛めて、あの子たちのために怒ってくれる者がね」

　フェルはぽかんとしてジルフォードを見た。

　彼は離宮の緑を見渡す。灰かい青せいの髪を、風が巻き上げた。




「誰か一人、そばで自分を理解してくれる人がいればいい。たった一人でいい。それでずいぶん、人は救われるものだ」




（……その言葉）

　ジルフォードの言葉が、誰に向けられたものか。フェルは、ちらりと背後を見やった。

　会話が聴こえているのかいないのかは分からない。すぐそばには、ジルフォードの忠実な女おんな護ご衛えいが控ひかえている。

「そうだな。きみだけは許さないでいてほしい。それで、できればここで感じたことを、あの子に伝えてやってくれ。……昔の私には、できなかったことだ」

　仮かり初そめの義ぎ兄けいは、複ふく雑ざつな笑みを浮かべた。

「……え？」

「ここで感じたことだけじゃないな……ふうむ。たとえばだ。嫁、きみの親御は優しかったかね。ああ、実際に接してきた人たちのことだぞ」

（実際、っていうと）

　つまり、『シレイネ姫』にとってのコノール王ではなく。『フェル』の親──ガウェイン先生のことか。

「はい。世界でいちばん、かっこよくて優しいですね」

　勢いきおいよく頷うなずくと、「じゃあ」とジルフォードは言った。

「きみが嬉うれしかったこと。楽しかったこと。いろんな記き憶おくをあの子に教えてやってほしい」

　きみの見てきたすべてが、あの子を癒いやしてくれるだろうから、と。





[image: ]






　その晩。

　フェルは、ジルフォードの用意してくれた離宮の貴き賓ひん室しつにいた。

　居い心地ごこちのいい部屋だ。広く切られた窓から、闇やみ色いろの空に、皓こう皓こうとした月が上がっているのがよく見える。

　寝しん台だいにも長なが椅い子すにも、銀ぎん糸しで小花模も様ようを刺し繡しゆうした揃そろいの布が敷しかれ、卵色の漆しつ喰くいの壁にはとろりと灯とう火かの光が映えて、いずれも柔やわらかな色合いが目にやさしい。

　隣となりで長椅子に腰掛けているのはクロウ。しっとりと二人揃って何をするかといえば。




　問い：新婚夫婦が、夜、ひとつの部屋ですることといえば？　──答え：作戦会議。




（あ、また下品な現実逃とう避ひが）

　フェルは頭を振って、どこか懐かしい残念冗談を追い払った。

「まずはリグレインさまから『モルドレッドの剣』を奪うばい返して、身の潔けつ白ぱくを証明しないといけないわけですけれど……そのあとはどうなさいますの、旦那さま」

　深いため息をつき、フェルは口をつぐむ。

「ああ。ひょっとして、心配しているのはケイのことか？」

「剣の盗とう難なんについてはやましくありません！　とお分かりいただけたとしても、ケイさまのことは別件ですわよね？　景けい王おう朝ちようの密みつ偵ていなのだとしたら、あのかたが黒こく龍りゆう城じようにいらっしゃる限り……」

　言いながら、もしこれで本当に、ケイが黒こく龍りゆう城じようから去ってしまったら寂さびしいな、とフェルは思った。

（まあ、わたしも立夏ベルテイナでいなくなりますけども！　でも、ケイさまみたいな慣れたかたが辞やめたら、旦那さまもお仕事しにくいだろうしなあ）

「それにケイさまのことにかこつけて、ウーベル陛へい下か、大商路の計画を潰つぶす気なのでは……というか、ひょっとして、ユナイアや景に出しゆつ兵ぺいしたり……！」

「その件なら心配いらないだろう。父上も、大商路そのものは欲しいと思っているはずだ」

　淡たん々たんと推すい察さつするクロウに、フェルは「え!?」と目を剝むく。

「あの人は、東方帝国とは友好関係を築いておきたいようだから。その証しよう拠こに、密みつ偵ていだと名指しされたあともケイは拘こう束そくされなかったし、今でも自由に動き回っているだろう？」

　ユナイアをぶち抜き、東西貿ぼう易えきに最短路ができることは、ウーベルにとっても悪くない話だ。だからこそ黙もく認にんされていた。

「ええ？　その割に、今回、旦那さまをいきなり捕らえようとなさいましたけれど……」

「演出としてはな。だが、現にこうして猶ゆう予よを賜り、もったいなくも泳がせていただいているだろう？」

　商路の建設は大事業だ。まともに成なし遂とげればエルラント国内でクロウの権けん勢せいが増すが、そこはウーベルにとって面白くないのだ。

「どちらに転んでもよかった。あのまま捕まって処しよ断だんされればそこまでの話だし、たとえ宝剣を盗んだ疑いは晴らせても、ケイのことがある限り俺は脛すねに傷持つ身になる。父上は、従じゆう順じゆんにならざるを得ない手て駒ごまと、東方交こう易えきの利益を同時に手に入れられる」

　リグレインの目もく論ろ見みは、ウーベルにとって都合が好よかった。

　二人は共きよう謀ぼうはしていない。リグレインはウーベルを心底憎ぞう悪おしている。リグレインが、自分への恨うらみをクロウにぶつけていることを知っているから、ウーベルはその感情を利用して、クロウの力を殺そぎにかかっているだけだ。

「さ、殺さつ伐ばつすぎる……！」

（親子とか夫婦のあいだの話だよね!?）

　フェルは呻うめいた。「どうも」とクロウは気のない返事をしてくる。もっとほかに言うことはないのか。

（まあ孤こ児じのわたしが言うこっちゃないけど！　なんかこう、肉親のあったかみみたいなものを、ちょっとでも持っといてほしかった!!）

　両手で頭を抱かかえて悶もん々もんとするフェルに、「それはさておき」とクロウは咳せき払ばらいする。

「剣を取り戻す。たしかにこれはまず必ひつ須すだ、が。そうすると単に母上の野や望ぼうを潰つぶすだけで、父上のほうはどうにもならないだろうからな」

　目的か手しゆ段だんかといえば、手段にするのはうまくないとクロウは言う。

「お前の心配事については、もうひとつ──ケイの身分を活いかして、ちょっとした細さい工くをしているところだ」

（身分って、家か令れいの身分？　それとも密偵のほう？　そういえばケイさま、今、どこ行ってるんだろう）

　フェルが不思議に思って質問すると、クロウは笑って唇を開き、今後の方針を教えてくれる。フェルは頷いた。

　次に、今日の様子や、互いの首しゆ尾びを簡単に報告し合う。

「課題は上々です、今のところ。四つ目の、水なしの井戸まではなんとかこなせると思うのですけれど、そのあとが……」

「難しければ引ひき延のばせばいい。熟じゆつ考こう中ちゆうだとでも言って、大きく構かまえておけ。無事にしのげばそれで」

　何か嫌いやな目に遭あわなかったか、と。

　クロウは静かにフェルに尋ねた。「大丈夫ですって！」とフェルは首を振る。

「ジルフォードお義兄さまもミゼもいるのですもの。白はく龍りゆう兵へいも数名お借りして、離宮の門の前に控ひかえていただいていますし。そうそう危険には遭あいませんわ」

「……だといいが」

　クロウの表情は晴れなかった。

　彼は少し逡しゆん巡じゆんしたのち、珍しく、素直に気持ちを吐と露ろしてきた。

「正直、あの場所にお前がいるのは落ち着かない」

「なぜ？」

「……あの場所の持つ毒どつ気けにあてられてほしくないから、かな」

「旦那さまらしくないですわね」

「そうでもないさ。今日も、何度自分も様子見に行こうと思ったかしれない。もし、を考えると止まらなくなる」

　フェルは、どんな顔をしていいか分からなくなった。

（あの離宮は、そこで育った旦那さまにとって、優しくない場所だった）

　──〝世界でいちばんあなたが大好きよ、フェルディアちゃん！〟

　明るい声を思い出す。養やしない親であるガウェインは、血の繫つながりはなくても、フェルを心から愛してくれた。

　愛情をたくさん注そそがれて育ったフェルには、彼の苦痛は分からない。理解した気になってはいけないと思う。リグレインの苦しみも。パールのことも。

　──〝きみの見てきたすべてが、あの子を癒してくれるだろうから〟

（どうしよう……）

　フェルは悶もん々もんとした。

　勝手に昔の話を聞いてしまったこと、謝ったほうがいいかもしれない。そのぶん、楽しい記憶を、彼に話してやってほしいとは、ジルフォードの言げんだ。

　嫌いや味みにならないように、と思うと、どうもネタが見つけにくい。

（何がいいかなあ。話のきっかけも作りやすい感じの、実じつ践せん込みのがいいかな……）

　うんと幼い頃、ガウェインがしてくれたことで、嬉しかったことはいくつもある。取りわけ好きだったのは、「高い高い」だ。

　力強い腕でひょいっと持ち上げられると、空が近くて、まるで飛んでいるようで。そおれ、という掛け声も、一緒に笑い合うのも楽しかった。よし、これだ。

「旦那さま、ちょっと立っ……」

　──クロウは、フェルより頭ひとつ半、背が高い。

　腋わきに手を差し込んでからのオチが手に取るように分かる。

　よしんば頑張って持ち上がったとして、そのまま後ろに反そり返かえり、旦那さまの脳のう天てんが床に激げき突とつするさまがありありと浮かんだ。

「…………」

「どうした？」

「いえ、……」

　ほかに好きだったのは、ぎゅうっと抱きしめられて、頭をぽんぽん撫なでられること。

　うんと広い肩かた幅はばが頼もしくて、厚い胸板や大きな手があたたかくて。誰よりも心強かった。

「旦那さま、ちょっとこっちを向い……」

　クロウは、フェルよりよっぽど肩幅が広い。胸板と手も同様である。

「旦那さま、縮んで!!」

「急になんだ!?」

　ぎょっとするクロウに、「なんでもありません」とフェルは慌あわてて取り消した。

（だ、第一、正面から抱きしめて頭撫でるとか……！）

　恐おそろしい発想だ。そういえばもう、月がずいぶん高い。世にいう深夜ボケとはこのことか。

（さて、どうしよう。──あっ！）

「……そうだ。旦那さま、ちょっとお掛けになって待っていらして。あ、そこの背もたれのない椅子にお願いします」

　ガウェイン先生が、小さい頃のフェルにしてくれたことで。

　とびっきり好きだったことを、もうひとつ思い出した。

　緩ゆるむ頰ほおを押さえるフェルに、クロウは多少たじろいだ。

「構わないが……なんだ？」

「髪を梳すいてさしあげますわ」

　ガウェインの大きな手は、当時、少し不器用だったけれど。

（自分と同じ年だった頃の旦那さまには、もう会えない。──でも、少しでも伝わればいい）

　先生に髪の毛を梳いてもらうと、まるで自分が本物のお姫さまになったみたいで。

　宝物に触れるみたいな優しい指先が、フェルは本当に大好きだったのだ。




「お前のことだ。油ゆ断だんさせて髪を抜くつもりじゃないだろうな」

「あら、いやだ。ぬ、…………抜きませんわよ」

「今の不自然な間はなんだ」

　ぎくっとするクロウに、「本当ですってば！」と言い募つのり、フェルはどうにか説得に成功した。

　若じやつ干かん引き気味ながら、クロウは言われたとおりに腰掛けてくれる。櫛を取ってきたフェルは、彼の後ろに、わくわくしながら立った。

「ふふ。じゃ、楽にしていてくださいませ」

　後ろから手を伸ばし、するっと髪留め紐ひもを解いてやる。

　エルラントでもユナイアでも珍しい、少数民族の文化を汲くんで伸ばしている長い黒髪を、指先で軽くほぐしてみた。

（髪、長いなあ。……耳裏から移ったのかな。オードコローニュの香りがする）

　誰かの髪をいじるのは久しぶりだ。孤こ児じ院いんでのフェルは、毎日年下の女の子たちの髪を編んであげていた。しかし、黒龍城で身代わり花嫁を始めてからは、誰かに髪を結ってもらうことこそ多いが、自分が誰かのそれを梳いてあげる機会なんてなかったのだ。

　今目の前にいるのは、旦那さま。小さな子どもたちとは違う。

　男の人のうなじだ。肩幅が広くて、首筋がしっかりしていて。夜着のあわせから、浮き出た鎖さ骨こつが見える。

　意識し始めると、なんだか妙に気恥ずかしくなった。

「髪の毛、さらさらですね。たっぷりしてて、気持ちいいです」

　象ぞう牙げ細ざい工くの櫛の歯を、黒髪に差し入れる。きっちり編んでいたせいで癖くせもついていただろうに、不思議と、すっと滑なめらかに歯が通る。

「それは……いいことなのか？」

　褒めたつもりだったのだが、クロウのほうはぴんとこなかったらしい。

「当然、いいことですよ。『生え方がまばらで散らかってますね』って悲しげに言われるのとどちらがよろしいでしょう」

「いきなり極きよく端たんすぎやしないか」

　即そく座ざの突っ込みに笑い、フェルは何げなく尋ねた。

「髪触られるの、おいやですか？」

「そんなことはないが。……どうも妙な気分になる」

　クロウは珍しく居心地が悪そうだった。フェルはなんとなくぴんときて、意地悪を言ってみる。

「あんなにたくさんあったのになあ……」

「おい。人の髪を触りながらさりげなく不吉な予言をはさむな」

「今ある人は、将来分まで使い込んでいるからいずれなくなる、って言いません？」

「言わないし知らない。抜くなよ、本当に」

　フェルは「そうですね、噓うそです」と笑った。

　彼の髪は本当に櫛通りが良いし、量があっても、凝こった編み込みや飾りを入れるわけでもない。一通り梳いて、軽く顔の脇わきでまとめてしまったら、フェルは手持無ぶ沙さ汰たになってしまった。

（髪飾りでも取ってこようかなあ……むしろ鏝こてでくるくる貴き婦ふ人じん巻まきにするとか）

「終わったのか？」

「えーっと」

「じゃあ、交代だ。どうせろくでもないことを考えているだろう」

「え？　そ、そんなことは」

　あれよあれよといううちに、今度はフェルが座らされる。立ち上がって背後に回った旦那さまに、櫛まで奪われてしまった。

　長い指が、さっきの自分と同じように、緋ひ銀ぎんの長い髪を玩もてあそんでいる。編み込みはほどかれてしまい、逆に髪を梳かれ始める。

　うなじに触れる、指先の冷たさ。時おりひんやりと肌に当たる、象牙の歯先。気持ちいいは、気持ちいいけれど。

「……なんだか妙な気分になりますわね、これ」

「だろう？」

　背中越しに、クロウが笑う気配がした。夜のしじまが揺れる。

　フェルも口許を緩めかけた。

　それから、ふと思いいたる。

「実は、ジルフォードさまがおっしゃったのですわ。今日、検分に来ていただいた時に……幼い頃のわたくしが楽しかったこと、嬉しかったこと。あなたに伝えてほしいって」

「ジルフォード兄上が？」

　よほど意外だったのだろう。髪を梳く、手が止まった。

「そうか。あの人が……そんなことを」

　彼はしばらく、黙りこくっていたが、やがて嚙みしめるように呟いた。フェルは告白を続ける。

「それで、あなたの──昔の話を、聞いてしまいました」

「……？」

「あなたが、パーシヴァルさまと、あの白い離宮で暮らしていた頃のことを。お父さまとよく似た面差しを疎うとまれて、何度も、お母さまに殺されかけていたことも……」

　フェルはぽつ、と告白する。

　彼の知らないところで、彼の過去を聴いたこと。奇妙な背はい徳とく感かんがあった。今も、まるで罪つみを明かすような心地がする。

「ああ。……あまり詳しく話したことはなかったかな。そういえば」

「ごめんなさい。黙っておいでのことを、勝手に聞いてしまって」

「構わない。別に隠していたわけじゃないから。単に、わざわざ口にするほど愉ゆ快かいなものではなかっただけのことだ」

　パールといえば、と。クロウは呟いた。

「さっき、お前が俺の髪に触れている時に思い出した。パールが好きだったんだ。俺の髪に触るのが」

「……そうだったんですの」

　フェルは息を吞のんだ。

　では、余計なことをして、辛つらいことを思い出させてしまっただろうか。フェルの懸け念ねんをよそに、クロウは続ける。

「クルヴァッハに来て、イル族の習しゆう俗ぞくに合わせて髪を伸ばし始めた頃かな。面白がって、俺がうたた寝している隙すきに、無数にリボンを結ばれたり、勝手に鏝を当てて縦たて巻まきにされたり」

「ぶはっ」

　思わず噴き出してから、「……し、失礼いたしました」とフェルは咳払いする。

「何度叱しかってもやめなくてな。しまいには、肖しよう像ぞう画が家かまで呼ばれかけて……いや、それはいい。ずっと忘れていたが、お前のおかげで思い出せた」

　懐かしいな、と。

　彼は、本当にさりげなく言ってくれた。

　フェルは込み上げたものを堪こらえるためにかぶりを振る。なんでもないように装よそおえるまで、彼はどれだけ心を殺してきたのだろうか。そう思うと、居ても立ってもいられなくて。

「クロヴィス殿でん下か。──わたくしは、あなたの仮かり初そめの花嫁でしかないけれど」

「？　どうしたんだ、急に」

　訝いぶかしげなクロウの、髪を撫でてくれる手に手を添そえて。上から指を絡からめる。大きな手の甲こうを、小さな手のひらで覆おおうように。

「……あなたの話を聞くことはできる。理解はできなくても、理解しようとすることはやめたくありません」

　ただ願ってやまない。

（いずれは去る身でも、何かを残したい。この人に）

　クロウは、偽物の妻を、彼なりに守ろうとしてくれている。

　やり方が不器用で、たまに意図が分からずに混乱させられるし、辛つらいこともあるけれど。フェルはフェルなりに、彼を守ることができるなら。

（そばにいられるのは、ワルプルギスまででいい。わたしの役目が終わるまででいい──彼に、月を残すと決めたんだから）

　思いつくだけ、ありったけをあげたい。安らげる場所。今まで得られなかった、たくさんの優しい言葉。傷つかなくていい未来を。

　彼が、行く先に光を見み出いだせるように、と。

　──とす。

「？」

　不意に首筋に重みを感じ、フェルは目を瞠みはる。

　いつの間にかクロウが、フェルのうなじに額を埋うめていた。そのまま彼は腕を伸ばし、背後からフェルを抱きしめる。
















　背中に感じる熱に、フェルはどぎまぎした。

「だ、旦那さま？　ご気分でもお悪いの？」

「……ああ。少し酔よったみたいだ」

　夜食の飲み物にお酒なんて入ってたっけ、と首を傾げるフェルに、クロウは「酒じゃなくて、夜に」と応こたえる。

「どうしようかな。──ワルプルギスまで待ちたくないかもしれない」

「は？」

　言われた言葉が一瞬理解できず。

「えええぇ!?」

　じっくり考えたのち、フェルはぼふっと赤くなった。

「いやいやいやまた悪質なご冗じよう談だんを！　離婚しますし！」

「なんだ、まだ言ってるのか、それ」

「まだも何も言い続けますわよ!!」

　フェルはじたばたもがき、しぶしぶ力を緩ゆるめてくれたクロウの腕から脱出する。

　椅子から立ち上がると振り向いて、櫛を片手で玩もてあそんでいたクロウと真まっ直すぐ視線を合わせた。

「あのですね、旦那さま。改めて、この際だから言っておきます。わたくし、諦あきらめません。絶対別れていただきますから」

「……」

「いろいろ終わったら、ちゃんと離り縁えんしてくださいね。わたくしは、大事なかたから名前を奪うばってしまうことも苦しいけれど──」

　一呼吸して、フェルは言葉を選ぶ。

「同じくらい、あなたに噓をついたままでいることも、ごめんなんです」

　あ、言えた。

　フェルは、ほっと息をついた。

　そうだ。自分は──彼に噓をついたままそばにいるのが、嫌だったのだ。

（嫌いやな人だって思おうとしたり、無理やり嫌いになろうとしたり、想いを諦あきらめようとしたり、……いろいろあったけど。本心から、言えた）

　これは、新しい離婚宣言。

　今までとは違う。ずっと、自分の都合ばかり考えてきたけれど。

（この人ときちんと別れるのは、彼のためでもあるんだ。──彼が、ちゃんと相応ふさわしいお嫁さんを迎えられるように。本当の名前で呼ぶこともできない、ニセモノの奥さんなんかじゃなくて）

　身分違いのフェルでは、彼の『本当のお嫁さん』にはなれないけれど。

　彼の優しさを分かって、彼の幸せを誰より願ってくれる人が、そばにきてくれたらいい。まだ見ぬその人のことは──羨うらやましくないと言えば噓になる。

（でも、ずっと、幸せを願っているから。あなたの）

「旦那さまのためにも、わたくしは離婚したい」

　気持ちはどれだけ伝わっただろうか。

　フェルの真しん摯しなまなざしを、クロウはただ、静かに受け止める。

「……お前の心は分かった。そう簡単には、気持ちが曲がらないことも」

　やがてクロウは、ふうっと息をついた。

「じゃあ！」

　──いよいよ円えん満まん離婚!?

（春分節オースターラで離婚にこぎつけるとか！　まさかの春の離婚祭りに!?）

　ぱあっと瞳ひとみを輝かがやかせるフェルの頰に手を添え、クロウは微笑んだ。

　その瞬間、──フェルの身の毛はぞわっとよだつ。

（こ、この笑顔は……！）

　ろくでもないことを考えている時の笑顔の、さらに一段上。

　──静かに怒っている時の冷れい笑しようだ、と。

「我が奥方どのは、ずいぶん忘れっぽい性格のようだ。……俺がたった三カ月前に誓ちかった言葉もお忘れらしい」

「えーっと？　な、な、なんでしたっけ？」

　いや、忘れようもないので覚えているのだが、あの時とは立場も状況もお互いの意識も違う。当然、継けい続ぞくされるものではないと思っていたわけで。

（一生夫婦でいるっていう、あの神誓ゲツシユのことなら……時機が来たら解かい除じよしてくれるって前ぜん提ていじゃないの？）

　だって自分、偽物だし。

　訊き返したいのだが、本能的に訊くのが怖くてたじたじとなるフェルに、クロウはさらに畳たたみかける。

「思い出せない？　本当に？」

　旦那さまの顔を直ちよく視しできない。

「え、あの、近ちこうございます旦那さま……」

　後こう悔かい先に立たずというが、たしかに先に立ったら先悔だもんなあ、などと訳の分からない現実逃避に走ったフェルの耳元に唇を寄せ。

　聴き覚えのありすぎるひと言を、クロウは繰り返した。刃やいばのように危あやうくて、睦むつ言ごとのように甘く。

「……恨うらむなら好きにしろ。逃がしてやると思ったか？」

「なんかちょっと嫌な感じに改かい訂ていされてますよね!?」

　硬こう直ちよくするフェルの瞼まぶたに、かすめるように、冷たい唇が触れる。

　一瞬のことだったのでまったく反応できずに、きれいに固まったフェルの頭を軽く搔かき混ぜ、「もう遅い。お前も休め」とクロウは背を向けた。

「お前の願いも叶えてやりたいが、なにせ五年越しなんだ。俺もそう簡単には、諦めない」

　去り際、彼が思い出したように残した言葉は、まったくもって意味が分からない。

「はい……？」

「──それじゃおやすみ、シレイネ」

　彼がいなくなり、夜の闇だけが部屋に残る。

　早く寝室に戻ろうと思いつつ、なんだか身体からだがくにゃくにゃになってしまって。口づけられた瞼を押さえ、フェルは、ぽす、と再び椅子に腰を下ろした。

「この前もだし……だからなんなの、五年って」

　呟きは、誰の耳にも届かず溶け消える。
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　翌朝、ふたたび理り不ふ尽じん花嫁修業が始まった。

　本日のお題は、「触ふれれば崩れるぼろぼろの灰の縄なわをなう」だ。

「うふふ、できるかしら？」

　相変わらず、リグレインは余裕の表情を崩さない。

　今日はジルフォードは来られないようだ。離り宮きゆうの主間で、リグレインとミゼを暖だん炉ろのそばに集め、フェルは「さて、どうですかしら」と鼻で笑って答えた。ちなみに、この「鼻で笑う」というのは、自分が旦那さまにされてイラついた仕し草ぐさ・第三位だ。二位と一位は今後のために取ってある。

（こちとら家事に関わって十ン年！　台所回りのことなら、あーんなことやこーんなことまでなんでもござれなんだから！）

「最初から灰で縄をなえ、とはおっしゃっていませんものね。でき上がったものが、ぼろぼろの灰の縄ならいいのでしょう？」

　フェルが用意したのは、昨日の晩から塩水に漬つけ込んでおいた麻あさ縄なわ。朝方から乾かして、今はうっすらと塩を浮かせている。

　乾いた塩まみれの麻縄を鉄板の上に置いて、慎しん重ちように暖炉の奥に突っ込んだ。

　しばらくして、焼き上がった縄を取り出してみると──。

「灰、ですね」

　ミゼが驚いた声を上げる。

　鉄板の上には、形もはっきり残った、真っ白なボロボロの灰の縄ができ上がっていた。

「ジルフォード殿でん下かの代理として宣言します。二つ目の課題も、たしかに見届けました」

　検分役代理のミゼの声を聞きながら、さてどうしようかな、とフェルは手元の灰を見つめる。

（次の課題からちょっとずつ難しくなる）

　三つ、縫ぬい目めのない亜あ麻ま布いろのシャツを縫い上げる。針も糸も使わずに。

　四つ、雨も注そそがぬ涸かれ井い戸どでそれを洗え。五つ、風切り羽を髪に挿さし、灰の縄を帯に締しめ、シャツを身に着けたら、鏡の前に姿を映さず立ちなさい。

（縫い目のない亜麻のシャツはどうしようかな。もともとある布の端を切って、縫い目じゃなくて結び目だけで見た目の悪いものを作ろうか。あとは、そもそも形になるように、一から織り上げてしまおうか）

　時間稼かせぎだ、と思いつつ、工夫を凝こらして解いていく。水も湧わかず雨も注がない涸れ井戸でそれを洗うには、湖から水を汲くみ上げて、一度井戸に流せばいい。無駄な作業になるけれど……。

　──〝衣類に縫い目があるのは、それが人のつくったものだからだよ〟

　ふと、脳内に、不思議な言葉が浮かんだ。

　宝石の埋うまった洞どう窟くつ。人の言葉を解かいする狼おおかみ、かげろうの翅はねを持つ小さな隣りん人じんたち。散らばった白い骨。

　血だまりに投げ出された手。見開かれた暁あかつき色いろの瞳。紅あかく汚よごれた、瑠る璃りを帯びた銀の髪。

　──〝きみは喰たべない。花嫁だから〟

「うっ、……」

　これは記き憶おくだろうか。ずきずきと疼とう痛つうが頭を襲おそう。同時に、何かが甦よみがえってくるような、気持ち悪い感覚もあって。

「シレイネさま、どうされました？」

　額を押さえたフェルに、ミゼが心配そうに声をかけてくる。

「大丈夫ですわ。ちょっとね、めまいがしただけ」

　なんでもないのと微笑ほほえんで手を振ると、ミゼは訝いぶかしげにしつつも顎あごを引いた。身体からだが弱いのだから無理をしないほうが、と、紫し暗あんの瞳ひとみが語っている。

「お嫁さん。調子は、いかが？」

　急に背後から声をかけられ、フェルは驚いて振り向いた。

「リグレインさま……」

　また新しい人形だ。それも、やはりウーベルと同じ色をした。昨日持っていた人形はどうしたのだろう。

　フェルの視線に気づくと、「ちゃんと黒髪で、群ぐん青じようの瞳の子もいるのよ？」と首を傾かしげられた。途と端たんに胸が悪くなる。人形が誰の代わりなのかなんて考えたくもない。

（……落ち着こう。今は、何かされてるわけじゃないし。一応、白はく龍りゆう師し団だん員いんが、外で待たい機きしてくれているんだし）

「ね、お嫁さん、お嫁さん。……この離宮にいるの、私だけだと思う？」

　不意にリグレインは尋たずねた。

　白い細ほそ面おもてに花開く、一点の赤い唇くちびる。その鮮あざやかさが、目に焼きつく。

「それは……召めし使つかいや侍じ女じよもおりますでしょう」

「そうね。でも……ね、お嫁さん。それだけ？」

「？　それだけ、って」

　詳しく尋ねる前に、いやに湖の様子が気になった。ちゃぷん、と。澄すんだ真まっ青さおな湖水の向こうで、また、何かが跳はねる音がする。

「魚がいるの」

　リグレインが、最初にここに来た時と同じことを言った。魚、とフェルは繰くり返かえす。

　彼女は、水みず際ぎわに歩いていくと、両腕を差し伸べ、指を離す。腕の中の人形が落下する。

　とぽん、と。

　磁じ器き人形は一度派は手でなしぶきを立てたきりで、すっかり静かになってしまう。昨日の人形も同じ目に遭あったのだろうか。

　──〝水は、こちらとあちらを繫つなぐ〟

　ちゃぷ。

　もう一度、水が動いた。ずいぶん大きい魚のようだ、と。ぼんやり、フェルは思った。
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『取り戻したいものがあるんです。あなたには分かるはず』

　末まつ弟ていの言葉が頭の中に甦よみがえる。

　──あの少年は、果たして本当に敵に回ったのか。それとも。




　祭りまでは残り二日。

（おおかたの証しよう拠こは集めたし、お膳ぜん立だても整えた。父上は教会嫌いだが、だからといって事を構えたいわけでもないだろう。出入門記き録ろくや、離宮に運び入れる物ぶつ資しを見れば……どう考えても母上の離宮には、あいつがいるはずなんだ）

　フェルが『賭かけ』にいそしむあいだ、クロウは独自で兵を離宮に派は遣けんする『保険』のために、皇こう宮ぐうを奔ほん走そうしていた。もろもろの根回しを終え、今は主棟の回かい廊ろうを歩いている。

（あとは、離宮に突とつ入にゆうさせる黒こく龍りゆう兵へいを配置するだけ。ケイも間に合いそうだし）

『保険』のほうは、大丈夫そうだ、とクロウは思う。これであの馬ば鹿か馬ば鹿かしい『花嫁修業』をやめさせることができる。

（それにしても、『モルドレッドの剣』がもし本当に『扉』だったとして……持ち出せるかはさておき、母上の手元に置いておくわけにはいかない）

　エルラントの象しよう徴ちようだ。どのみち剣を見つけなければいけないのは変わりない──。

「いよっほう愚ぐ弟てい！　首しゆ尾びはどうだね!!」

　と。

　クロウは、お馴な染じみの声に顔を上げた。

「ジルフォード兄上。あまり大声で首尾がどうのと言わないでいただきたい」

「誰もいないので大丈夫だ。見ろ、廷てい臣しんも警備も一人もいない。あんまり余計な心配事ばかりだと、つるりと禿はげてしまうぞ！」

「……なぜでしょう。妻に言われると気が滅め入いりますが、あなたに言われると殴なぐり飛ばしたくなりますね」

　クロウは半はん眼がんで兄を睨にらんだあと、念のため人ひと目めを気にして、とりあえず近くの一室に入ろうと促うながす。

　後ろ手で扉を閉め、中に誰も潜ひそんでいないことを確認し、先に兄を通す。

「さっきまで話していたのは、親教会派の貴族たちかね？　連日あちこちを回って、もろもろ順調に進んでいそうじゃないか」

「まあ、それなりには。相手の用意した舞台で踊っても埓らちが明かないですから」

　クロウは一度言葉を切った。

「剣の所在は分かったのかい？」

「はい。おおかたは」

　クロウは、懐ふところにしまったパールの日記帳の感かん触しよくを確かめた。手に入れてからこちら、ほとんど肌はだ身み離さず持っている。

『真実を求めるなら、血よりも紅あかく、草よりも緑濃こく、雪よりも白い場所に』

　──ヨミの言葉だ。それが、リグレインが黒幕だという事実の他に、剣の在り処も示すとすれば。

『血よりもなお紅いもの。それは心を燃え焦こがす怒り、真ま草くさよりもなお緑濃きもの。それは苦く舌した刺さす緑ろく青しようの毒どく。雪よりもなお白きもの。日にち輪りんよりも明らかな真実』

　ヨミが敵なのか味方なのか、それとも、それこそどちらでもないのかは分からないが、とりあえずあの聖せい詩し篇へんの助言については、信じてみてもいいとクロウは思っている。

　着想を得たのは、パールの日記の前半部だ。彼は、南なん東とう部ぶだけではなく、エルラント皇宮周辺の民俗などにも言げん及きゆうしていた。

「二百年前……エルラント成立前、この地方にもともとあった土ど着ちやく信しん仰こうでは、聖なる泉セノテイアに金銀だけでなく、生いけ贄にえを捧ささげる習慣があったそうです」

　モルドレッドは、この文化を野や蛮ばんと見てやめさせた。

（紅と青が対立要よう素そだとして『真実』は剣だと仮定する。それが離宮のどこに隠してあるかといえば）

　紅は生贄の血、緑青はそれが沈む泉──。

「そういえば愚弟は、教会でも、リグレイン妃が毒の隠し場所としてモルドレッドを揶や揄ゆするようなところを選んでいたと言っていたなあ」

「剣は、十じつ中ちゆう八はつ九く母上の離宮の庭にある湖の底でしょうね。深さがあるので大だい捜そう索さくが必要でしょうが、川と違って海には流れて出ないのがまだ幸いでしょう」

（今なら理り屈くつはつけられる。早く離宮に向かわないと……やはり、あの場所でフェルを独ひとりにするのは心配だ）

「早く剣を見つけて、終わりにしてしまいたいものだね。こんなことは」

　クロウの心を読んだわけではないはずなのだが、ジルフォードは、ふとこんなことを言った。

「ミゼを単独で行かせている。あの離宮に彼女を一人で遣つかいにやると、私もどうも妙に胸がざわつく」

「彼女は強い。白龍兵も、制服をお借りして白龍兵に扮ふんした黒龍兵も周囲にいます。むしろミゼルカのほうが、あなたがどこかの柱にぶつかったり馬から落ちたり風ふ呂ろで溺おぼれたりしていないかと心配していると思いますが」

「まあそうだな！　ユナイアとの架かけ橋はしである嫁の心配はともかく、ミゼは、私が案じるようなこともないのだが」

　クロウはふと不思議に思った。

　兄が饒じよう舌ぜつなのはいつものことだが。

（自分の心情を、こんなにあからさまに話す奴だったか？　特に、不安など）

　ミゼルカはジルフォードの護衛で密みつ偵てい。ジルフォードは彼女を、いかに危険な場所でも平気で派遣するし、目の前でどんなひどい怪け我がをしようが顔色ひとつ変えない。

　ジルフォードは繰り返した。

「なぜだろうな。……何かあった、わけでもないのにな」

「？」

　一瞬訝しんだクロウだが、そこでふと、昨日のフェルの話を思い出した。

（そういえば……）

「ジルフォード兄上。妻に、何かおっしゃったようですね。……ずいぶんご心配をおかけしてしまったようで」

　幼い頃の記憶を、クロウと共有してやってほしい、という例の話のことだと、ジルフォードもすぐに気づいたようだ。

　そこでてっきり「ドゥバハハお兄様は優しいだろう驚きの気遣いだろう！　崇あがめよたてまつれ！」とでも返されるかと思いきや、ジルフォードの反応は意外だった。

　クロウの言葉に目をしばたたくと、わずかに困ったように苦笑したのだ。

「ああ！　なんだ、全部聞いてしまったのかね。驚きの筒つつ抜ぬけ具合だな！　それは照れ照れだ！　お兄様の今の恥ずかしさときたら、半はん裸らで城内を一周しているような気分だ」

「それ、いつものことでは」

　クロウが呆あきれると、「ダバハハ！」と笑って誤ご魔ま化かされた。

「まあ、……何もしてやれなかったからな。あの頃は」

　ジルフォードはうなじのところの髪を指先でいじり、複ふく雑ざつに笑う。

「あなたは当時、『氷ひよう雪せつの貴き公こう子し』と呼ばれるくらい、周囲に無関心で、厳げん格かくな人だったでしょう。兄弟の生き死ににも特段興味はなさそうだった」

「そうだなあ。そういう頃もあった。だが、──喪うしなうまで分からんものだよ。素直に手を差し伸べられなかった後こう悔かいというのは。私が変わろうとした時には、遅かったようだ」

　──〝差し伸べられる手を片っぱしから叩き落とすのは違うだろう〟

　ふと、この一件で、ジルフォードやユアンの力を借りることになったいきさつを思い出す。この軟なん弱じやくで狡こう猾かつな白龍公は、皇こう太たい子しであるとともに、やはり『兄』なのだ。

（向き合って話してみるまで分からないものだ。パールの件は、……当然といえば当然だが。ジルフォード兄上にも、堪こたえていたんだろう）

　何度も力を借りてきたのに。今までが頑かたくなになりすぎていたのだろうか。あの、愚ぐ直ちよくなまでにお人よしな妻を、少しくらい見習ってもいいのかもしれない。

　当然、すべてを打ち明けることはできないが。だが、──少しは、信じてみようか。

　それは、クロウの心にほんのわずか生まれた、長ちよう兄けいに対する隙すきだった。

「不安要素といえば、もうひとつ。うちで預かっているイルの首しゆ長ちようから、呪じゆ毒どくに関する助じよ言げんがありました。というより、俺が問い合わせていたものですが」

「ほう。どんな？」

「たとえば『眠らずの蝶ちよう』の類型で、理性を奪ったことすら気づかせず人間を意のままにできるものはないのか、と」

　中央教会で使われていた『晴れずの霧きり』も途中まではそれに近いが、最終的には『眠らずの蝶』のように、操られた聖職者たちはどろりと自じ我がを失ったまなざしになった。おまけに作用するまでに数年もかかる。

「激げき症しようのものも、実物を見たことはないが、存在はするはずだと。『知らずの理ことわり』と呼ばれる毒だそうです」

　クロウが疑ったのは、ウーベルがこれで操られているのではないかということだった。

（ただ、毒の使い手が母上なら、父上はとうに無む惨ざんな屍しかばねになっているだろう。……ということは、父上がもし毒に冒されているなら協力者の仕し業わざだ）

　おそらくは、妖よう精せい王おうと呼ばれる存在。

　あまり考えたくはないことだが。妖精の影響がエルラントに入り込んでいるとなれば、『夕暮れの姫』を得るために妖精王がけしかけただろう戦争に応おうじたウーベルは、呪毒で操られているかもしれない、と。

「愚弟は、そんな毒のことを私に話してどうするんだい？」

　不意にジルフォードに疑問を投げかけられ、クロウは「それは……」と開きかけた口を閉じた。

　妖精王については、いまだ要よう領りようを得ないので、ジルフォードやユアンには、一切伏せている。フェルの瞳のことも、結局詳しよう細さいははぐらかしたままだ。

「いいえ。それより、リグレイン妃の離宮に突入する時じ宜ぎについてですが……」

　クロウは別の話題を振りがてら、扉を開いて廊下に出る。その時だ。

「あ、クロウ兄貴！　こんなところにいた」

　ユアンが、息せき切って駆けてきた。彼の足元には、若い獅し子し二頭が控えている。「なんだなんだ」と続けて出たジルフォードの顔を見て、ユアンは「ジル兄貴まで」と驚いている。

「カイズ猊げい下かから兄貴宛あてに手紙が来たんだよ。なんか急ぎっぽい表書きがあったから、捜してたんだ」

「猊下から？」

　封ふう蠟ろうを砕くだいて中を改めると、日付は少し前になっている。

（まずは『扉』の使い方についてか。『鍵』とあわせて使うことで妖精だけを向こう側に送り帰すことができる……）

　残りは妖精についての新たな情報だ。

　ざっと目を通したクロウは、とある一文に、すっと血の気が引くのが分かった。

『妖精はあわいをくぐるもの。不可能と可能のはざまも彼らを呼び寄せる。ゆえに、答えが不可能な問いかけにわざと答えさせることで、連れ去りたい相手を自分の世界に近づけることができる』

（不可能な問いかけに答えさせる……？）

　弓矢も網あみも使わずに大きな鳥を捕まえる。

　崩れた灰の縄をなう。縫い目のないシャツを作り、涸かれ井戸で洗う。

（……課題そのものが罠わなだった？）

『妖精の問いに答えてしまったら、正気を失い、自みずからあわいへと進んでしまう』

　何かあるとは思っていたのに。うかつにすぎた。クロウは自身を呪う。

　リグレインは、──フェルに課題をこなさせることで、フェルを妖精王に売り渡すつもりだ！

「ジルフォード兄上、予定が変わりました！　今すぐ離宮に向かいます。周囲を囲む白龍兵も突入させてください」

「……え？」

「責任は俺が取ります。妻が危ない」

　すぐさま踵きびすを返そうとしたクロウだが、不意に、ひやりと冷たい気配をすぐ背後に覚え、足を止める。

　振り向いたが、立っているのはジルフォードだけだ。誰かが潜ひそんでいる様子もない。

「どうしたのだね愚弟？　究極急がねばならんのだろう」

「……いえ」

　クロウは雑ざつ念ねんを払はらって頷いた。

（気のせい……だろうな）

　クロウの前でジルフォードは、灰青の髪に指先を遊ばせるように耳朶をいじっていた。
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（……くらくらする……）

　フェルは、湖に面した部屋で、亜麻布の端はしをほどきながら、しきりに痛む頭を押さえた。結局、縫い目のないシャツは、布のほつれ目を結んで繫つなぎ合わせることにしたのだ。

　ミゼは少し離れた場所に立って、こちらを見守っている。視線を巡らせれば、やはり柔らかく微笑んで椅子に腰掛けるリグレインの姿も目に入る。

　ひとつ、どうしても解けない課題がある。

（姿見は裏返せばいい。触れば崩れる灰の帯は、どうやって締めよう）

　考えるうち、ぼうっとしてくる。

　それだけは不可能だ。ただし、人の身では。

　──〝私の花嫁。すずらんを濡ぬらす朝あさ露つゆの毒酒、幽ゆう谷こくに浮かぶ霧の城。背に負った蝶の翅はね、氷で燃える暖だん炉ろ。何もかも、形あるままでは味わえない〟

　まただ。頭の奥で声がする。

　気づけば不安は消えていた。まるで火か酒しゆに酔った時のように、深い酩めい酊てい感かんがある。

（そうだ、『あちら』に渡ればいいだけじゃない。あちらでは、形なんて意味はないもの。衣類に縫い目もない）

　ほつれ目をほぐしながら、フェルは背後にいるミゼに向かって何かを命めいじていた。何を言ったかは覚えていないが、ミゼは首を傾げつつ退室していく。

（これで、邪じや魔まする人は、いなくなった）

　フェルは亜麻布を棄すて、ドレスの裾すそを払はらって立ち上がる。

　夢見心地で窓に歩み寄り、露ろ台だいに出てみた。

（水は境きよう界かい。姿見も裏返さなくていい。あちらに行けば、わたしの影はなくなるって、『あの人』は言ってた……）

　靴くつのまま、足を湖に浸ひたす。背後で、リグレインがくすくすと笑う声がしたが、フェルはもう気にも留めなかった。

　湖の岸辺は浅い。

　銀糸織りのドレスのスカートが濡ぬれ、腹が濡れ。髪の先が水みな面もに散らばる。水が絡んで足取りは重くなり、ざぶざぶという音が鼓こ膜まくを打った。それでも前に進む。

　ふと、すぐそばで水が動く気配がした。

　──魚がいるの。

　なぜか、そんな台詞せりふを思い出す。もう、何もかも、どうでもいいけれど。
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「お控ひかえくださいまし。第三妃殿でん下かから、離宮にはどなたも近づけないよう厳げん命めいを──」

　侍女たちの悲鳴を無視して、リグレインの離宮に踏み込んだクロウは、フェルの姿を捜した。続けて、ジルフォードとユアンが続く。

　ほどなく見つけたのは、緋銀の髪を濡らしながら、沖にどんどん入っていく少女の後ろ姿。その様子を、微笑みながら見送る母親。

（フェル!!）

　考える前に、クロウはその背を追おうとした──刹せつ那な。

「おっと！　邪魔しないでくんねェかなァ」

　聞き覚えのある笑い含みの声が追いかけてきて、クロウは振り返った。

　無ぶ精しようひげにぼさぼさの髪。やや猫ねこ背ぜ気味の上うわ背ぜいを包つつむ、黒い祭さい服ふく。樫かしの葉が十一枚縫い取られたそれは、教会の最高権けん威いの証あかしだ。

「……オーゼン師。やはり、ここにいたのか」

「やあ、ひっさしぶり。ってほどでもねェか。ちょっと前に会ったんだもんな？」

　笑顔でひらひらと手を振ってくるその男は、ほかでもない、エルラント中央教会を裏切って出しゆつ奔ぽんしたはずの『樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイド』の第十一聖席、オーゼン＝ライオネルだった。

　クロウが冷静なので、オーゼンは「おや」という顔をする。

「ん？　驚かねえなァ。もっといい反応してくれてもいいのに」

（当然だ。……『裏切り者の第十一聖席』の確保を、兵たちの突入の名目にするつもりだったのだから）

　匿かくまっているのはリグレインと踏ふんで、フェルの賭けとは別の方面から、離宮の一いつ斉せい捜そう索さくの準備を進めていた。今朝、やっと条件が整って、動ける予定だったのだ。

「クロヴィス殿下！　上を！」

　鋭するどい注意に、クロウはとっさに剣を抜いて横に薙ないだ。頰ほおのすぐ横を、鋭するどい鉤かぎ爪つめがかすめる。

　激しい風ふう圧あつが全身を打ち、クロウは思わずたたらを踏んだ。きゃあ、と赤子のような甲かん高だかい啼なき声が響いた。

　露台のそばに、雄お牛うしほどの体格の巨大な鴉からすが次々に降り立つ。奇き怪かいなのは、いずれも人間の頭部を持つことだ。髪の代わりに羽毛を生やし、牙きばを持つ異い形ぎようの鳥。

「『隠れずの月』……の獣けものか」

「そ。そんで、ついでに言っとくとこいつらの宿やど主ぬしはオレだ」

　クロウの台詞せりふに、オーゼンがどん、と拳こぶしで自らの胸を打つ。

「知らなかったろォ？　こいつら特別でな。呪いで変身した鴉じゃなくて、あわいから来たモンが直接鴉に取り憑ついてるんだ。だから、正気を保ったままの宿主が、意思ひとつで出したりしまったりできるのさァ」

「浅せん慮りよだな。『隠れずの月』は、宿主と獣が一いち蓮れん托たく生しようなのに」

　クロウの言葉に、オーゼンは「はっ」と鼻で笑った。

「いいんだよォ。……命なんざな」

「全部で五羽います。獅子の時と同じように、傷つけてもすぐに治ち癒ゆしてしまう」

　クロウに駆け寄ってきたのは、ミゼルカだ。腕に切り傷を負おってはいるが、深ふか手でではなさそうだった。

　すでに異い変へんを察さつ知ちした白龍兵と、クロウが待たい機きさせていた黒龍兵が突入しており、露台や部屋で混こん戦せんとなっている。

　硝子ガラスが割れ、鉤爪や剣で調度は引き裂さかれ、悲鳴や怒ど号ごうが響き──あたりは修しゆ羅ら場ばと化していた。

「あら。はやかったのね、クロウ」

　その中で一人、リグレインだけが、綿わたの零こぼれた長椅子にゆったり腰掛け、見物している。彼女は、息子に気づくと、手を振って微笑みかけた。

　黒髪が風で巻き上がり、硝子で切ったのか白い頰にひと筋紅い切り傷が入っていたが、彼女に動じる気配はない。白い指先で頰の傷をなぞり、赤く染まったそれで、唇に彩いろどりを添そえる。ちろ、と緋ひ色いろの舌が鮮せん血けつを舐なめた。

「いいところだったの。もう少し、ゆっくり来てくれても、よかったのに」

　小首を傾げて彼女が言い放つと同時に、化け鳥の一羽がクロウに狙いを定めた。

「モリガン、マハ！」

　ユアンの指示に従したがい、二頭の獅子が怪かい鳥ちように躍おどりかかる。鋭い牙に喰らいつかれ、怪鳥は泣き喚わめいた。

「オーゼン師？　……なぜ、です……」

「おう。ユアン坊、元気そうだなァ。お前さんもそこの二頭で、これ、経験してたんだって？」

　実際に見るまでは信じたくはなかったのだろう。『隠れずの月』の獣を操る恩師の姿を目まの当あたりにし、ユアンが茫ぼう然ぜんと呟く。

「クロウ。今のうちに急げ」

　ジルフォードに囁かれ、クロウは頷いた。思うところはあったが、今はフェルを止めなければ。

　湖に向かおうと踏み出したその足を止めさせたのは、背後から追いかけてきた母の声。




「かわいそう。追いかけたって、もう手遅れなのに」




（──！）

　周囲の喧けん騒そうが、まるで薄紙一枚隔へだてた向こうの出来事のように、すっと遠のく。

　クロウが振り向くと、長椅子の肘ひじ掛かけにもたれかかり、リグレインが翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみでじっとこちらを見上げていた。

「妖精に近づきすぎて、彼女の魂はもう連れ去られてしまったの。あそこにいるのはただの抜ぬけ殻がら。あなたの大事な、お嫁さんじゃないわ。だから、何もかももう無駄……」

　ああ、また失っちゃった！　と手を打ってはしゃぐリグレインに、クロウは呆然とする。

（手遅れ……抜け殻……フェルが？　そん、な）

　月並みなはったりだ。急げ、きっと追いかければ間に合う。理性では分かっているのに、足が地に縫ぬい止められたように動かない。

「ふふ、でもね。いちかばちか試すのならば、術をかけた私を殺すこと、かしら」

「な……？」

「ほら、理由をあげたわ。だって……ねえ。憎にくかったのでしょう？　ずっと。殺したかったでしょう？　私のことを！」

　ああ、そうだとも。

　クロウは拳を握る。耳の奥に、パールの声が甦った。

　──〝クロウ兄上。クルヴァッハを、エルラント一、いい領地にしようよ〟

　憎い。最愛の弟と、その夢とを理り不ふ尽じんに奪い、未来を絶望で染め上げたこの女が、ただひたすらに。心臓が早はや鐘がねを打ち、全身の血管が張り詰める。なにもかも焼き切れそうだ。

「私、これからもずっとずっとあなたを呪うわ。大切な人ができたって、必ず奪おうとするわ。すべてを失って、悲ひ嘆たんに暮れてむせび泣くあなたを、きっと指さして嘲あざけるわ……」

　けたけたと嗤わらい、彼女は誘う。

「たとえ、取り戻せても。私が生きていれば、あなたには安あん寧ねいも幸福も訪れないのに」

（そうだ。こいつが、この女がいる限り、俺は。俺は──）

「さあ、殺しなさい。そしておまえは、永遠の罪に魂たましいを蝕むしばまれ、真しんに欠けた三ク日ロ月ウになる。早く、おまえもこちらにおいで──私の愛いとしい、呪われた子」

　それは慈じ愛あいか、狂きよう気きか。つややかな微び笑しようを唇に浮かべ、嫣えん然ぜんと彼女は腕を広げる。まるで幼おさな子ごを抱きしめるかのように。

　気づけばクロウは、剣を抜いて振りかぶっていた。豊かな黒髪ごと首を叩き落とす、その瞬間のこと以外、もう何も考えられない。




　──〝わたくし、あなたに月を残していきます〟




「……っ！」

　激げき情じようと理性のはざまで、その手を止めさせたのは、ほかでもない妻の言葉だった。

『地じ獄ごくに落ちなくてすむ方法を、一緒に考えましょう。最後までわたしも、探しますから』

（……だめ、だ）

　今のクロウを衝つき動かしているのは、フェルを守りたいという願いの上から覆おおいかぶさる、どろどろした過去の怨おん念ねんだ。憎しみのままに母親を殺せば、その約束を違たがえてしまう。

（何より……安あん易いな口車に乗せられて罪を犯おかす前に、まだ試すことがあるだろう。俺の手を汚して自分が生いき延のびたのだと、あいつが、一瞬でも思うことがあってはならないんだ）

　震える指で、へし折るほどに剣の柄を握り締め、耐える。逡しゆん巡じゆんは、時としては一瞬でも、永遠に等しいほど長く感じられた。

「殺さない」

　やっとのことで、クロウは絞り出すように吐き捨てた。

「母上。憎しみは消えなくても、俺はあなたを殺さない。あなたなどのために、地獄に堕おちるわけにはいかないからだ。……そう、誓った」

「……」

　母親は、こちらを漫まん然ぜんと見上げていた。翡ひ翠すいの双そう眸ぼうに湛たたえたその虚うつろ。自分も、彼女に出会って目が醒さめるまでは、きっと同じ瞳をしていた。

　だが、今は──もう迷わない。

　守るべきものを見失いなどするものか。

（……すまない、パール）

　弟の亡ぼう霊れいに、心の中で謝罪する。喪うしなった痛みは残り続け、忘れることなど決してない。それでも、もう、お前のための墓はか守もりではいられないから。

「俺は、先に進みます。あなたはそこにいればいい。……戯ざれ言ごとに構っている暇ひまはない」

　くるりと踵きびすを返し、クロウは再び母に背を向けた。

　呪じゆ詛その声は、もう追ってはこなかった。




　ざぶ、と。迷わず湖に飛び込み、もう肩まですっかり水に沈んだ妻を追う。

　湖底の泥に取られ、もつれそうになる足も気にせず。冷たい水を割って沖に進んだ。

　ぐっしょりと濡れそぼった薄い肩を摑もうと、手を伸ばし──届いた！

「シレイネ!!　正気に戻れ」
















　手た繰ぐり寄せて抱き留めたが、彼女はものすごい力でクロウを引き剝はがそうともがいた。

　ばしゃばしゃとしぶきが散る。普段なら問題にもならない抵抗だが、クロウのほうもほぼ身体が水に沈んで、思うように動かない。

「はなして、……いかないと……わたし」

「──っ、お前らしくもない！」

　たしかにこちらを見ているはずなのに。フェルの目は、茫ぼう洋ようとして、ここではないどこかの景色を映しているようだった。

　両肩を摑んで激しく揺さぶるが、まったく通じない。押しとどめるクロウの腕から身を乗り出し、指先を湖の中心に向かって伸ばし続ける。頰は蠟ろう細ざい工くのように白く、唇は紫むらさき色いろに染まり、手足は氷のように冷たかった。まるで、命の通わない人形のように。

「しっかりしろ！」

「はなして……」

　駄目だ、連れていかれる。

　そんな言葉が浮かんだ。パールに引き続き、フェルまで──

（させるか）

　クロウはとっさにフェルの両頰を包んで、無理やりねじ曲げる。

　正気を失い、虚こ空くうを見つめる瞳が一時クロウに向く。吐と息いきの届く、唇の触れそうな位置に、彼女を引き寄せた。

（こういう時、気つけには）

「フェル」

　至し近きん距離で真まことの名を呼んで。

　呪いを解く方法なんて決まっている。甘い口づけを交かわす──よりも先に。




「忘れたのか！　……今日は特売だ!!」

　腹に力を込めて怒ど鳴なってみた。




「特売……!?　どこで!!」

　一瞬にして、夕暮れ色の瞳が鮮やかさを取り戻す。

　頰に見る間に赤みが差し、活いき活いきと力がみなぎり。人形のようだった少女は、『フェル』に戻った。

（特売で……本当に正気に戻った……）

　いや、良かったはずなのだが。

　なぜだ。妙に脱だつ力りよくするのは。定番といえばまずは口づけ、ではなく、より堅けん実じつな方法を選んでしまった自分の冷静さに、クロウは状況も忘れて嫌いや気けがさしそうだった。

「あれ？　旦那さま……わたし？　え、水!?」

　がっくりうなだれるクロウの前で、ぱちぱちとまばたきを繰り返していたフェルだが、自分がどこにいるかに気づいて慌て始める。

「説明するから落ち着け。とりあえず岸へ上がって……」

　寒さに震えるフェルを抱きかかえるようにして、クロウは浅あさ瀬せに向かう。

　腰程度の深さにまで戻ってきたところで、嫌な予感がして足が止まった。

「旦那さま。何かいます……！」

　フェルの声とほぼ同時に。

　──足元に、すうっと巨大な影が滑すべり寄ってくる。大きな波が、足元を掬すくった。

（……っ!?）

　脚あしに喰らいつこうとしてきた何かに、反射的に、クロウは己おのれの長剣を突き立てた。

　水面がうねり、盛大にしぶきが上がる。

　フェルを抱えたまま、クロウは水の中に倒れ込んだ。

「鳥だけじゃなかったのか……！」

　金こん色じきの巨大な魚だった。南方の海に棲すむという人喰い鮫ざめの骨がこういう大きさだったと思うが、形状はまったく違う。細長く、びっしりと硬い鱗うろこに覆おおわれているところは蛇へびに似ている。

　まさに化け物離宮だ。『隠れずの月』を使って、こんなものまで飼っていたなんて。

（もう少し遅ければ、フェルがこいつに──）

　ひやりとするが、過去にするには早い。フェルとクロウの周りをぐるぐると回るように、魚が円を描く。クロウが抉えぐった腹から赤黒いものが流れ出し、水を不ぶ気き味みな色に染めた。

（傷が塞ふさがる前にとどめを……だが、それではオーゼンが死んでしまう）

　クロウの躊ちゆう躇ちよを読んだように、魚が標的を決めた。

　真っ直ぐに、フェルの方に向かってくる。──速い。

（しまった!!）

「シレイネ！」

「……そんな、魚ふぜい」

　とっさにフェルを突き飛ばして盾たてになろうとしたクロウだが、彼を押しのけてフェルが前に出るほうが速かった。

　さっきまでと違う意味で、目が据すわっている。




「三枚に下ろしてさしあげますわ！」




　しぶきとともに、水上に躍おどり上がって喰らいついてくる巨大魚の攻こう撃げきをかわし、すれ違いざまに。

　フェルは、クロウが刺したおかげで拡がった魚の鰓えらに、勢いよく手を突っ込んだ。

「!?」

　ぎょっとするクロウの前で、フェルは、何かを鰓の中から摑み出す。

「……怪かい魚ぎよ退たい治じって、あいにく、淑しゆく女じよのお仕事ではよくあることですの」

　ぼたぼたと顔に降り注そそぐ返り血をものともせず、フェルは摑み取ったものを頭上に掲かかげたままぜえはあと肩で息をする。淡い色合いのレースのドレスが真っ赤だ。すべて魚の血だが。

　クロウは一瞬、状況も忘れて突っ込んだ。

「シレイネ……ものすごい外見になっているが」

「い、いやだ。一いち夜や干ぼしを作る時って、鰓から内臓出しますのよ。というか、なんだか取っ手のようなものが見えて……あれ？」

　フェルはそこで、自分の手に握られているものに気づいたようだ。

　絡みついていたものを水で洗い落とす。鈍にぶく光を弾はじくそれは、柄えには宝ほう玉ぎよくでも埋め込むようなうろがあり、くすんだ金銀の紋様が鞘さやに這はう。

「モルドレッドの剣……？」

　茫ぼう然ぜんと呟いたクロウは、はっと我に返ってフェルを抱き寄せる。

（……陸おかの『鳥』、特別だと言っていたな。あわいから来たものを取り憑かせている、と。この『魚』もか）

　中に入っているそれが、もし、妖精の一種なら。

　鍵にあたる楔くさび石いしなら、今も持っている。クロウは懐ふところを探って石の感触を確かめた。

（カイズ猊下の言葉どおり、『扉』が妖精だけを強制的に送り返すものなら、オーゼンを殺さずに、魚を無力化できるはず）

　やってみる価値はある。

　クロウの前で、傷の塞がりかけた魚が、ふたたびこちらに狙いを定めようとしていた。
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　故こ郷きようで、怪魚退治のお仕事しといて良かった。

　フェルは心の底から思った。

　しかし実際のところ役に立ったのは、熊に出くわした時口に拳こぶしを突っ込んで難なんを逃のがれた爺じいさまの話。もっとも、突撃をかけたのは口ではなく鰓なわけだが、こんなところで実じつ践せんする羽目になるとは。

（それはともかく！　剣を隠すにしたって、まさか魚に食べさせていたなんて……）

　釣つり針ばりを腹に仕込んで動き回っているようなものだ。魚も気の毒である。

「旦那さま、この魚ってひょっとして、ユアンさまの時と同じ……」

「ああ。『隠れずの月』だ。おまけに宿主は、オーゼン師」

「ここに潜せん伏ぷくしていたんですの!?　しかも、呪毒の宿主って！」

　訊きたいことはごまんとあったが、のんびり話している暇ひまはない。巨大な魚は周回しながら、慎しん重ちように、だが確実にこちらに狙いを定めている。

（で、どうするの。ここから。『隠れずの月』なら、この魚を殺すと、オーゼン師まで亡くなってしまう。おまけに、ユアンさまのときと同じなら、まともに戦っても傷はすぐ治っちゃうはずだし）

　フェルの夕暮れの瞳には、毒にかけられた呪いを解き放つ力がある。だが、それを使うには、オーゼンと向き合わなければならない。

　見回してもあたりにオーゼンの姿はなく、それ以前に自分が立っているのが湖のど真ん中だ。冷たい水が、重く身体にまといつき、まともに歩くこともままならない。

「シレイネ。聖せい詩し篇へんの吟ぎん詠えいを頼めるか？」

　ふと。

　肩を抱き寄せたクロウに囁きかけられ、フェルは息を吞んだ。

「は、はい。……できます、けど……？」

「たとえば、例の……『知識』の、世の真実を示す詩篇の二十三枝し節せつだ。読みが当たっているなら、その魚はユアンの時と違って、そのものが聖詩篇を苦手とするはず」

　彼の意図は摑みかねたが、こんな状況で疑っている場合でもない。

「お前の瞳の力が、どこまで通用するか分からないが、睨にらみながら吟ぎん詠えいすれば、動きが鈍にぶるかもしれない」

　フェルは頷き、魚を見据すえた。

　大きく息を吸い、ユナイア派の旋せん律りつに乗せて、声を紡つむぐ。

「血よりもなお紅きもの。それは心を燃え焦がす怒り。真草よりもなお緑濃きもの。それは苦く舌刺す緑青の毒。雪よりもなお白きもの。日輪よりも明らかな真実」

　ちゃぷん、と水が揺れる。

　見え隠れする魚を視線で追いながら、フェルはなおも声を張り上げた。

「怒りは天空を灼やき、緑青は大たい河がを清すまし、いずれも真実に癒いやされる」

　吟詠に応じるように、夕暮れ色の双そう眸ぼうが淡あわく輝く。同時に、魚の鱗うろこがうっすらと発光し始めた。

　まるで溺おぼれるように、魚は苦しげに身み悶もだえする。

（これ、動きが遅くなってる……！）

　気づいた瞬間、クロウが動いた。

　彼は、『モルドレッドの剣』を鞘から払う。気づいた魚が、クロウに狙いを定めて喰らいつこうとする前に、彼の剣が治りかけた鰓の傷を貫いた。ばきん、と、何かがへし折れるような音が響き、盛大な水しぶきが上がる。思わず、フェルは顔を庇かばった。

　──あたり一面が、紅く染まる。

（……さ、魚は……）

　波紋が収まるのを、フェルは固かた唾ずを吞んで見守る。

　やがて、おびただしい血の中から、一匹の小さな鱒ますが、すいっと泳ぎ出てきた。

（解けた!?　殺さずに、済んだ!!）

「やった！」

　小さく快かい哉さいを叫ぶと同時に、フェルは思わず旦那さまを振り向く。

　疲ひ労ろうよりも達成感の見える彼と顔を見合わせ、思わず、ぱんっと手を叩き合わせる。

　──ご夫婦はじめての共同作業です、という台詞が脳のう裏りを横切った。

　安あん堵どとともに、ふっと足から力の抜けたフェルが水に倒れ込む前に抱き留め、クロウはざぶざぶと水から上がる。

　岸でも、間もなく決着が着こうとしていた。

　戦いは続いていたが──黒龍師団兵、白龍師団兵に続き、騒ぎを聞きつけた父帝の紅こう龍りゆう師し団だん兵が、離宮に踏み込んできたのだ。
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　皇こう帝ていの兵が介かい入にゆうしたことにより、事態は一気に収しゆう束そくした。

　クロウが、実は親教会派の有力者たちに直接掛け合い、皇帝が紅こう龍りゆう師し団だんをリグレインの離り宮きゆうに派は遣けんせざるを得なくなるよう仕向けたことを、フェルはあとで知ることになる。

　魚は倒したが、鴉からすはそのままだったのだ。動かぬ証しよう拠ことして、怪あやしげな化け鳥ちようを使し役えきしていたリグレインとオーゼンは、その場で拘こう束そくされることになった。

　──彼女にしかるべき報むくいを、と。

　クロウの要求のとおり、彼女は皇こう宮ぐう本ほん棟とうの一室に幽ゆう閉へいされることになったという。死し罪ざいか、一生の拘こう禁きんか。

　そこで、今度こそ正当な処しよ断だんを待つことになる、と。

　薄うす気き味みが悪かったのは、兵が踏み込んできた時のリグレインの態度だ。

　フェルは直接見たわけではなかったが、高みの見物と洒しや落れ込んでいた彼女は、紅龍師団兵を見ても顔色ひとつ変えなかったらしい。

　──あら、いらっしゃい。全部、予定どおりだわ。

　その言葉を聞いた途と端たん、オーゼンは化け鳥ちようを本来の姿に戻した。エルラント中央教会から引き渡しの請せい求きゆうを受ける前に、怪しげな術を使って城内を混乱させたとして、彼も当然、投とう獄ごくされたという。
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（気持ち悪い事件、だったなあ……）

　ななかまどの月、第二十日。──春分節オースターラ、当日。

「こんな大事件があったのに、変わらずお祭りは開催されるのですわね。そんな場合じゃないように思えますし……普通、自じ粛しゆくするようなものですけれど」

「表おもて沙ざ汰たにはしていないからだろう。しかし、……たしかに不自然かもしれないな」

　善の花霊ペルヒトに扮ふんするクロウの介かい添ぞえ役に抜ばつ擢てきされたフェルは、用意された皇宮の控ひかえ室で、クロウの着付けを手伝っていた。

「はい、旦だん那なさま。ばんざーい」

「……前開きの衣装で万ばん歳ざいはない」

「ノリが悪いですわね……」

　フェルは唇くちびるを尖とがらせたが、残念ながら旦那さまは応おうじてくれなかった。ちょっとだけ期待したのだが。

「そういえば。善の花霊は旦那さまですけれど、悪の花霊はどなたが演じられますの？」

　なんとなく気になったので、フェルは訊いておく。

「ジルフォードとユアンは違うらしい。だとすればヨミなんだが……あいつとはあれ以来、連絡が取れずじまいだ。一度、ユアンが書庫に様子を見に行ったそうだが、会えなかったと言っていた」

「……そうなんですの。ヨミさまが、リグレインさまと結けつ託たくされていたのか……それとも全然別の意い図とで動いていらしたのかも、分からないまま、ですのね」

　口を動かしながらも、フェルの手は、忙せわしく衣装を着せつけていく。

　善の花霊は、祝福を示す金と清せい廉れんの白を基調とした上着に身を包つつむ。金銀の手しゆ甲こうと、祝祭につきものの仮面。青い石の帯飾り。

（さすがに豪ごう勢せいだなあ。でも、純白の衣装なんて、旦那さま似合うのかな。いっつも真っ黒だし）

　豪ごう奢しやな宝石まみれの剣を、金の剣けん帯たいに差し込む段で、『モルドレッドの剣』のことを思い出した。

「剣、といえば……魚のお腹なかから出てきたそれ、『モルドレッドの剣』じゃなかったんですわね」

「ああ、そうだな」

　岸から上がってしばらくののち「剣が見つかりました！」という白龍兵の報告には、度ど肝ぎもを抜かれた。

　離宮から発見された武器は、フェルが怪魚から取り出した剣と、そのもうひとつの剣の二振りだけだ。最終的には皇こう帝てい自身の検けん分ぶんによって、白龍兵の見つけた剣が目もく録ろくどおりの『モルドレッドの剣』と認定され、フェルのそれは、古美術価値もないなまくらという結果に終わってしまった。

（なんかこう、複ふく雑ざつ）

　テーブルの上で鈍にぶく光る剣を眺めながら、フェルはため息をついた。あの「とったどー！」という気分はなんだったのだ。

　しかし、今になって改めて眺ながめると、立りつ派ぱな装そう飾しよくではあるが、あしらわれた宝石は曇くもっているし、金銀の紋様もくすんでいる。たしかにこれは、魚のお腹で消化されたというより、経けい年ねん劣れつ化かと手入れ不足だろう。

　この名もなき古い剣は、たらい回しの末、今はクロウの預かりになっている。

「ひょっとしたら、複ふく製せい品ひんかもな」

「この剣が、ですの？　初代皇帝の剣の？」

「いや。……おそらくこっちが本物で、代々伝わってきたほうが複製品だったんじゃないか、と。……紋もん章しようも一いつ致ちする」

　なんにせよ、無事にこの剣が手元に残って良かった、とクロウは呟つぶやいている。この人って骨こつ董とう趣味だっけ、とフェルは首を傾かしげた。

　剣の柄つかには、いつの間にか、ひときわ鮮あざやかに光を放つ青い夕ゆう輝き晶しようがはめ込まれている。

　ぼんやりその輝きを眺めていたフェルだが、そこでふと思い出すことがあってぐるんと後ろを振り返った。

「驚いたといえば、──ケイさま！　あなたもですわよ！」

「はい。突然いなくなってすみませんでした」

「いえ、それは旦那さまのご命令だから当然……じゃなくて！　知りませんでしたわ。密みつ偵ていというのは聞いたけれど」

　にこにこと微笑ほほえんでくるケイに、フェルはジト目を向ける。




「あなたが、当代景けい王おう朝ちようの皇こう統とうだったなんて」

　景けい蔡さい泰たい。

　──それが、彼の本当の名前らしい。




　景では、子し息そく縁えん者じやにそれぞれ役職を与えて政権の足場固めをするそうだ。

　皇位継けい承しよう権けんを持たない庶しよ子しや、皇統の分家筋は、あえて危険な役に就ついて出世の機を窺うかがう。東方帝国皇王の十三番目の息子むすこにして、情報方の長ちようというのが、彼の本来の身分だという。

「そんな高こう貴きの出で、なんで旦那さまの家か令れい……？」

　あんぐり口を開けるフェルに、「あんまり大たい層そうな身分じゃあないんですよ」とケイは手を振った。

「エルラントやユナイアとは、皇統の扱あつかいがぜんぜん違うんです。なにせ父には男女合わせて二十人も子供がいますし。その中でも母は砂さ漠ばく出身の流る民みんの踊り子でして、おまけにこの外見でしょう？　自分めは名ばかりかつ庶しよ子しのみそっかすです」

　実戦部隊だから、ヘンテコな暗あん器きも使えちゃうんです、とケイは鋼こう絲しを示してみせた。

（でもまあ、密みつ偵ていには打ってつけなのかな。東方の衣装がなかったら絶対、東方帝国出身だって気づかないし……）

　東方は、髪も瞳も黒い人々が大半だと聞いているが、ケイの砂漠地帯の民のような浅黒い肌や、西方に多い金きん髪ぱつは、たしかに彼の出しゆつ自じを謎めいたものにしている。

「しかも情報方の長って……じゃあ、『エルネットさりた』ってなんなんですの」

「商人っていうのは情報を得る上で便利でございますからねぇ。支店と一緒に人を各地にばら撒まく理由ができますし。まあ、ぶっちゃけ思いがけず熱が入っちゃいましたけどね！」

　けらけら笑う彼は、「代々人使いが荒いんですよ、うちの家系は」と付け足した。

「驚きましたわ、本当に」

「いやあ、照れますねえ。そうなんです、実は自分め」

「まさか、サリタのほうが名前だったなんて。しかも本名だったなんて」

「驚いたのはそっちですか!?　まあ、名前も身分も、我が君は一発で見抜いてましたけどね……」

「衣装の裏地に五ご爪そうの龍りゆうがいたからな。……景王朝では、五つ爪の龍は皇帝に連なる者でないと使えないんだろう？」

　ともあれ、彼がしばらく姿を消していたのは、直近の『エルネットさりた』の支部に顔を出すためだった。彼はもしもの時に備え、自分の商会に故こ郷きようから取り寄せておいた、正式な東方帝国の使者としての衣い装しようや委い任にん状じよう一式を保管していたのだという。

「……まあ、それも我が君のご提案だったんですけどね」

　ケイは眉み間けんを押さえ、「相変わらず悪わる知ぢ恵え回りますねぇ」と苦笑する。

「『ただの密みつ偵てい』から、『クルヴァッハ公こう爵しやくに膝ひざを折る、商路建設のために派遣された正式な使者』に格上げしておけば、自分めの身分をネタに手出しできなくなりますもんね。ウーベル陛へい下かも」

「上うわっ面つらのほうが真実になっただけだろう。季節の祝祭に合わせて他国の使者が祝辞を述べにやってくるのは珍しくない。外そと枠わくも用意できて、ちょうど良かったんじゃないか？」

　何はともあれ、これで無事に、リグレインを使ってクロウを封じ込めようというウーベルの目もく論ろ見みのほうも阻そ止しできたのだ。

　祭りが終わって領に帰り次第、ふたたびクロウはクルヴァッハのあるじに収まることができる。

　舞台の様子を確認するために一度控えの間を出ていくケイの後ろ姿を見送ったのち、フェルは旦那さまに尋ねてみた。

「リグレインさまが捕まる形に収まりましたけれど……陛下はどう思っておいでなのでしょうか。リグレインさまがちゃんと裁さばかれればいいけれど、三年前は、事件のもみ消しまでされたそうですし……」

「今回は、兄上やユアンも一部始終を見ている。いかに皇帝陛下といえど、さすがにごまかしようがないだろう。……思えば、父上が最初から俺をすんなり犯人に仕立てようとしたのも、母上を庇かばうためだったのかもしれないが。だとしたら胸がすくな」

（やっぱり殺さつ伐ばつ親子……！）

　戦せん慄りつするフェルに、「ああ……だが、そうでもないかもしれない」とクロウは付け足した。

「母上はもちろん、父上についても。正直、いろいろと名めい状じようしがたい複雑な気持ちがあったはずなんだが。今は妙に、すっきりしているんだ」

（旦那さま……）

「どうしてだろうな。……過去が変わったわけでもないのに」

　どこか遠くを見つめ、クロウは自らに含めるように呟つぶやく。なんと答えていいか分からず、フェルはしばらく言葉に迷った。

「キリヤさまに教えていただきました。そういうの、ティカルでは、『わるい妖よう精せいが離れた』って言うそうですわ」

「聞いたことがあるな。ケイも、『東方ではツキモノが落ちるっていいます』とかなんとか」

　フェルの言葉に、クロウはかすかに笑った。

「妖精が離れた、か。……そうかもしれない。たとえ欠けた月は戻らなくても」

「……？」

「新しい月で、お前が満たしてくれるんだろう」

　だからもう、いいんだ。

　クロウの言葉に、フェルは何も言えなかった。切ないような、苦しいような気持ちをごまかすように、ただ黙もく々もくと手を動かす。

　白い上着を着せつけて、飾り帯を締める。

　金糸のタッセルがついた丈の長い儀ぎ礼れい用の上着は、袖そで口ぐちの先や裾にかけて青く染められていて、彼の瞳とうまく調和し──まるで高こう貴きな氷ひよう雪せつの化身を描いた、一枚絵のようだった。

（く、悔くやしいが似合う……！　きっとおかしいと踏んで大笑いの準備してたのに！）

　不ふ貞て腐くされるフェルに、クロウが「なんだ？」と怪け訝げんな顔をする。

「なんでもありません！　さあ、さくっとお掛けになって。髪を整えますから」

「ああ。頼む」

　髪を梳すかれるのが気に入ったらしいクロウは、少し口くち許もとを綻ほころばせた。

　椅子に腰掛けた彼の後ろに回って、髪をほどく。相変わらず、量的には梳きがいのある髪だ。後ろに回ると、悪戯いたずらをされないのもいい。フェルはフェルで、彼の髪をいじるのが、なかなか好きだった。

　指通りのいい黒髪に、東方の柘つ植げ細ざい工くの櫛を入れながら、フェルはふと思い出すことがあった。

　──俺もそう簡単には、諦あきらめない。それじゃおやすみ、シレイネ。

「旦那さま。五年越しって、なんのことですの？」

　いつから正体を知っていたのか、という話でも出た言葉だ。

「五年前って、何かありましたかしら」

「ユナイアと、何度目かになる中途半はん端ぱな和平交こう渉しようが進んでいた時だな。俺は、エルラントの使者として、ベルファスティスの王宮に行ったことがある」

　五年前といえば、自分が身代わりとしてパーティーやらに出席し始めた頃だ。当時はお仕事ではなく、シレイネ姫の気まぐれ遊びだった。

（そうなんだ！　旦那さま、ベルファスティスに来たことあったんだ）

　では、街のどこかですれ違うこともあったかもしれない。もっとも、自分は路地を歩いているド庶しよ民みんだし、彼は豪華な箱馬車に乗っていただろうから、顔を合わせることはないのだが。

「旦那さま、それで!?」

　わくわくと瞳を輝かせるフェルに、クロウは「ああ、それで」と続きを言いかけ、ふっと止める。

「……ここまで言っても、まだ思い出さないか」

「はい？」

「やめた」

「やめ、って。え!?　どうして」

「それなりに微び妙みような話だからな。いくら共犯者とはいえ、その覚悟も決めきってない奴にはこれ以上話せない」

　この話はここまでだ、と打ち切ってしまうクロウに、フェルは頰を膨ふくらませる。

（なんでそんなところで切っちゃう!?　気になって仕方ないよ！）

　思い出すのは、馬車の中でした、『共犯者の誠意』の話。

（いや、まさかそんな無理だし。……でも、はぐらかされっぱなしはいやだし！　あんまり深刻な意味は無くて、ただの絆きずなを確認する挨あい拶さつってことなら……!?）

　悶もん々もんとするフェルに、クロウが不思議そうに声をかける。

「シレイネ？　何を一人で百面相して──……」

　息を詰めて、彼の正面に回りこむ。

　椅子に座っているせいで、自分より低い位置にある彼と向き合い、身をかがめて。その吐と息いきを、一瞬だけ奪う。

　自ら触れた彼の唇は、冷たくて。オードコローニュの香りが、鼻先をくすぐり、ひどく胸を搔かき乱みだした。

　惚ほうけたような旦那さまの顔がすぐ下にある。

　フェルは急に、とんでもないことをしでかしたような気がしてきた。

「み、みみ、見せましたわよ共犯者の誠意……!!」

　暴あばれ狂くるって胸を内側からガンガン叩き回る心臓を無視して、フェルは真っ赤な顔で宣言した。

（絶対冗談なのに！　ノセられて何やってんの、わたし……!!）

　恥ずかしい。猛もう烈れつに恥ずかしい。なぜ変なところまで負けず嫌いな性格に育ってしまったのか。頭に血がのぼって、視界がぐるぐる回る。

「ですから、ちゃんと続きを教えろくださいませ！　文もん句くは言わせないません!!」

　ここまでやらせたからには、意地でも吐いてもらわなければなるまい！　と混乱のあまりどこぞのイル族首しゆ長ちよう風に盛せい大だいに嚙かみつつ、詰め寄るフェルの顔を、相変わらず旦那さまは、ぽかんと見上げていたが。

「……共犯者の誠意、な」

　やがて、真顔でのたまった。

「──急すぎてよく分からなかった。もう一度」

「知りません!!」




　途中でもろもろ悶もん着ちやくをはさみつつも、時間は刻々と過ぎ、気付けば出番が迫っていた。

「そういえば旦那さま。……バタバタしていて伺うかがえなかったのですけれど」

　ほとぼりが冷めた頃、フェルは改めて旦那さまの髪を梳きながら、なんとなく気になりつつも訊けず終じまいだったことを尋ねてみることにした。

「わたくし、あの時どうして湖の中になんていたのかしら」

（前後の記き憶おくが全然ないんだよね。課題をこなしてたはずなんだけど）

　ふとした疑問だったのに、背中越しに一瞬、クロウが緊張するのが分かった。

「ええと旦那さま？　──わっ」

　急に、櫛を持っていた手を引っ張られ、フェルは驚く。

　直後、取られた手首に、ひやりと冷たい感触があって。

　彼がそこに口づけたのだと分かり、フェルはかちこちに固まった。

「──もう！　いきなりなんですの!?」

　真っ赤になって抗こう義ぎするフェルに苦笑し、クロウは唇に押し当てた手首に向かって、何か囁いたようだった。吐と息いきが、柔らかく皮ひ膚ふをじかにくすぐる。フェルはぎゅっと目を閉じた。

（口よりはアレだけど！　これはこれで恥ずかしい……！）

「旦那さま。なんておっしゃったの？」

「さあ？」

　フェルからは見えなかった。もう一度、クロウが動かした、唇の動きは。

　──おまえを守るから。必ず、と。
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　間もなく、花霊ペルヒトの剣けん舞ぶが始まる。

　開かい宴えんの合図を待ちながら、クロウは、拘こう束そくされたオーゼンと最後に交かわした会話について考えていた。




『お前が持ち逃げした、第十一聖せい席せきの知識を吐いてもらう。……武器の使い方はおおかた分かったが、妖よう精せい王おうについても同じか？』

　扉と鍵かぎ。両方が揃そろったモルドレッドの剣は、あわいから紛まぎれ込んで来た妖精を、強制的に送り返す力を持っている。事実、オーゼンの操あやつっていた呪じゆ毒どくの怪魚は、それで浄じよう化かできたのだ。

　もし、妖精王が、同じように獣けものか何かの身体からだに入り、紛まぎれ込んでいるとすれば。

『同じだが違う……が、答え、かねェ』

　これに対するオーゼンの答えは、実に曖あい昧まいなものだ。

『ただの妖精に取り憑つかれた獣や、それを使し役えきしてたおれは助かったが、妖精王じゃァ駄目なんだよ。よく聞く伝でん承しよう思い出してみな』

　妖精は、気に入った死者の屍しかばねに青い火を灯ともし、皮をかぶる。

　そして、こちら側に顕あらわれた妖精王は、必ず人を宿しゆく主しゆに選ぶ。

『楔くさび石いしが鍵かぎ、剣が扉。鍵を差し込んだ扉で妖精王の宿った者の心臓を貫つらぬけば、宿主の魂たましいを道連れに、妖精王をあちらに葬ほうむることができるだろう』

　これがおれの持つ知識だよ、とオーゼンは言った。

『宿主の魂を道連れに……？』

『正しく弔とむらわれなかった魂は、妖精の餌え食じきになるかもしれねェって話は聞いたことあんだろォ？　それさ。人が死後、本当に天国アヴアロンに昇ってくのか、それとも次の器うつわを見つけて生まれ変わるのかは、おれも死んだことがねェから分からん。が、妖精に喰くわれたとて、まあその時点じゃ、救われる可能性がなきにしもあらずだが』

　──扉を使って屠ほふられた妖精王の代しろは、魂もろとも吹き飛び、決して救われることはない。

『……どうせ死人なんだろう？』

『そうとも。どうせ死人だ。だが、剣の力で打ち払われた妖精王の抜ぬけ殻がらを待っているのは、安あん息そくのねむりじゃない。虚きよ無むだけさァ』

　よく覚えときなよと。

　くっくっと肩を揺らして背を向けた、今や罪ざい人にんとなったエルラント中央教会最高位の聖せい職しよく者しやを、クロウは、気味の悪い思いで見送ったものだ。




（……なんだ）

　なぜこんなに不安になるのか。

　クロウは、従じゆう者しやに差し出された仮面をかぶり、装飾剣を取る。

　春分節オースターラ儀式は、夕暮れ時を選んで行われる。冬と春、寒かん暖だんの合間の儀礼だからこそ、昼夜のあわいに行うというのがその理由だった。

（──あわい、な）

　最近は、あまりいい思い出のない言葉だ。

　沈みかけの太陽と、昇りかけの月。薄暗い野外舞台には松明たいまつが焚たかれ、白い大だい理り石せきの床と、白はく亜あの柱をぼうっと浮かび上がらせていた。

　やがて、正面から同じように、闇やみ色いろの仮面で顔を隠した皇おう子じが出てくる。

　金糸の飾り衣い装しように、裾すそや袖そでに達するにつれ真しん紅くに色を変える、漆しつ黒こくの衣装。──悪の花ペル霊ヒトだ。まとっているのは、ヨミのはず。

　互いに歩み寄って一礼し、剣を抜く。クロウは妙な違い和わを覚えた。

（錯さつ覚かくか？　──ヨミより上うわ背ぜいがあるような）

　剣を交わせば、違和感はより強くなる。ほとんど剣を取ったことがない、軟なん弱じやくさでは第一皇おう子じに並ぶはずの第五皇子だ。それなのに、いやに太た刀ち筋すじが鋭するどい。

　互いに顔は仮面に覆おおわれている。たしかに、誰が演じていても、分からない──。

　斬きり合あいは激しさを増し、次第に、剣舞の体てい裁さいを取るのが困難なほどになっていた。

「……ヨミ。儀礼の本分を忘れるな」

　クロウは、周囲に聴こえない程度の小声で、相手を叱しつ責せきした。たしかに臨りん機き応おう変へんに即そつ興きようを組める剣舞だが、それは前ぜん提ていとして、お互いに合わせる気があってのことだ。息を乱されれば、中止せざるをえなくなる。

　しかし──やはり、黒い花霊が、手を緩ゆるめる気配はない。

「ヨミ！」

　鋭く名を呼ぶと、相手は、一度すっと剣を引いた。

　──と。

「……あはっ」

　さざめくように、黒い仮面の奥から笑いがこぼれる。眉まゆをひそめたクロウに、黒い衣装の皇子は続けた。

「懐なつかしいね。クロウ兄上」

　声こわ色いろはくぐもって、よく分からない。だが不思議と、言葉ははっきりと聞き取れる。

（この声、ヨミじゃない？）

　誰だ。これは。

　クロウは息を吞のんだ。誰かが、皇子と入れ替わっている。

　儀式の中止が脳のう裏りをよぎったが、追いかけてくる剣けん尖せんの鋭さに考えを改める。「逃げないでよ、まだ」と声は続けた。

　舞台の中心から糸を伸ばすように、ぐるりと円を描くように。松明の焰ほのおに黒い影が舞い、白と黒、善と悪。二人の花霊は相対する。

「昔さ、兄上はよくこうやっておれに稽けい古こをつけてくれたよね」

　その声は知っている。もっとも、最後に聞いたそれの持ち主は、もう少し背も低く──剣の腕も、ここまでではなかったけれど。

　客席に、ヨミの姿がある。隣にいるのはユアンだ。

　二人とも平然とこちらを見ている。

　──誰、だ？

　目の前にいる、仮面の花霊は。

「その剣で、またおれの心臓を刺さすの？」

　くす、と。

　相手はかすかに笑った。

「でも、次は、おれが兄上から奪う番だね？」

　首筋をかすめた一いつ閃せんを払いのけ、クロウは、隙をついて相手の仮面を叩き落とした。

　中から現れたのは、薄うす闇やみの中でもはっきりと見て取れる、陽光にも似た亜あ麻ま色いろの髪。

　きらきらと好こう奇き心しんに明るく輝く、あたたかな南の海の色の瞳──

「ひさしぶりだね、クロウ兄上」

　青年は、最後に見た時より、少し成長している。生きていればこの歳になっていただろうという姿まで。クロウは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。




「パール……」




　──〝妖精王の器に選ばれた人間は、魂を消し飛ばされ、決して救われない〟

　オーゼンの言葉が、呪のろいのように耳の奥にこだました。











Ｆｉｎ．
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　このたびは、『（仮）かつこかり花はな嫁よめのやんごとなき事じ情じよう　～離り婚こん祭まつりは盛せい大だいに!?～』をお手にとって頂いただき、まことにありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　本作は、お金が大好きなのに本質的に貧びん乏ぼう性しようなニセ花嫁と、女運が異様に悪い旦だん那なさまの離り婚こんラブコメです。特に旦那さまの女運、冷静に考えるとよく女性恐きよう怖ふ症しようにならないなというレベル。本物シレイネといい、彼、痛い目に遭あわせられすぎですね……。

　そんなクロウの記念すべき初トラウマ悪女、姑しゆうとめ様（女）が今回ご登場です。フェルにとっては恐怖の花嫁修業、またの名を『お義か母あさんといっしょ』。確実に深夜番組ですね。

　姑様はもちろんケイの裏事情など、いろいろ回収できて嬉しいです。とはいえ、ケイの正体やちらっと出た先生の昔馴な染じみゼファさんなどは、実は７・５巻の内容とリンクしていますので、併あわせて読むとより一層お楽しみいただけるやもです。以前あとがきで書いた「きれいな湖に誰か沈めたい」衝しよう動どうも達成できて嬉しいです。未み遂すいに終わりましたが。

　では、遅ればせながら最後にお礼を申し上げたく！　イラストの山やま下したナナオさま。新キャラたちのデザインがイメージぴったりで本当にもう！　特に末っ子ヨミ皇おう子じ、ものすごく「これぞ！」というものに仕上げて頂いて！　また、今回もカバー裏に愉ゆ快かいなひとコマを頂きました。「ファサッ」、素晴らしいキューティクルです。いつも愛情たっぷりに容よう赦しやなくクロウをいじって頂いてありがとうございます。

　イラストといえば担当Ｉ様には構図の相談のため、編集部の方と表紙絵の実演をして写真で撮るという、捨て身の貢こう献けんを頂きました。ご協力頂いたもう一名の方にも大感謝を。私めも写真欲しいって何度言っても頑かたくなに下さいません。下さい。

　いつもあたたかなご感想をくださる皆さま。お返事がなかなか書けず申し訳ございません。「水道管破は裂れつ大丈夫ですか」とご心配くださった方もいらして、ありがたくも申し訳ございませんでした。「ブベフッ！」とすごい音とともに紅あかい液体（※錆さび）を撒まき散ちらした我が家のスプラッター水道管ですが、あの後、無事に復ふつ旧きゆうしました。

　そしてそして、12月から『B'ｓ−ＬＯＧ　ＣＯＭＩＣ』様にてコミカライズをご担当くださっている兔うさぎろうと様！　活いき活いきしたキャラ達は、紙面の中で生きているようで、素敵な漫まん画がにしてくださって本当に！　生きてて良かったです。

　最後になりましたが、ここまでお付き合い下さる皆様に最大級の感謝を込めまして。最後まで楽しんで頂けるよう頑がん張ばりますので、どうぞよろしくお願いいたします。


夕鷺かのう　拝　と打ったら愛用ＰＣの変へん換かん一発目が「廃はい」……
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Kanoh Yusagi




反応に困る瞬間というものがあります。

最近どうしようかと思ったのは、唐突に真顔で言われた「猫ってあざといよな……だって猫耳ついてるんだぜ」。

──どこから突っ込むのが正解だったんでしょうか。




HP：bath*rabbit

http://bathrabbit.web.fc2.com/










イラスト

山下ナナオ
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使っていた５年日記帳が埋まったので、同じ物で新しいのを買おうと思ったら廃盤になっててションボリで。

初めて日記（というか備忘録）が続いてるので、今度日記帳選ぶ時は慎重かつ気に入ったら買い溜めします！
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